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メコノプシス・スペキオサ var. カウドリアナ

メコノプシス・インペティダ

セ
チ
・
ラ
に
は
多
く
の
青
い
ケ
シ
が
あ
る
。
峠

の
半
径
１０
㎞
以
内
に
８
種
類
の
青
い
ケ
シ
が
確
認

さ
れ
て
い
て
、
９０
数
種
と
い
わ
れ
る
青
い
ケ
シ
の

約
１
割
が
こ
こ
で
見
ら
れ
る
。ヒ
マ
ラ
ヤ
・
チ
ベ
ッ

ト
高
原
と
い
う
自
生
地
の
広
さ
か
ら
み
る
と
山
手

線
の
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
並
み
の
密
度
だ
。
な
ぜ
高

密
度
な
の
か
。
そ
れ
は
こ
の
地
が
特
異
点
だ
か
ら

だ
。イ

ン
ド
亜
大
陸
の
衝
突
で
隆
起
し
た
ヒ
マ
ラ
ヤ

山
脈
の
た
め
、
そ
れ
ま
で
温
暖
な
平
地
で
咲
い
て

い
た
青
い
ケ
シ
の
祖
先
は
、
隆
起
で
で
き
た
氷
雪

の
嶺
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
る
。
セ
チ
・
ラ
に
近
い

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
東
端
の
彎
曲
部
は
チ
ベ
ッ
ト
高
原

の
南
の
開
口
部
で
あ
り
、
イ
ン
ド
洋
か
ら
暖
か
く

湿
っ
た
モ
ン
ス
ー
ン
が
吹
き
込
む
。草
木
が
育
ち
、

山
は
緑
で
覆
わ
れ
る
。
分
断
に
よ
り
独
自
進
化
の

道
を
辿
っ
て
い
た
青
い
ケ
シ
の
祖
先
た
ち
は
、
標

高
が
上
が
る
こ
と
で
増
す
寒
冷
化
・
乾
燥
化
か
ら

逃
れ
る
た
め
こ
の
地
に
向
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
歴
史
か
ら
、
セ
チ
・
ラ
の
青
い
ケ
シ

は
遠
く
離
れ
た
地
で
咲
く
青
い
ケ
シ
と
高
い
類
似

性
を
示
す
。
先
月
号
で
紹
介
し
た
Ｍ
・
バ
イ
レ
イ

は
似
た
種
類
が
雲
南
省
で
見
ら
れ
る
し
、
雲
南
省

編
で
紹
介
し
た
Ｍ
・
ス
ル
フ
レ
ア
も
こ
こ
に
あ
る
。

今
回
紹
介
す
る
２
種
も
、
そ
の
仲
間
を
雲
南
省
の

大
雪
山
脈
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

写真・文　松永秀和

─チベット編②─

チベット自治区林芝市セチ・ラ、標高 4650m

チベット自治区林芝市セチ・ラ、標高 4650m

1 登山時報 2022 年 3月号



メコノプシス・スペキオサ var. カウドリアナ

メコノプシス・インペティダ

セ
チ
・
ラ
に
は
多
く
の
青
い
ケ
シ
が
あ
る
。
峠

の
半
径
１０
㎞
以
内
に
８
種
類
の
青
い
ケ
シ
が
確
認

さ
れ
て
い
て
、
９０
数
種
と
い
わ
れ
る
青
い
ケ
シ
の

約
１
割
が
こ
こ
で
見
ら
れ
る
。ヒ
マ
ラ
ヤ
・
チ
ベ
ッ

ト
高
原
と
い
う
自
生
地
の
広
さ
か
ら
み
る
と
山
手

線
の
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
並
み
の
密
度
だ
。
な
ぜ
高

密
度
な
の
か
。
そ
れ
は
こ
の
地
が
特
異
点
だ
か
ら

だ
。イ

ン
ド
亜
大
陸
の
衝
突
で
隆
起
し
た
ヒ
マ
ラ
ヤ

山
脈
の
た
め
、
そ
れ
ま
で
温
暖
な
平
地
で
咲
い
て

い
た
青
い
ケ
シ
の
祖
先
は
、
隆
起
で
で
き
た
氷
雪

の
嶺
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
る
。
セ
チ
・
ラ
に
近
い

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
東
端
の
彎
曲
部
は
チ
ベ
ッ
ト
高
原

の
南
の
開
口
部
で
あ
り
、
イ
ン
ド
洋
か
ら
暖
か
く

湿
っ
た
モ
ン
ス
ー
ン
が
吹
き
込
む
。草
木
が
育
ち
、

山
は
緑
で
覆
わ
れ
る
。
分
断
に
よ
り
独
自
進
化
の

道
を
辿
っ
て
い
た
青
い
ケ
シ
の
祖
先
た
ち
は
、
標

高
が
上
が
る
こ
と
で
増
す
寒
冷
化
・
乾
燥
化
か
ら

逃
れ
る
た
め
こ
の
地
に
向
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
歴
史
か
ら
、
セ
チ
・
ラ
の
青
い
ケ
シ

は
遠
く
離
れ
た
地
で
咲
く
青
い
ケ
シ
と
高
い
類
似

性
を
示
す
。
先
月
号
で
紹
介
し
た
Ｍ
・
バ
イ
レ
イ

は
似
た
種
類
が
雲
南
省
で
見
ら
れ
る
し
、
雲
南
省

編
で
紹
介
し
た
Ｍ
・
ス
ル
フ
レ
ア
も
こ
こ
に
あ
る
。

今
回
紹
介
す
る
２
種
も
、
そ
の
仲
間
を
雲
南
省
の

大
雪
山
脈
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

写真・文　松永秀和

─チベット編②─

チベット自治区林芝市セチ・ラ、標高 4650m

チベット自治区林芝市セチ・ラ、標高 4650m

1 登山時報 2022 年 3月号



二
人
が
全
体
重
を
か
け
て
ロ
ー
プ
回

収
。
仰
ぎ
み
る
と
壁
を
彩
る
紅
葉
が

ま
だ
あ
ざ
や
か
だ
っ
た
。

「
山
の
子
」５０
ｍ
２
ピ
ッ
チ
の
リ
ッ

ジ
ル
ー
ト
。
１
ピ
ッ
チ
目
は
中
間
に

関
門
あ
り
、
細
め
の
カ
ム
を
３
ケ

セ
ッ
ト
し
て
ジ
ワ
ジ
ワ
乗
り
越
す
。

終
了
点
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
は
、
薄
リ

ス
に
打
ち
込
ん
だ
ナ
イ
フ
ブ
レ
ー
ド

２
枚
。
ポ
ー
（
ペ
ツ
ル
）
を
使
用
し

て
ア
ン
カ
ー
プ
レ
ー
ト
を
築
い
た
。

２
ピ
ッ
チ
目
の
中
間
支
点
は
灌
木

に
た
よ
る
。
最
後
に
核
心
３
ｍ
ス
ラ

ブ
、
ロ
ス
ト
ア
ロ
ー
に
か
け
た
ヌ
ン

チ
ャ
ク
を
右
手
で
つ
か
み
体
を
外
に

ふ
り
だ
す
。
た
よ
り
な
い
草
付
き
を

抜
き
足
差
し
足
で
攀
じ
あ
が
る
と

ゴ
ー
ル
、
立
ち
木
２
本
の
終
了
点
に

到
着
。

ビ
レ
イ
解
除
、
緊
張
も
解
い
て
腕

時
計
を
見
る
と
１３
時
だ
っ
た
。
瀬
戸

内
側
か
ら
ガ
ス
も
わ
き
あ
が
っ
て
き

た
。
も
う
一
つ
予
定
し
て
い
た
新

ル
ー
ト
開
通
は
、
ま
た
の
機
会
に
持

ち
越
し
と
な
っ
た
。（
登
攀
日
：
２

０
２
１
年
１１
月
１
日
、
堺
秀
司
・
会

員
外
１
名
）

る
の
は
、
ご
く
わ
ず
か
な
モ
ノ
好
き

だ
け
に
な
っ
た
。
数
年
前
か
ら
山
の

子
で
は
、
南
壁
に
ル
ー
ト
を
拓
い
て

登
攀
を
楽
し
ん
で
き
た
。
最
近
の
記

録
か
ら
「
山
の
子
ル
ー
ト
」
を
紹
介

し
た
い
。

１０
月
は
計
画
す
る
た
び
雨
に
阻
ま

れ
、
繰
り
延
べ
ら
れ
た
西
冠
行
き
は

と
う
と
う
１１
月
。
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス

の
思
い
が
通
じ
た
の
か
、
や
っ
と
こ

こ
で
「
晴
れ
」。
伊
吹
山
か
ら
顔
を

だ
し
た
朱
色
の
朝
日
に
感
謝
し
つ
つ

西
冠
へ
歩
い
た
。

本
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
ル
ー
ト
１
本

と
工
事
中
の
開
通
１
本
。
ま
ず
「
山

の
子
」
登
攀
か
ら
始
め
る
こ
と
に
す

る
。
こ
の
ル
ー
ト
は
２
年
半
ぶ
り
な

の
で
、
ま
ず
懸
垂
下
降
し
な
が
ら
登

攀
ラ
イ
ン
を
チ
ェ
ッ
ク
。
浮
き
石
が

目
立
つ
が
、
壁
は
案
じ
る
ほ
ど
劣
化

し
て
な
か
っ
た
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
も
１

ピ
ッ
チ
目
終
了
点
も
Ｏ
Ｋ
。
基
部
で

晴天の下で攀じる

北西側から望む西ノ冠岳

西冠ドームの山の子ルート

堺
秀
司

山
の
子
／
愛
媛

石
鎚
山
か
ら
主
稜
線
を

西
へ
向
か
う
と

西
ノ
冠
岳
（
１
８
９
４
ｍ
）

石
鎚
山
か
ら
眺
め
る
か
ぎ
り
で

は
、
こ
れ
と
い
っ
て
特
徴
の
な
い

で
っ
ぱ
り
く
ら
い
に
し
か
見
え
な

い
。
登
山
道
か
ら
も
外
れ
て
い
て
、

ピ
ー
ク
を
踏
も
う
と
す
る
登
山
者
は

少
数
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
北
西
側
か

ら
望
む
山
容
は
対
照
的
。
西
か
ら
南

面
に
か
け
て
岩
壁
が
頂
上
部
を
ぐ
る

り
と
取
り
囲
み
、
あ
た
か
も
要
塞
の

よ
う
に
見
え
る
。
昔
か
ら
こ
の
岩
壁

全
体
（
西
壁
と
南
壁
）
は
西
冠
ド
ー

ム
と
呼
ば
れ
て
き
た
。

西
冠
ド
ー
ム
に
は
、
昭
和
の
高
度

成
長
期
に
ク
ラ
イ
マ
ー
が
通
っ
た
時

期
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。
し
か
し
ど
こ

か
ら
出
発
し
て
も
ア
プ
ロ
ー
チ
に
３

時
間
以
上
費
や
す
の
で
、
い
ま
や
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
目
当
て
で
こ
こ
を
訪
れ

石
鎚
山
系　

西に
し

ノの

冠か
ん
む
り

岳だ
け　

南
壁

山
の
子
ル
ー
ト
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デ
ジ
タ
ル
写
真
の
整
理
と
保
管
法

Vol.11

写
真
・
文

宮
本
宏
明

フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
場

合
は
、
街
の
写
真
屋
さ
ん
や
ラ
ボ
（
現

像
所
）
で
現
像
す
る
と
、
フ
ィ
ル
ム

に
写
っ
た
画
像
が
目
で
見
え
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
現
像
し
た
フ
ィ
ル
ム

し
れ
ま
せ
ん
が
、
撮
影
し
た
シ
ー
ン

は
ど
れ
も
二
度
と
出
会
う
こ
と
の
な

い
貴
重
な
記
録
で
あ
り
、
思
い
出
で

あ
り
、
ま
た
作
品
で
も
あ
り
ま
す
。

写
真
と
い
う
大
切
な
財
産
が
失
わ
れ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
安
全
確
実
に

保
管
し
た
い
も
の
で
す
。

整
理
と
保
管
の
流
れ
を
図
１
に
示

し
ま
し
た
。
こ
の
流
れ
に
沿
っ
て
詳

し
く
説
明
し
て
ゆ
き
ま
す
。

　

Ｐ
Ｃ
へ
の
取
り
込
み

カ
メ
ラ
の
メ
モ
リ
ー
カ
ー
ド
（
Ｃ

Ｆ
カ
ー
ド
、
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
等
）
に
記

録
さ
れ
た
画
像
デ
ー
タ
を
、
Ｐ
Ｃ
の

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
に
コ
ピ
ー
し
ま
す
。

専
用
の
ソ
フ
ト
（
カ
メ
ラ
に
付
属
、

ま
た
は
メ
ー
カ
ー
の
サ
イ
ト
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
）
を
Ｐ
Ｃ
に
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
て
お
き
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ケ
ー
ブ
ル
（
カ

メ
ラ
に
付
属
）
で
カ
メ
ラ
を
Ｐ
Ｃ
に

接
続
す
る
と
、
カ
メ
ラ
の
メ
モ
リ
ー

カ
ー
ド
に
記
録
さ
れ
た
写
真
の
一
覧

が
開
き
ま
す
。
保
管
先
の
フ
ォ
ル
ダ

を
作
成
し
、
取
り
込
み
た
い
写
真
を

選
択
し
、
取
り
込
み
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ

ク
す
れ
ば
、
Ｐ
Ｃ
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス

ク
へ
の
コ
ピ
ー
が
始
ま
り
ま
す
。
メ
ー

カ
ー
に
よ
り
多
少
異
な
る
と
思
い
ま

す
が
、
だ
い
た
い
こ
の
よ
う
な
流
れ

に
な
り
ま
す
。

カ
メ
ラ
か
ら
メ
モ
リ
ー
カ
ー
ド
を

取
り
出
し
て
Ｐ
Ｃ
の
ス
ロ
ッ
ト
に
挿

入
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
静
電

気
で
カ
ー
ド
が
破
損
す
る
リ
ス
ク
が

高
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
私
は
あ
ま

り
や
り
ま
せ
ん
。

　

写
真
の
分
類

山
域
で
分
類
し
た
り
家
族
旅
行
と

自
分
の
山
行
を
分
け
た
り
す
る
な
ど

の
ル
ー
ル
を
決
め
て
も
、
い
つ
か
ル
ー

ル
に
は
ま
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
生
じ
て

し
ま
う
も
の
で
す
。
単
純
に
日
付
順
に

フ
ォ
ル
ダ
を
作
成
す
れ
ば
分
類
に
迷

う
こ
と
も
な
く
、
Ｐ
Ｃ
へ
の
写
真
の

取
り
込
み
や
、
過
去
の
写
真
を
探
す

作
業
が
や
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
例

え
ば
、
２
０
２
１
年
７
月
１８
日
か
ら

２０
日
ま
で
白
峰
三
山
で
撮
影
し
た
写

真
は
、「
２
０
２
１
０
７
１
８
白
峰
三

山
」
と
い
う
名
前
を
つ
け
た
フ
ォ
ル

図 1　整理の流れ

図 2　山行リストの例

ダ
に
保
管
す
れ
ば
、
一
目
瞭
然
で
す
。

参
考
ま
で
に
、
私
は
写
真
の
貸
出

依
頼
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

効
率
よ
く
写
真
を
探
す
た
め
に
Ｅ
ｘ

ｃ
ｅ
ｌ
で
山
行
リ
ス
ト
を
作
成
し
て

い
ま
す
。
山
行
リ
ス
ト
は
フ
ィ
ル
タ
ー

機
能
を
使
っ
て
季
節
（
月
）
や
山
域

で
絞
り
込
め
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

例
え
ば
「
夏
の
南
ア
ル
プ
ス
の
写
真
」

と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
れ
ば
、「
６

月
、
７
月
、
８
月
」「
南
ア
ル
プ
ス
」

と
絞
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
該
当
す

る
山
行
の
リ
ス
ト
が
出
て
き
ま
す
。

そ
れ
が
分
か
れ
ば
、
必
要
な
写
真
を

簡
単
に
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
図
２
）

写
真
を
見
直
そ
う

せ
っ
か
く
一
生
懸
命
に
撮
影
し
て

き
た
写
真
で
す
。
Ｐ
Ｃ
に
取
り
込
ん

だ
と
こ
ろ
で
お
し
ま
い
で
は
な
く
、

必
ず
全
て
の
写
真
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
ょ
う
。
カ
メ
ラ
に
付
属
し
て
い
る

閲
覧
用
の
ソ
フ
ト
を
使
う
の
が
便
利

で
す
。

ピ
ン
ボ
ケ
や
ぶ
れ
は
カ
メ
ラ
の
小

を
フ
ァ
イ
ル
し
て
見
出
し
を
付
け
て

保
管
し
ま
す
。
後
か
ら
フ
ィ
ル
ム
を

見
る
の
に
特
別
な
装
置
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。（
ラ
イ
ト
ボ
ッ
ク
ス
と
ル
ー

ペ
が
あ
れ
ば
十
分
。）一

方
、
デ
ジ
タ
ル
写

真
の
場
合
、
画
像
デ
ー

タ
は
、
Ｐ
Ｃ
等
を
使
わ

な
け
れ
ば
見
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
画

像
デ
ー
タ
を
ハ
ー
ド

デ
ィ
ス
ク
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ

等
に
保
管
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

前
回
ま
で
の
撮
影

に
関
す
る
説
明
と
比

べ
る
と
退
屈
な
内
容

に
感
じ
ら
れ
る
か
も
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す
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。
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し
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ど
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録
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。
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Ｃ
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Ｆ
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Ｓ
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Ｃ
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Ｐ
Ｃ
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が
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を
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取
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を
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を
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ば
、
Ｐ
Ｃ
の
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の
コ
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が
始
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ま
す
。
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に
よ
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多
少
異
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る
と
思
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す
が
、
だ
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た
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こ
の
よ
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な
流
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に
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。
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を

取
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出
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て
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Ｃ
の
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に
挿

入
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も
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が
、
静
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で
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と

自
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の
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を
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な
ど

の
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を
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つ
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に
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い
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し
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も
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で
す
。
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に
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に

フ
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を
作
成
す
れ
ば
分
類
に
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う
こ
と
も
な
く
、
Ｐ
Ｃ
へ
の
写
真
の

取
り
込
み
や
、
過
去
の
写
真
を
探
す

作
業
が
や
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
例

え
ば
、
２
０
２
１
年
７
月
１８
日
か
ら

２０
日
ま
で
白
峰
三
山
で
撮
影
し
た
写

真
は
、「
２
０
２
１
０
７
１
８
白
峰
三

山
」
と
い
う
名
前
を
つ
け
た
フ
ォ
ル

図 1　整理の流れ

図 2　山行リストの例

ダ
に
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す
れ
ば
、
一
目
瞭
然
で
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。
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ま
で
に
、
私
は
写
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の
貸
出
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を
受
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る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
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よ
く
写
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を
探
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た
め
に
Ｅ
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ｌ
で
山
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リ
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ト
を
作
成
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て

い
ま
す
。
山
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リ
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ト
は
フ
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ー

機
能
を
使
っ
て
季
節
（
月
）
や
山
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で
絞
り
込
め
る
よ
う
に
な
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お
り
、

例
え
ば
「
夏
の
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ア
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の
写
真
」

と
い
う
リ
ク
エ
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ト
が
あ
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ば
、「
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、
７
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、
８
月
」「
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と
絞
り
込
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こ
と
に
よ
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て
該
当
す

る
山
行
の
リ
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ト
が
出
て
き
ま
す
。

そ
れ
が
分
か
れ
ば
、
必
要
な
写
真
を

簡
単
に
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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２
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写
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直
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う

せ
っ
か
く
一
生
懸
命
に
撮
影
し
て

き
た
写
真
で
す
。
Ｐ
Ｃ
に
取
り
込
ん

だ
と
こ
ろ
で
お
し
ま
い
で
は
な
く
、

必
ず
全
て
の
写
真
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
ょ
う
。
カ
メ
ラ
に
付
属
し
て
い
る

閲
覧
用
の
ソ
フ
ト
を
使
う
の
が
便
利

で
す
。

ピ
ン
ボ
ケ
や
ぶ
れ
は
カ
メ
ラ
の
小

を
フ
ァ
イ
ル
し
て
見
出
し
を
付
け
て

保
管
し
ま
す
。
後
か
ら
フ
ィ
ル
ム
を

見
る
の
に
特
別
な
装
置
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。（
ラ
イ
ト
ボ
ッ
ク
ス
と
ル
ー

ペ
が
あ
れ
ば
十
分
。）一

方
、
デ
ジ
タ
ル
写

真
の
場
合
、
画
像
デ
ー

タ
は
、
Ｐ
Ｃ
等
を
使
わ

な
け
れ
ば
見
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
画

像
デ
ー
タ
を
ハ
ー
ド

デ
ィ
ス
ク
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ

等
に
保
管
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

前
回
ま
で
の
撮
影

に
関
す
る
説
明
と
比

べ
る
と
退
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に
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3月 のワンポイント

さ
な
モ
ニ
タ
ー
で
は
分
か
ら
な
い
の

で
、
Ｐ
Ｃ
の
モ
ニ
タ
ー
で
し
っ
か
り

確
認
し
、
失
敗
写
真
は
削
除
し
ま
す
。

但
し
、
Ｐ
Ｃ
に
初
め
か
ら
付
い
て
い

る
一
般
的
な
モ
ニ
タ
ー
は
写
真
の
色

や
明
る
さ
を
正
確
に
表
示
で
き
な
い

の
で
、
多
少
の
露
出
オ
ー
バ
ー
（
明

る
す
ぎ
）
や
ア
ン
ダ
ー
（
暗
す
ぎ
）

は
気
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
写
真
の
色
や
明
る
さ
の
正
確
な
判
定

に
は
、
き
ち
ん
と
調
整
さ
れ
た
カ
ラ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
モ
ニ

タ
ー
が
必
要
に
な
り
ま

す
。）構

図
や
シ
ャ
ッ
タ
ー

チ
ャ
ン
ス
に
関
し
て

は
、
最
初
は
失
敗
作
だ

と
思
っ
て
も
、
時
間
を

置
い
て
見
直
す
と
考
え

が
変
わ
る
こ
と
も
よ
く

あ
り
ま
す
の
で
、
削
除

す
る
の
は
明
ら
か
に
失

敗
し
た
も
の
だ
け
に
し

て
、
少
し
で
も
迷
う
も

の
は
残
す
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
技
術

的
に
は
失
敗
で
あ
っ
て

り
経
年
劣
化
し
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら

明
日
壊
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
保

管
し
て
い
た
画
像
デ
ー
タ
が
読
み
出

せ
な
く
な
っ
た
時
に
確
実
に
復
元
で

き
る
よ
う
、
デ
ー
タ
は
必
ず
２
ヶ
所

（
以
上
）
に
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。写

真
を
撮
影
し
っ
ぱ
な
し
で
デ
ー

タ
が
カ
メ
ラ
の
メ
モ
リ
ー
カ
ー
ド
だ

け
に
保
存
さ
れ
て
い
る
状
態
は
、
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
が
無
い
状
態
で
あ
り
、
カ

メ
ラ
を
紛
失
し
た
り
メ
モ
リ
ー
カ
ー

ド
が
壊
れ
た
ら
一
巻
の
終
わ
り
で
す
。

山
か
ら
帰
っ
た
ら
、
撮
っ
て
き
た
写

真
を
こ
ま
め
に
Ｐ
Ｃ
の
Ｈ
Ｄ
Ｄ
に
保

存
す
る
習
慣
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

Ｐ
Ｃ
に
保
存
し
た
と
こ
ろ
で
２
ヶ

所
に
保
存
さ
れ
た
状
態
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
カ
メ
ラ
の
メ
モ
リ
ー

カ
ー
ド
の
画
像
を
削
除
す
る
と
、
ま
た

Ｐ
Ｃ
の
Ｈ
Ｄ
Ｄ
１
ヶ
所
だ
け
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
メ
モ
リ
ー
カ
ー
ド

か
ら
削
除
す
る
前
に
、
Ｐ
Ｃ
の
Ｈ
Ｄ

Ｄ
の
デ
ー
タ
を
別
の
場
所
に
も
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
言

う
な
ら
ば
「
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
作
業
は

二
点
確
保
」
で
す
。「
別
の
場
所
」
は
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
Ｂ
Ｄ
が
コ
ス
ト
的
に
お
勧

め
で
す
。
大
量
に
写
真
を
撮
る
人
は
、

外
付
け
の
Ｈ
Ｄ
Ｄ
で
も
良
い
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
Ｐ
Ｃ
の
Ｈ
Ｄ
Ｄ
と
Ｄ
Ｖ

Ｄ
等
の
２
ヶ
所
に
保
存
し
て
い
て
も
、

い
ず
れ
Ｐ
Ｃ
を
買
い
替
え
る
時
が
来

ま
す
の
で
、
結
局
、
Ｐ
Ｃ
の
Ｈ
Ｄ
Ｄ

以
外
の
２
ヶ
所
（
以
上
）
に
保
存
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。（
図
３
）

は
っ
き
り
言
っ
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

は
面
倒
臭
い
作
業
で
す
。
あ
る
程
度

Ｐ
Ｃ
に
詳
し
い
方
は
、
２
台
の
Ｈ
Ｄ

も
、
自
分
に
と
っ
て
大
切
な
思
い
出

に
な
る
写
真
も
残
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
時
、
私
は
必
要
に
応
じ
て
撮

影
場
所
や
写
っ
て
い
る
山
を
メ
モ
と

し
て
残
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、「IM

G_８３５２_       
  

」
と
い
う
具
合
に
フ
ァ

イ
ル
名
の
後
ろ
に
文
字
を
追
加
し

て
保
存
し
ま
す
。
元
の
フ
ァ
イ
ル
名

（IM
G_８３５２

の
部
分
）
を
書
き
替
え

る
と
写
真
を
ソ
ー
ト
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

初
心
者
の
う
ち
は
、
山
で
の
感
動
を

引
き
ず
っ
た
ま
ま
写
真
を
見
て
が
っ

か
り
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
は
、
構

図
（
連
載
の
第
２
回
、
第
３
回
）
や

光
の
扱
い
（
第
４
回
）、
被
写
界
深
度

（
第
７
回
）、
明
る
さ
（
第
８
回
）
が

適
切
だ
っ
た
か
、
ど
う
し
た
ら
も
っ

と
良
く
な
る
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
こ
の
よ
う
な
「
振
り
返
り
」
を

繰
り
返
す
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
良
い

写
真
が
撮
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

必
ず
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

カ
メ
ラ
の
メ
モ
リ
ー
カ
ー
ド
や
Ｐ

Ｃ
の
Ｈ
Ｄ
Ｄ
（
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
）、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
Ｂ
Ｒ
（
ブ
ル
ー
レ
イ
）
な

ど
の
記
録
メ
デ
ィ
ア
は
永
遠
の
も
の

で
は
な
く
、「
い
つ
か
必
ず
」
壊
れ
た

Ｄ
を
自
動
で
同
期
さ
せ
る
方
法
な
ど
、

手
間
の
か
か
ら
な
い
や
り
方
も
あ
り

ま
す
の
で
、
調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
私
の
整
理
方
法
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
決
し
て
こ
の
や
り
方
を

お
勧
め
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
参
考
と
し
て
ご
紹
介
す

る
も
の
で
す
。

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
、
最
終
的
に
は

Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
Ｂ
Ｄ
の
ダ
ブ
ル
で
保
存
し

て
い
ま
す
。（
写
真
１
）　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
や

Ｂ
Ｄ
は
Ｈ
Ｄ
Ｄ
よ
り
も
読
み
込
み
に

時
間
が
か
か
る
の
で
、
閲
覧
用
と
し

て
２
０
０
万
画
素
程
度
に
縮
小
し
た

画
像
フ
ァ
イ
ル
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と

は
別
に
Ｐ
Ｃ
本
体
の
Ｈ
Ｄ
Ｄ
に
保
存

し
て
い
ま
す
。
写
真
を
探
す
時
は
、

ま
ず
閲
覧
用
フ
ァ
イ
ル
の
中
か
ら
候

補
と
な
る
写
真
を
絞
り
込
み
、
実
際

に
使
用
す
る
写
真
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
か
ら
コ

ピ
ー
し
ま
す
。
こ
の
方
法
は
整
理
す

る
手
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
一
度
整

理
し
て
し
ま
え
ば
、
画
像
デ
ー
タ
を

効
率
よ
く
短
時
間
で
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

図 3　バックアップの流れ

写真 1　DVD と BD にバックアップ
　（1 枚の BD に DVD5 ～ 6 枚が入る）

　しばらく雪山登山が続くと、春を探しに低
山へも行きたくなるものです。

3 月中旬に、丹沢の不動尻にあるミツマタ群
生地を訪れました。一つ一つの花はこじんま
りとしていますが、群生して林床を金色に埋
め尽くす様子は壮観です。林に射し込む光を
生かす工夫をしながら、全体を写したり、一
部を切り取ったり、上から狙ったり、下から
見上げたりと、色々構図を変えて撮影を楽し
むことができます。
　ミツマタは、小さな花が半球状にまとまっ
て下を向いて咲きます。低い位置から見上げ
て写すと、黄色いポンポンのように見えます。
作例は広角レンズで f22 まで絞って花に近づ
き、手前の花を大きくしっかりと写すととも
に、暗い林の空間を背景に花を浮き上がらせ
てみました。露出が暗部に引っ張られて明る
めになりますので、花の黄色が飛ばないよう
マイナス補正が必要です。

Canon EOS 5D Mark Ⅱ（フルサイズ）

24-105mm（70mm）f11 1/45 秒 ISO100 WB 太陽光

東
田

代
か

ら
の

燧
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3月 のワンポイント

さ
な
モ
ニ
タ
ー
で
は
分
か
ら
な
い
の

で
、
Ｐ
Ｃ
の
モ
ニ
タ
ー
で
し
っ
か
り

確
認
し
、
失
敗
写
真
は
削
除
し
ま
す
。

但
し
、
Ｐ
Ｃ
に
初
め
か
ら
付
い
て
い

る
一
般
的
な
モ
ニ
タ
ー
は
写
真
の
色

や
明
る
さ
を
正
確
に
表
示
で
き
な
い

の
で
、
多
少
の
露
出
オ
ー
バ
ー
（
明

る
す
ぎ
）
や
ア
ン
ダ
ー
（
暗
す
ぎ
）

は
気
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
写
真
の
色
や
明
る
さ
の
正
確
な
判
定

に
は
、
き
ち
ん
と
調
整
さ
れ
た
カ
ラ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
モ
ニ

タ
ー
が
必
要
に
な
り
ま

す
。）構

図
や
シ
ャ
ッ
タ
ー

チ
ャ
ン
ス
に
関
し
て

は
、
最
初
は
失
敗
作
だ

と
思
っ
て
も
、
時
間
を

置
い
て
見
直
す
と
考
え

が
変
わ
る
こ
と
も
よ
く

あ
り
ま
す
の
で
、
削
除

す
る
の
は
明
ら
か
に
失

敗
し
た
も
の
だ
け
に
し

て
、
少
し
で
も
迷
う
も

の
は
残
す
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
技
術

的
に
は
失
敗
で
あ
っ
て

り
経
年
劣
化
し
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら

明
日
壊
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
保

管
し
て
い
た
画
像
デ
ー
タ
が
読
み
出

せ
な
く
な
っ
た
時
に
確
実
に
復
元
で

き
る
よ
う
、
デ
ー
タ
は
必
ず
２
ヶ
所

（
以
上
）
に
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。写

真
を
撮
影
し
っ
ぱ
な
し
で
デ
ー

タ
が
カ
メ
ラ
の
メ
モ
リ
ー
カ
ー
ド
だ

け
に
保
存
さ
れ
て
い
る
状
態
は
、
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
が
無
い
状
態
で
あ
り
、
カ

メ
ラ
を
紛
失
し
た
り
メ
モ
リ
ー
カ
ー

ド
が
壊
れ
た
ら
一
巻
の
終
わ
り
で
す
。

山
か
ら
帰
っ
た
ら
、
撮
っ
て
き
た
写

真
を
こ
ま
め
に
Ｐ
Ｃ
の
Ｈ
Ｄ
Ｄ
に
保

存
す
る
習
慣
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

Ｐ
Ｃ
に
保
存
し
た
と
こ
ろ
で
２
ヶ

所
に
保
存
さ
れ
た
状
態
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
カ
メ
ラ
の
メ
モ
リ
ー

カ
ー
ド
の
画
像
を
削
除
す
る
と
、
ま
た

Ｐ
Ｃ
の
Ｈ
Ｄ
Ｄ
１
ヶ
所
だ
け
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
メ
モ
リ
ー
カ
ー
ド

か
ら
削
除
す
る
前
に
、
Ｐ
Ｃ
の
Ｈ
Ｄ

Ｄ
の
デ
ー
タ
を
別
の
場
所
に
も
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
言

う
な
ら
ば
「
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
作
業
は

二
点
確
保
」
で
す
。「
別
の
場
所
」
は
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
Ｂ
Ｄ
が
コ
ス
ト
的
に
お
勧

め
で
す
。
大
量
に
写
真
を
撮
る
人
は
、

外
付
け
の
Ｈ
Ｄ
Ｄ
で
も
良
い
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
Ｐ
Ｃ
の
Ｈ
Ｄ
Ｄ
と
Ｄ
Ｖ

Ｄ
等
の
２
ヶ
所
に
保
存
し
て
い
て
も
、

い
ず
れ
Ｐ
Ｃ
を
買
い
替
え
る
時
が
来

ま
す
の
で
、
結
局
、
Ｐ
Ｃ
の
Ｈ
Ｄ
Ｄ

以
外
の
２
ヶ
所
（
以
上
）
に
保
存
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。（
図
３
）

は
っ
き
り
言
っ
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

は
面
倒
臭
い
作
業
で
す
。
あ
る
程
度

Ｐ
Ｃ
に
詳
し
い
方
は
、
２
台
の
Ｈ
Ｄ

も
、
自
分
に
と
っ
て
大
切
な
思
い
出

に
な
る
写
真
も
残
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
時
、
私
は
必
要
に
応
じ
て
撮

影
場
所
や
写
っ
て
い
る
山
を
メ
モ
と

し
て
残
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、「IM

G_８３５２_ 

」
と
い
う
具
合
に
フ
ァ

イ
ル
名
の
後
ろ
に
文
字
を
追
加
し

て
保
存
し
ま
す
。
元
の
フ
ァ
イ
ル
名

（IM
G_８３５２

の
部
分
）
を
書
き
替
え

る
と
写
真
を
ソ
ー
ト
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

初
心
者
の
う
ち
は
、
山
で
の
感
動
を

引
き
ず
っ
た
ま
ま
写
真
を
見
て
が
っ

か
り
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
は
、
構

図
（
連
載
の
第
２
回
、
第
３
回
）
や

光
の
扱
い
（
第
４
回
）、
被
写
界
深
度

（
第
７
回
）、
明
る
さ
（
第
８
回
）
が

適
切
だ
っ
た
か
、
ど
う
し
た
ら
も
っ

と
良
く
な
る
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
こ
の
よ
う
な
「
振
り
返
り
」
を

繰
り
返
す
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
良
い

写
真
が
撮
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

必
ず
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

カ
メ
ラ
の
メ
モ
リ
ー
カ
ー
ド
や
Ｐ

Ｃ
の
Ｈ
Ｄ
Ｄ
（
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
）、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
Ｂ
Ｒ
（
ブ
ル
ー
レ
イ
）
な

ど
の
記
録
メ
デ
ィ
ア
は
永
遠
の
も
の

で
は
な
く
、「
い
つ
か
必
ず
」
壊
れ
た

Ｄ
を
自
動
で
同
期
さ
せ
る
方
法
な
ど
、

手
間
の
か
か
ら
な
い
や
り
方
も
あ
り

ま
す
の
で
、
調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
私
の
整
理
方
法
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
決
し
て
こ
の
や
り
方
を

お
勧
め
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
参
考
と
し
て
ご
紹
介
す

る
も
の
で
す
。

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
、
最
終
的
に
は

Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
Ｂ
Ｄ
の
ダ
ブ
ル
で
保
存
し

て
い
ま
す
。（
写
真
１
）
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や

Ｂ
Ｄ
は
Ｈ
Ｄ
Ｄ
よ
り
も
読
み
込
み
に

時
間
が
か
か
る
の
で
、
閲
覧
用
と
し

て
２
０
０
万
画
素
程
度
に
縮
小
し
た

画
像
フ
ァ
イ
ル
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と

は
別
に
Ｐ
Ｃ
本
体
の
Ｈ
Ｄ
Ｄ
に
保
存

し
て
い
ま
す
。
写
真
を
探
す
時
は
、

ま
ず
閲
覧
用
フ
ァ
イ
ル
の
中
か
ら
候

補
と
な
る
写
真
を
絞
り
込
み
、
実
際

に
使
用
す
る
写
真
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
か
ら
コ

ピ
ー
し
ま
す
。
こ
の
方
法
は
整
理
す

る
手
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
一
度
整

理
し
て
し
ま
え
ば
、
画
像
デ
ー
タ
を

効
率
よ
く
短
時
間
で
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

図 3　バックアップの流れ

写真 1　DVD と BD にバックアップ
（1 枚の BD に DVD5 ～ 6 枚が入る）

　しばらく雪山登山が続くと、春を探しに低
山へも行きたくなるものです。
　3 月中旬に、丹沢の不動尻にあるミツマタ群
生地を訪れました。一つ一つの花はこじんま
りとしていますが、群生して林床を金色に埋
め尽くす様子は壮観です。林に射し込む光を
生かす工夫をしながら、全体を写したり、一
部を切り取ったり、上から狙ったり、下から
見上げたりと、色々構図を変えて撮影を楽し
むことができます。

ミツマタは、小さな花が半球状にまとまっ
て下を向いて咲きます。低い位置から見上げ
て写すと、黄色いポンポンのように見えます。
作例は広角レンズで f22 まで絞って花に近づ
き、手前の花を大きくしっかりと写すととも
に、暗い林の空間を背景に花を浮き上がらせ
てみました。露出が暗部に引っ張られて明る
めになりますので、花の黄色が飛ばないよう
マイナス補正が必要です。

Canon EOS 5D Mark Ⅱ（フルサイズ）

24-105mm（70mm）f11 1/45 秒 ISO100 WB 太陽光
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表紙写真：宮本宏明

「陽春の守門岳」
豪雪地帯に位置する守門岳は、天気が安定する春は山スキーの
パラダイスとなる。下黒姫沢を登って稜線に出ると、守門岳山
頂へ続く純白の雪稜と青空のコントラストが美しかった。シー
ルをはがして滑降の準備をしながら、胸の高鳴りを抑えられな
かった。

01 連載　中国の青いケシ探訪記
02 隠れたルート＆プチゲレンデ　西ノ冠岳南壁　山の子ルート
04 連載　山を楽しむ写真講座
08 連載　白神便り
10 ふみあと 　労山のメディア媒体の活用を

11 連載　子づれ山さんぽ
1 2 新連載 登山と技術
14 隠れたルート＆プチゲレンデ　鶴島御前山　東稜
15 隠れたルート＆プチゲレンデ 鍬柄岳　南稜
16 連載　山の温泉講座
18 連載　アドベンチャー・トラベル
20 連載　山登りのための やさしい気象講座
22 連載　事故防止は仲間の知恵で
24 ブックエンド　『実践！ 安心登山』
25 新規加盟団体の紹介

26 えつらん室　記念誌

28 専門委員会活動報告

31 全国連盟の活動

32 マンガ　フゥフゥ ハァハァ

33 インタビュー  ひと　橋本龍平さん

34 連載　地図読み迷人
36 連載　会・クラブ紹介　めっこ山岳会

38 ミニガイド 次郎丸嶽・太郎丸嶽（熊本県）
39 筑井孝子のちょっと人物・物をうまく描こう 　／ 　あらかると

40 連載　山の自由帳

２
月
中
旬
を
過
ぎ
る
と
、
日
照
時
間

が
加
速
度
的
に
早
く
な
り
、
雪
も
も
ち

ろ
ん
降
る
が
、
雨
の
日
が
少
し
ず
つ
増

え
て
く
る
。
冬
が
も
う
勢
い
を
失
い
、

風
に
も
ど
こ
か
優
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
３
月
と
も
な
れ

ば
、
ど
ん
な
に
大
雪
が
降
っ
て
も
、
す

ぐ
に
消
え
て
な
く
な
る
こ
と
は
分
か
っ

て
い
る
か
ら
、
人
の
気
持
ち
に
も
余
裕

が
生
ま
れ
る
。
約
４
か
月
の
暗
く
寒
い

季
節
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

森
で
は
、
雨
が
幹
を
伝
い
、
木
々
の

根
元
の
雪
が
早
く
消
え
、「
根
開
き
（
ね

び
ら
き
）」
と
い
う
幹
を
中
心
に
し
た

丸
い
穴
が
で
き
始
め
る
。
積
雪
の
多
い

場
所
で
は
そ
の
深
さ
は
２
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
。
落
ち
た
ら
這
い
出
す
の
に
苦

労
す
る
程
だ
。
そ
の
穴
の
底
は
茶
色
い

落
ち
葉
の
層
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
一

度
雪
か
ら
顔
を
出
し
て
し
ま
え
ば
降

り
注
ぐ
太
陽
の
熱
を
集
め
て
、
そ
の
面

積
を
ど
ん
ど
ん
大
き
く
し
て
い
く
。
そ

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
穴
が

広
が
り
、
い
つ
し
か
穴
同

士
が
繋
が
り
、
気
が
付
け

ば
雪
の
面
積
の
方
が
小
さ
く
な
っ
て
い

る
。
ま
さ
に
こ
れ
こ
そ
が
雪
解
け
で
あ

り
、
春
な
の
だ
。

写
真
は
３
月
下
旬
の
十
二
湖
。
白
神

山
地
の
中
に
あ
っ
て
、
最
も
海
に
近

く
、
標
高
の
低
い
こ
の
場
所
の
春
は
早

い
。
こ
の
年
、
す
で
に
地
肌
の
８
割
近

く
が
露
出
し
、よ
く
見
る
と
、フ
ク
ジ
ュ

ソ
ウ
の
葉
が
ち
ら
ほ
ら
見
え
始
め
て
い

た
。
地
面
よ
り
温
ま
り
に
く
い
池
の
氷

は
解
け
残
っ
て
は
い
る
が
、
わ
ず
か
に

開
い
た
水
中
に
は
す
で
に
ク
ロ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
産
卵
の
た
め
に
集
ま
っ

て
い
た
。
あ
と
半
月
も
す
れ
ば
雪
が
完

全
に
消
え
、
代
わ
り
に
圧
倒
的
に
咲
き

誇
る
白
神
の
春
が
来
る
。
も
う
少
し
。

３
月
下
旬
は
来
る
本
格
的
な
春
の
助
走

路
な
の
だ
。

│第 55 回│

春への助走路

松永秀和

堺秀司

宮本宏明

原田勇成

今野善伸

武井真理

今野善伸

田上千俊

酒井正裕

古田靖志

大蔵喜福

野尻英一

 疋田吉継・中川和道

近藤和美

村松孝一

宮内佐季子　小泉成行　監修：村越 真

吉川義秋

石井光造

篠塚優
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表紙写真：宮本宏明

「陽春の守門岳」　　
豪雪地帯に位置する守門岳は、天気が安定する春は山スキーの
パラダイスとなる。下黒姫沢を登って稜線に出ると、守門岳山
頂へ続く純白の雪稜と青空のコントラストが美しかった。シー
ルをはがして滑降の準備をしながら、胸の高鳴りを抑えられな
かった。

01 連載　中国の青いケシ探訪記
02　隠れたルート＆プチゲレンデ　西ノ冠岳南壁　山の子ルート
04 連載　山を楽しむ写真講座
08 連載　白神便り
10　ふみあと 　労山のメディア媒体の活用を

11 連載　子づれ山さんぽ
1 2 新連載　登山と技術
14　隠れたルート＆プチゲレンデ　鶴島御前山　東稜
15　隠れたルート＆プチゲレンデ　鍬柄岳　南稜
16 連載　山の温泉講座
18 連載　アドベンチャー・トラベル
20 連載　山登りのための やさしい気象講座
22　連載　事故防止は仲間の知恵で
24　ブックエンド　『実践！ 安心登山』
25　新規加盟団体の紹介

26　えつらん室　記念誌

28　専門委員会活動報告

31　全国連盟の活動

32 マンガ　フゥフゥ ハァハァ

33 インタビュー  ひと　橋本龍平さん

34　連載　地図読み迷人
36　連載　会・クラブ紹介　めっこ山岳会

38 ミニガイド　次郎丸嶽・太郎丸嶽（熊本県）
39　筑井孝子のちょっと人物・物をうまく描こう 　／ 　あらかると

40　連載　山の自由帳

２
月
中
旬
を
過
ぎ
る
と
、
日
照
時
間

が
加
速
度
的
に
早
く
な
り
、
雪
も
も
ち

ろ
ん
降
る
が
、
雨
の
日
が
少
し
ず
つ
増

え
て
く
る
。
冬
が
も
う
勢
い
を
失
い
、

風
に
も
ど
こ
か
優
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
３
月
と
も
な
れ

ば
、
ど
ん
な
に
大
雪
が
降
っ
て
も
、
す

ぐ
に
消
え
て
な
く
な
る
こ
と
は
分
か
っ

て
い
る
か
ら
、
人
の
気
持
ち
に
も
余
裕

が
生
ま
れ
る
。
約
４
か
月
の
暗
く
寒
い

季
節
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

森
で
は
、
雨
が
幹
を
伝
い
、
木
々
の

根
元
の
雪
が
早
く
消
え
、「
根
開
き
（
ね

び
ら
き
）」
と
い
う
幹
を
中
心
に
し
た

丸
い
穴
が
で
き
始
め
る
。
積
雪
の
多
い

場
所
で
は
そ
の
深
さ
は
２
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
。
落
ち
た
ら
這
い
出
す
の
に
苦

労
す
る
程
だ
。
そ
の
穴
の
底
は
茶
色
い

落
ち
葉
の
層
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
一

度
雪
か
ら
顔
を
出
し
て
し
ま
え
ば
降

り
注
ぐ
太
陽
の
熱
を
集
め
て
、
そ
の
面

積
を
ど
ん
ど
ん
大
き
く
し
て
い
く
。
そ

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
穴
が

広
が
り
、
い
つ
し
か
穴
同

士
が
繋
が
り
、
気
が
付
け

ば
雪
の
面
積
の
方
が
小
さ
く
な
っ
て
い

る
。
ま
さ
に
こ
れ
こ
そ
が
雪
解
け
で
あ

り
、
春
な
の
だ
。

写
真
は
３
月
下
旬
の
十
二
湖
。
白
神

山
地
の
中
に
あ
っ
て
、
最
も
海
に
近

く
、
標
高
の
低
い
こ
の
場
所
の
春
は
早

い
。
こ
の
年
、
す
で
に
地
肌
の
８
割
近

く
が
露
出
し
、よ
く
見
る
と
、フ
ク
ジ
ュ

ソ
ウ
の
葉
が
ち
ら
ほ
ら
見
え
始
め
て
い

た
。
地
面
よ
り
温
ま
り
に
く
い
池
の
氷

は
解
け
残
っ
て
は
い
る
が
、
わ
ず
か
に

開
い
た
水
中
に
は
す
で
に
ク
ロ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
産
卵
の
た
め
に
集
ま
っ

て
い
た
。
あ
と
半
月
も
す
れ
ば
雪
が
完

全
に
消
え
、
代
わ
り
に
圧
倒
的
に
咲
き

誇
る
白
神
の
春
が
来
る
。
も
う
少
し
。

３
月
下
旬
は
来
る
本
格
的
な
春
の
助
走

路
な
の
だ
。

│第 55 回│

春への助走路

松永秀和

堺秀司

宮本宏明

原田勇成

今野善伸

武井真理

今野善伸

田上千俊

酒井正裕

古田靖志

大蔵喜福

野尻英一

 疋田吉継・中川和道

近藤和美

村松孝一

宮内佐季子　小泉成行　監修：村越 真

吉川義秋

石井光造

篠塚優
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労山のメディア媒体の活用を
「ホームページ」「登山時報」「労山ニュース」など

（今野善伸／日本勤労者山岳連盟　副理事長）

現
在
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
知

ら
せ
を
す
る
手
段
と
し
て
「
全
国

連
盟
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」、「
登

山
時
報
」、「
労
山
ニ
ュ
ー
ス
」、「
全

国
連
盟
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
」
が
あ

る
。
公
式
Ｈ
Ｐ
は
昨
年
、
更
新
の

即
時
性
を
優
先
さ
せ
る
た
め
、
容
易

に
更
新
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
ま

た
、
登
山
時
報
は
公
式
Ｈ
Ｐ
上
で

３
カ
月
遅
れ
て
全
部
閲
覧
で
き
る

（
登
山
時
報
は
有
料
購
読
制
な
の
で

購
読
者
と
閲
覧
者
と
は
区
別
し
て

い
る
）。
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
は
各
地

方
連
盟
の
代
表
者
に
送
信
し
て
お

り
、
地
方
連
盟
か
ら
各
会
・
ク
ラ

ブ
に
転
送
さ
れ
る
。
以
上
の
対
象

者
は
、
ネ
ッ
ト
環
境
に
ア
ク
セ
ス

で
き
て
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お
持

ち
の
方
に
限
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で

労
山
ニ
ュ
ー
ス
が
登
場
す
る
。
こ

れ
は
全
国
連
盟
に
登
録
さ
れ
た
会

員
数
分
を
各
会
・
ク
ラ
ブ
に
郵
送

し
て
い
る
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍

で
例
会
も
思
う
よ
う
に
開
催
で
き

ず
、
配
布
が
で
き
な
い
状
況
の
会

も
あ
る
。
公
式
Ｈ
Ｐ
で
１
号
か
ら

最
新
号
ま
で
全
部
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
活
用
し
て
ほ
し
い
。

２０
年
度
と
２１
年
度
の
公
式
Ｈ
Ｐ

の
ア
ク
セ
ス
状
況
を
見
て
み
る
と
、

２
０
１
９
年
を
ピ
ー
ク
に
２０
年
度

は
閲
覧
者
数
が
減
少
し
た
が
、
２１

年
度
は
微
増
（
１
５
０
０
人
）
に

転
じ
、
会
員
数
が
減
少
し
て
い
る

割
に
は
健
闘
し
て
い
る
。
閲
覧
者

の
９
割
の
方
が
お
気
に
入
り
で
直

接
公
式
Ｈ
Ｐ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
残

り
１
割
が
検
索
エ
ン
ジ
ン
経
由
で

到
達
す
る
。
ま
た
、
閲
覧
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
経
由
が
多
く
な
っ
て
お

り
、
Ｐ
Ｃ
経
由
は
減
少
し
て
い
る
。

そ
れ
は
閲
覧
ブ
ラ
ウ
ザ
が
Ｓ
ａ
ｆ

ａ
ｒ
ｉ
や
Ｍ
ｏ
ｚ
ｉ
ｌ
ｌ
ａ
を
使

用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
っ
て

い
る
。
公
式
Ｈ
Ｐ
の
お
問
合
せ
コ
ー

ナ
ー
に
は
、
２
０
２
１
年
は
約
２

４
０
件
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。

労
山
基
金
に
関
し
て
１
０
０
件
、

事
務
局
が
９０
件
、
登
山
時
報
が
４０

件
、
Ｈ
Ｐ
委
員
会
が
１２
件
だ
っ
た
。

基
金
に
関
し
て
は
、「
事
故
を
起
こ

し
た
場
合
に
交
付
の
対
象
に
な
る

の
か
」
が
一
番
多
く
、
事
務
局
に

関
し
て
は
登
山
・
海
外
登
山
に
関

す
る
こ
と
や
種
々
雑
多
の
メ
ー
ル

が
寄
せ
ら
れ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
発
達
で
情
報
・

出
版
物
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
幅

に
変
わ
っ
た
の
で
、
時
代
の
要
請

に
応
え
て
見
直
し
て
い
き
た
い
。

カモシカスポーツ

２
月
の
と
あ
る
祝
日
、
天
気
予

報
は
快
晴
、
気
温
上
昇
で
春
の
陽

気
！

と
の
こ
と
で
、
前
日
に
思

い
立
ち
、
湘
南
の
吾
妻
山
へ
行
く

こ
と
に
。
私
は
妊
娠
７
ヶ
月
、
体

調
は
安
定
し
て
い
た
も
の
の
、
こ

ど
も
ふ
た
り
連
れ
で
の
遠
出
に
若

干
不
安
は
あ
り
ま
し
た
。
が
、
勢

い
で
出
か
け
て
い
き
ま
し
た
。（
夫
は
こ
の

前
日
、
夜
遅
く
ま
で
の
仕
事
で
、
休
養
の

た
め
留
守
番
）

８
時
前
に
家
を
出
発
。
車
内
で
朝

食
を
食
べ
て
い
る
と
、
あ
っ
と
い

う
ま
に
乗
換
駅
の
小
田
急
／
Ｊ
Ｒ
藤
沢
駅
。

こ
こ
か
ら
数
駅
で
、
二
宮
駅
で
す
。
峻
は

電
車
好
き
な
の
で
、
わ
り
と
お
と
な
し
く

座
席
に
座
り
、
電
車
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
駅
で
、
情
報
充
実
の
地
図
を
も
ら
い
、

北
口
を
出
る
と
、
こ
れ
ま
た
わ
か
り
や
す

い
案
内
板
が
。
そ
の
通
り
に
１０
分
程
進
む

と
、
３
０
０
段
の
階
段
の
入
り
口
、
役
場

口
で
す
。
急
な
階
段
を
上
り
き
る
と
、
海

の
眺
望
！

こ
こ
か
ら
は
傾
斜
は
ご
く
ゆ

る
や
か
。
舗
装
道
を
ま
っ
す
ぐ
進
む
も
よ

し
、
花
が
楽
し
め
る
植
物
庭
園
に
そ
れ
る

も
よ
し
。
庭
園
を
「
迷
路
み
た
い
」
と
言

う
七
瀬
を
先
頭
に
、
峻
は
拾
っ
た
枝
を
振

り
回
し
な
が
ら
、
気
の
向
く
ま
ま
に
歩
い

て
い
く
と
、
じ
き
に
山
頂
直
下
の
公
園
に

到
着
。
大
型
遊
具
と
、
地
形
を
生
か
し
た

大
す
べ
り
台（
１
０
０
ｍ
の
長
さ
）が
あ
り
、

し
ば
し
遊
び
ま
す
。
祝
日
と
あ
り
、
こ
ど

も
で
大
賑
わ
い
。

そ
の
後
山
頂
の
芝
生
広
場
へ
移
動
し
、

お
弁
当
で
す
。
青
い
空
、
広
が
る
満
開
の

菜
の
花
畑
と
芝
生
、富
士
山
、丹
沢
の
山
々
、

そ
し
て
な
ん
と
い
っ
て
も
海
！

こ
ど
も

達
も
乗
り
気
だ
っ
た
の
で
、
昼
食
後
、
海

岸
側
の
登
山
口
、
梅
沢
口
へ
降
り
、
梅
沢

海
岸
に
寄
り
道
す
る
こ
と
に
。
こ
の
下
り

は
急
で
、
つ
い
走
り
が
ち
に
な
る
こ
ど
も

の
行
動
に
ヒ
ヤ
リ
と
す
る
こ
と
も
。
い
つ

も
保
育
園
で
は
昼
食
後
は
昼
寝
の
峻
が
歩

く
か
不
安
で
し
た
が
、
元
気
。
梅
沢
口
か

ら
約
１０
分
で
海
岸
に
着
く
と「
わ
あ
ー
」「
う

み
ー
」と
ふ
た
り
と
も
大
喜
び
。気
温
１６
度
、

風
は
あ
り
ま
し
た
が
、
寒
く
は
な
く
、
裸

足
で
水
あ
そ
び
。
着
替
え
一
式
持
っ
て
き

て
よ
か
っ
た
。
波
う
ち
際
か
ら
少
し
離
れ

た
、
海
の
手
前
の
河
口
の
あ
た
り
で
、
遊

び
ま
し
た
。

１
日
で
、
山
と
海
の
両
方
が
た
の
し
め
、

開
放
感
に
あ
ふ
れ
た
眺
望
も
す
ば
ら
し
く
、

ア
ク
セ
ス
も
便
利
、
こ
れ
は
い
い
お
山
を

見
つ
け
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ま
た
行
き
た
い
で

す
。
ほ
か
に
も
登
山
口
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
ち
が
っ
た
良
さ
が
あ
り
そ
う
。

2021 年 2 月末
神奈川県中郡二宮町

吾妻山 136.2 ｍ

七瀬：5 歳 7 ヶ月
峻：2 歳 7 ヶ月
タイム◎ 9：30 JR 二宮駅～
9：40 吾妻山登山口 役場口
～ 9：51 第 2 展望台～ 10：
00 休憩～ 10：15 山頂直下
の遊具（しばらくあそぶ）
～ 11：00 吾妻山山頂（昼食
休憩）～ 11：40 梅沢口へ下
山 ～ 12：00 梅 沢 口 ～ 12：
15 梅沢海岸に寄り道

参考◎二宮町観光協会『に
のみや吾妻山公園案内図』

（最寄駅の JR 二宮駅にて配
布）

武井真理

七瀬 2015 年 6 月生まれ

峻  2018 年 7 月生まれ

vol.56

できるかな？
できるかな？

　行ってみよう！

　行ってみよう！

役場口。歩き始めは、子：トレー役場口。歩き始めは、子：トレー
ナーにベスト、私：カットソーにナーにベスト、私：カットソーに
ウインドブレーカーでしたが、帰ウインドブレーカーでしたが、帰
るころには羽織物いらずるころには羽織物いらず

開放感にあふれた開放感にあふれた
すばらしい山頂！すばらしい山頂！

寄り道した梅沢海岸で大はしゃぎ寄り道した梅沢海岸で大はしゃぎ
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労山のメディア媒体の活用を
「ホームページ」「登山時報」「労山ニュース」など

（今野善伸／日本勤労者山岳連盟　副理事長）

現
在
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
知

ら
せ
を
す
る
手
段
と
し
て
「
全
国

連
盟
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」、「
登

山
時
報
」、「
労
山
ニ
ュ
ー
ス
」、「
全

国
連
盟
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
」
が
あ

る
。
公
式
Ｈ
Ｐ
は
昨
年
、
更
新
の

即
時
性
を
優
先
さ
せ
る
た
め
、
容
易

に
更
新
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
ま

た
、
登
山
時
報
は
公
式
Ｈ
Ｐ
上
で

３
カ
月
遅
れ
て
全
部
閲
覧
で
き
る

（
登
山
時
報
は
有
料
購
読
制
な
の
で

購
読
者
と
閲
覧
者
と
は
区
別
し
て

い
る
）。
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
は
各
地

方
連
盟
の
代
表
者
に
送
信
し
て
お

り
、
地
方
連
盟
か
ら
各
会
・
ク
ラ

ブ
に
転
送
さ
れ
る
。
以
上
の
対
象

者
は
、
ネ
ッ
ト
環
境
に
ア
ク
セ
ス

で
き
て
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お
持

ち
の
方
に
限
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で

労
山
ニ
ュ
ー
ス
が
登
場
す
る
。
こ

れ
は
全
国
連
盟
に
登
録
さ
れ
た
会

員
数
分
を
各
会
・
ク
ラ
ブ
に
郵
送

し
て
い
る
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍

で
例
会
も
思
う
よ
う
に
開
催
で
き

ず
、
配
布
が
で
き
な
い
状
況
の
会

も
あ
る
。
公
式
Ｈ
Ｐ
で
１
号
か
ら

最
新
号
ま
で
全
部
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
活
用
し
て
ほ
し
い
。

２０
年
度
と
２１
年
度
の
公
式
Ｈ
Ｐ

の
ア
ク
セ
ス
状
況
を
見
て
み
る
と
、

２
０
１
９
年
を
ピ
ー
ク
に
２０
年
度

は
閲
覧
者
数
が
減
少
し
た
が
、
２１

年
度
は
微
増
（
１
５
０
０
人
）
に

転
じ
、
会
員
数
が
減
少
し
て
い
る

割
に
は
健
闘
し
て
い
る
。
閲
覧
者

の
９
割
の
方
が
お
気
に
入
り
で
直

接
公
式
Ｈ
Ｐ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
残

り
１
割
が
検
索
エ
ン
ジ
ン
経
由
で

到
達
す
る
。
ま
た
、
閲
覧
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
経
由
が
多
く
な
っ
て
お

り
、
Ｐ
Ｃ
経
由
は
減
少
し
て
い
る
。

そ
れ
は
閲
覧
ブ
ラ
ウ
ザ
が
Ｓ
ａ
ｆ

ａ
ｒ
ｉ
や
Ｍ
ｏ
ｚ
ｉ
ｌ
ｌ
ａ
を
使

用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
っ
て

い
る
。
公
式
Ｈ
Ｐ
の
お
問
合
せ
コ
ー

ナ
ー
に
は
、
２
０
２
１
年
は
約
２

４
０
件
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。

労
山
基
金
に
関
し
て
１
０
０
件
、

事
務
局
が
９０
件
、
登
山
時
報
が
４０

件
、
Ｈ
Ｐ
委
員
会
が
１２
件
だ
っ
た
。

基
金
に
関
し
て
は
、「
事
故
を
起
こ

し
た
場
合
に
交
付
の
対
象
に
な
る

の
か
」
が
一
番
多
く
、
事
務
局
に

関
し
て
は
登
山
・
海
外
登
山
に
関

す
る
こ
と
や
種
々
雑
多
の
メ
ー
ル

が
寄
せ
ら
れ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
発
達
で
情
報
・

出
版
物
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
幅

に
変
わ
っ
た
の
で
、
時
代
の
要
請

に
応
え
て
見
直
し
て
い
き
た
い
。

カモシカスポーツ

２
月
の
と
あ
る
祝
日
、
天
気
予

報
は
快
晴
、
気
温
上
昇
で
春
の
陽

気
！

と
の
こ
と
で
、
前
日
に
思

い
立
ち
、
湘
南
の
吾
妻
山
へ
行
く

こ
と
に
。
私
は
妊
娠
７
ヶ
月
、
体

調
は
安
定
し
て
い
た
も
の
の
、
こ

ど
も
ふ
た
り
連
れ
で
の
遠
出
に
若

干
不
安
は
あ
り
ま
し
た
。
が
、
勢

い
で
出
か
け
て
い
き
ま
し
た
。（
夫
は
こ
の

前
日
、
夜
遅
く
ま
で
の
仕
事
で
、
休
養
の

た
め
留
守
番
）

８
時
前
に
家
を
出
発
。
車
内
で
朝

食
を
食
べ
て
い
る
と
、
あ
っ
と
い

う
ま
に
乗
換
駅
の
小
田
急
／
Ｊ
Ｒ
藤
沢
駅
。

こ
こ
か
ら
数
駅
で
、
二
宮
駅
で
す
。
峻
は

電
車
好
き
な
の
で
、
わ
り
と
お
と
な
し
く

座
席
に
座
り
、
電
車
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
駅
で
、
情
報
充
実
の
地
図
を
も
ら
い
、

北
口
を
出
る
と
、
こ
れ
ま
た
わ
か
り
や
す

い
案
内
板
が
。
そ
の
通
り
に
１０
分
程
進
む

と
、
３
０
０
段
の
階
段
の
入
り
口
、
役
場

口
で
す
。
急
な
階
段
を
上
り
き
る
と
、
海

の
眺
望
！

こ
こ
か
ら
は
傾
斜
は
ご
く
ゆ

る
や
か
。
舗
装
道
を
ま
っ
す
ぐ
進
む
も
よ

し
、
花
が
楽
し
め
る
植
物
庭
園
に
そ
れ
る

も
よ
し
。
庭
園
を
「
迷
路
み
た
い
」
と
言

う
七
瀬
を
先
頭
に
、
峻
は
拾
っ
た
枝
を
振

り
回
し
な
が
ら
、
気
の
向
く
ま
ま
に
歩
い

て
い
く
と
、
じ
き
に
山
頂
直
下
の
公
園
に

到
着
。
大
型
遊
具
と
、
地
形
を
生
か
し
た

大
す
べ
り
台（
１
０
０
ｍ
の
長
さ
）が
あ
り
、

し
ば
し
遊
び
ま
す
。
祝
日
と
あ
り
、
こ
ど

も
で
大
賑
わ
い
。

そ
の
後
山
頂
の
芝
生
広
場
へ
移
動
し
、

お
弁
当
で
す
。
青
い
空
、
広
が
る
満
開
の

菜
の
花
畑
と
芝
生
、富
士
山
、丹
沢
の
山
々
、

そ
し
て
な
ん
と
い
っ
て
も
海
！

こ
ど
も

達
も
乗
り
気
だ
っ
た
の
で
、
昼
食
後
、
海

岸
側
の
登
山
口
、
梅
沢
口
へ
降
り
、
梅
沢

海
岸
に
寄
り
道
す
る
こ
と
に
。
こ
の
下
り

は
急
で
、
つ
い
走
り
が
ち
に
な
る
こ
ど
も

の
行
動
に
ヒ
ヤ
リ
と
す
る
こ
と
も
。
い
つ

も
保
育
園
で
は
昼
食
後
は
昼
寝
の
峻
が
歩

く
か
不
安
で
し
た
が
、
元
気
。
梅
沢
口
か

ら
約
１０
分
で
海
岸
に
着
く
と「
わ
あ
ー
」「
う

み
ー
」と
ふ
た
り
と
も
大
喜
び
。気
温
１６
度
、

風
は
あ
り
ま
し
た
が
、
寒
く
は
な
く
、
裸

足
で
水
あ
そ
び
。
着
替
え
一
式
持
っ
て
き

て
よ
か
っ
た
。
波
う
ち
際
か
ら
少
し
離
れ

た
、
海
の
手
前
の
河
口
の
あ
た
り
で
、
遊

び
ま
し
た
。

１
日
で
、
山
と
海
の
両
方
が
た
の
し
め
、

開
放
感
に
あ
ふ
れ
た
眺
望
も
す
ば
ら
し
く
、

ア
ク
セ
ス
も
便
利
、
こ
れ
は
い
い
お
山
を

見
つ
け
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ま
た
行
き
た
い
で

す
。
ほ
か
に
も
登
山
口
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
ち
が
っ
た
良
さ
が
あ
り
そ
う
。

2021 年 2 月末
神奈川県中郡二宮町

吾妻山 136.2 ｍ

七瀬：5 歳 7 ヶ月
峻：2 歳 7 ヶ月
タイム◎ 9：30 JR 二宮駅～
9：40 吾妻山登山口 役場口
～ 9：51 第 2 展望台～ 10：
00 休憩～ 10：15 山頂直下
の遊具（しばらくあそぶ）
～ 11：00 吾妻山山頂（昼食
休憩）～ 11：40 梅沢口へ下
山 ～ 12：00 梅 沢 口 ～ 12：
15 梅沢海岸に寄り道

参考◎二宮町観光協会『に
のみや吾妻山公園案内図』

（最寄駅の JR 二宮駅にて配
布）

武井真理

七瀬 2015 年 6 月生まれ

峻  2018 年 7 月生まれ

vol.56

できるかな？
できるかな？

行ってみよう！
行ってみよう！

役場口。歩き始めは、子：トレー役場口。歩き始めは、子：トレー
ナーにベスト、私：カットソーにナーにベスト、私：カットソーに
ウインドブレーカーでしたが、帰ウインドブレーカーでしたが、帰
るころには羽織物いらずるころには羽織物いらず

開放感にあふれた開放感にあふれた
すばらしい山頂！すばらしい山頂！

寄り道した梅沢海岸で大はしゃぎ寄り道した梅沢海岸で大はしゃぎ
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新連載

ス
ト
ッ
ク
の
使
い
方

使
い
方
を
マ
ス
タ
ー
し
て
こ
そ
!! 

登
山
の
歩
行
を
サ
ポ
ー
ト

ス キ ル を 身 に つ け れ ば
もっと楽に、安全に山行が
できるようになる。それは

「低山ハイク」「一般登山」
「縦走（山中泊を含む）登山」
の形態にかかわらず共通の
問題である。
　今月号から「登山と技術」
欄を設けて、怪我・病気に
関する項目、緊急時対応、
登攀技術などの項目を取り
あげて基礎知識について学
んでいく。
　初回は、基本に立ち返っ
てストックの使い方を紹介
する。　　（本誌・今野善伸）

ス
ト
ッ
ク
使
用
の
目
的
と
推
奨
タ
イ
プ

登
山
時
の
身
体
へ
の
負
担
を

軽
減
す
る
の
に
一
役
買
っ
て
く

れ
る
の
が
ス
ト
ッ
ク
で
あ
る
。

使
用
目
的
は
「
歩
行
の
推
進
力

ア
ッ
プ
」「
膝
の
負
担
軽
減
」「
バ

ラ
ン
ス
保
持
」
に
あ
る
。
他
に

も
松
葉
杖
や
担
架
、
骨
折
の
添

え
木
の
代
用
品
と
し
て
活
用
で

き
る
。

ス
ト
ッ
ク
の
種
類
に
は
、「
ス

キ
ー
型
タ
イ
プ
」
と
「
Ｔ
字
型

ス
テ
ッ
キ
タ
イ
プ
」
の
２
種
類

が
あ
る
が
、
筆
者
は
「
ス
キ
ー

型
タ
イ
プ
」を「
ダ
ブ
ル
ス
ト
ッ

ク
」
で
使
用
す
る
こ
と
を
お
勧

め
す
る
。

ス
ト
ッ
ク
の
持
ち
方
と
歩
き
方

・
右
と
左
の
ス
ト
ッ
ク
（
Ｒ

Ｌ
／
白

黒
／
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
使
い
方
）
の

も
の
と
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
も
の
と
２
種
類
あ
る
。

・
登
り
と
下
り
の
グ
リ
ッ
プ
の
握
り
方
（
筆
者
の
所
属
す
る
会
で
は
、
下
り

は
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
手
首
に
通
さ
な
い
や
り
方
を
推
奨
）

ザックへの収納と電車での運搬

・車での収納時は、ザックから外す、電車内では手に持つ。
・飛行機利用時は、ザックの（外ではなくて）内部にしまい込む
・山行時にザックの外側に収納するときはプロテクションを付けて括りつける。ゴムキャップが
　ない人は、石突を下にする。
・帰宅後にストックの手入れをしたい。ジョイント部分のゆるみは体重をかけた際にシャフトが

急に短くなって、転倒の原因になるので調節する。

表 P12_0

材質 
カーボン製（軽くて強度があり高価で
ある）。余裕があればカーボン製を！

ステンレス製（若干重いが一般
的）がある

折り畳み式※ 
レバーロック留め方式。下図のストッ
クが主流である。

スクリュー留め方式（ネジ巻き）

表 P12_5

左右の区別

（区別ある場合）
右が R、左が Lの刻印がある
タイプ。グリップに黒と白が
あるタイプがある。

（区別ない場合）
ストラップで見分ける。2本
のバンドが左右に分かれてい
るので、下から出ている方が
親指側に来る。

ストックの持ち方

＜登り＞
ストラップを手に通してから
グリップを握る。ストラップ
の下から手を通して持つと、
握力だけでなく手首に荷重を
分散できるので、楽に持て
る。

＜下り＞
グリップを上から手でかぶせ
るように握る。登りと同じよ
うな持ち方もできるが、体重
をかけすぎると手首を傷める
原因にもなるので注意が必要
※

基本的な歩き方
肘のたたみ方がポイント
登りは腰、下りは胸
基本は真っすぐに立って、
ストックを体の横で持った
ときに肘が直角～少し開く
くらいの長さが基本。この
長さを基準にして、登り下
りでプラスマイナス 15cm
程度調節する。

＜登り＞
登りでは、次に足の出る位置
の少し前に反対側のストック
を突いて、足とストックに重
心を移しながら後ろ足を引き
上げる。ストックは垂直に突
く。この時のグリップの位置
は腰部分になるようにポール
の長さを調節する。

＜下り＞
下りでは、次の足が出るすぐ
横か、一段下に突いてから、
足を着地させる。歩幅は平地
の半分以下にして、体重がス
トックにかかりきらないよう
にする。

各
部
分
の
名
称

・
グ
リ
ッ
プ
と
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
シ
ャ
フ
ト

・
石
突
と
プ
ロ
テ

ク
シ
ョ
ン
（
ゴ

ム
キ
ャ
ッ
プ
）、

バ
ス
ケ
ッ
ト

※ラチェット方式（ピン留め）と紐張り留めは推奨しない。

※筆者は段差の大きい場所（階段状）を下る場合は、（転倒した時手首の骨折をしないように）
ストラップに通さない方式を推奨する。

スキー型タイプ

登りの歩き方。肘のたたみ方とグリップの位置
が腰の部分に注目

下りの歩き方。グリップの位置が
胸の部分とグリップの握り方に注
目

T 字型ステッキタイプ

表 P12_0

材質
カーボン製（軽くて強度があり高価で
ある）。余裕があればカーボン製を！

ステンレス製（若干重いが一般
的）がある

折り畳み式※
レバーロック留め方式。下図のストッ
クが主流である。

スクリュー留め方式（ネジ巻き）

表 P12_5

左右の区別 

（区別ある場合） 
右が R、左が Lの刻印がある
タイプ。グリップに黒と白が
あるタイプがある。 

（区別ない場合） 
ストラップで見分ける。2本
のバンドが左右に分かれてい
るので、下から出ている方が
親指側に来る。 

ストックの持ち方 

＜登り＞ 
ストラップを手に通してから
グリップを握る。ストラップ
の下から手を通して持つと、
握力だけでなく手首に荷重を
分散できるので、楽に持て
る。 

＜下り＞ 
グリップを上から手でかぶせ
るように握る。登りと同じよ
うな持ち方もできるが、体重
をかけすぎると手首を傷める
原因にもなるので注意が必要
※ 

基本的な歩き方 
肘のたたみ方がポイント 
登りは腰、下りは胸 
基本は真っすぐに立って、
ストックを体の横で持った
ときに肘が直角～少し開く
くらいの長さが基本。この
長さを基準にして、登り下
りでプラスマイナス 15cm
程度調節する。 

＜登り＞ 
登りでは、次に足の出る位置
の少し前に反対側のストック
を突いて、足とストックに重
心を移しながら後ろ足を引き
上げる。ストックは垂直に突
く。この時のグリップの位置
は腰部分になるようにポール
の長さを調節する。 

＜下り＞ 
下りでは、次の足が出るすぐ
横か、一段下に突いてから、
足を着地させる。歩幅は平地
の半分以下にして、体重がス
トックにかかりきらないよう
にする。 
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新連載

ス
ト
ッ
ク
の
使
い
方

使
い
方
を
マ
ス
タ
ー
し
て
こ
そ
!!

登
山
の
歩
行
を
サ
ポ
ー
ト

　 ス キ ル を 身 に つ け れ ば
もっと楽に、安全に山行が
できるようになる。それは

「低山ハイク」「一般登山」
「縦走（山中泊を含む）登山」
の形態にかかわらず共通の
問題である。
　今月号から「登山と技術」
欄を設けて、怪我・病気に
関する項目、緊急時対応、
登攀技術などの項目を取り
あげて基礎知識について学
んでいく。
　初回は、基本に立ち返っ
てストックの使い方を紹介
する。　　（本誌・今野善伸）

ス
ト
ッ
ク
使
用
の
目
的
と
推
奨
タ
イ
プ

登
山
時
の
身
体
へ
の
負
担
を

軽
減
す
る
の
に
一
役
買
っ
て
く

れ
る
の
が
ス
ト
ッ
ク
で
あ
る
。

使
用
目
的
は
「
歩
行
の
推
進
力

ア
ッ
プ
」「
膝
の
負
担
軽
減
」「
バ

ラ
ン
ス
保
持
」
に
あ
る
。
他
に

も
松
葉
杖
や
担
架
、
骨
折
の
添

え
木
の
代
用
品
と
し
て
活
用
で

き
る
。

ス
ト
ッ
ク
の
種
類
に
は
、「
ス

キ
ー
型
タ
イ
プ
」
と
「
Ｔ
字
型

ス
テ
ッ
キ
タ
イ
プ
」
の
２
種
類

が
あ
る
が
、
筆
者
は
「
ス
キ
ー

型
タ
イ
プ
」を「
ダ
ブ
ル
ス
ト
ッ

ク
」
で
使
用
す
る
こ
と
を
お
勧

め
す
る
。

ス
ト
ッ
ク
の
持
ち
方
と
歩
き
方

・
右
と
左
の
ス
ト
ッ
ク
（
Ｒ

Ｌ
／
白

黒
／
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
使
い
方
）
の

も
の
と
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
も
の
と
２
種
類
あ
る
。

・
登
り
と
下
り
の
グ
リ
ッ
プ
の
握
り
方
（
筆
者
の
所
属
す
る
会
で
は
、
下
り

は
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
手
首
に
通
さ
な
い
や
り
方
を
推
奨
）

ザックへの収納と電車での運搬

・車での収納時は、ザックから外す、電車内では手に持つ。
・飛行機利用時は、ザックの（外ではなくて）内部にしまい込む
・山行時にザックの外側に収納するときはプロテクションを付けて括りつける。ゴムキャップが

ない人は、石突を下にする。
・帰宅後にストックの手入れをしたい。ジョイント部分のゆるみは体重をかけた際にシャフトが

急に短くなって、転倒の原因になるので調節する。

表 P12_0

材質
カーボン製（軽くて強度があり高価で
ある）。余裕があればカーボン製を！

ステンレス製（若干重いが一般
的）がある

折り畳み式※
レバーロック留め方式。下図のストッ
クが主流である。

スクリュー留め方式（ネジ巻き）

表 P12_5

左右の区別

（区別ある場合）
右が R、左が Lの刻印がある
タイプ。グリップに黒と白が
あるタイプがある。

（区別ない場合）
ストラップで見分ける。2本
のバンドが左右に分かれてい
るので、下から出ている方が
親指側に来る。

ストックの持ち方

＜登り＞
ストラップを手に通してから
グリップを握る。ストラップ
の下から手を通して持つと、
握力だけでなく手首に荷重を
分散できるので、楽に持て
る。

＜下り＞
グリップを上から手でかぶせ
るように握る。登りと同じよ
うな持ち方もできるが、体重
をかけすぎると手首を傷める
原因にもなるので注意が必要
※

基本的な歩き方
肘のたたみ方がポイント
登りは腰、下りは胸
基本は真っすぐに立って、
ストックを体の横で持った
ときに肘が直角～少し開く
くらいの長さが基本。この
長さを基準にして、登り下
りでプラスマイナス 15cm
程度調節する。

＜登り＞
登りでは、次に足の出る位置
の少し前に反対側のストック
を突いて、足とストックに重
心を移しながら後ろ足を引き
上げる。ストックは垂直に突
く。この時のグリップの位置
は腰部分になるようにポール
の長さを調節する。

＜下り＞
下りでは、次の足が出るすぐ
横か、一段下に突いてから、
足を着地させる。歩幅は平地
の半分以下にして、体重がス
トックにかかりきらないよう
にする。

各
部
分
の
名
称

・
グ
リ
ッ
プ
と
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
シ
ャ
フ
ト

・
石
突
と
プ
ロ
テ

ク
シ
ョ
ン
（
ゴ

ム
キ
ャ
ッ
プ
）、

バ
ス
ケ
ッ
ト

※ラチェット方式（ピン留め）と紐張り留めは推奨しない。

※筆者は段差の大きい場所（階段状）を下る場合は、（転倒した時手首の骨折をしないように）
ストラップに通さない方式を推奨する。

スキー型タイプ

登りの歩き方。肘のたたみ方とグリップの位置
が腰の部分に注目

下りの歩き方。グリップの位置が
胸の部分とグリップの握り方に注
目

T 字型ステッキタイプ

表 P12_0

材質
カーボン製（軽くて強度があり高価で
ある）。余裕があればカーボン製を！

ステンレス製（若干重いが一般
的）がある

折り畳み式※
レバーロック留め方式。下図のストッ
クが主流である。

スクリュー留め方式（ネジ巻き）

表 P12_5

左右の区別 

（区別ある場合） 
右が R、左が Lの刻印がある
タイプ。グリップに黒と白が
あるタイプがある。

（区別ない場合） 
ストラップで見分ける。2本
のバンドが左右に分かれてい
るので、下から出ている方が
親指側に来る。

ストックの持ち方

＜登り＞ 
ストラップを手に通してから
グリップを握る。ストラップ
の下から手を通して持つと、
握力だけでなく手首に荷重を
分散できるので、楽に持て
る。

＜下り＞ 
グリップを上から手でかぶせ
るように握る。登りと同じよ
うな持ち方もできるが、体重
をかけすぎると手首を傷める
原因にもなるので注意が必要
※ 

基本的な歩き方 
肘のたたみ方がポイント 
登りは腰、下りは胸 
基本は真っすぐに立って、
ストックを体の横で持った
ときに肘が直角～少し開く
くらいの長さが基本。この
長さを基準にして、登り下
りでプラスマイナス 15cm
程度調節する。

＜登り＞ 
登りでは、次に足の出る位置
の少し前に反対側のストック
を突いて、足とストックに重
心を移しながら後ろ足を引き
上げる。ストックは垂直に突
く。この時のグリップの位置
は腰部分になるようにポール
の長さを調節する。 

＜下り＞ 
下りでは、次の足が出るすぐ
横か、一段下に突いてから、
足を着地させる。歩幅は平地
の半分以下にして、体重がス
トックにかかりきらないよう
にする。
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り
を
ハ
イ
キ
ン
グ
の
登
山
口
で
あ
る

墓
地
方
向
に
進
む
。
急
坂
の
手
前
で

左
折
し
、
沢
沿
い
に
御
前
山
山
頂
を

通
過
し
な
い
高
柄
山
へ
の
登
山
道
に

入
る
。
急
登
を
登
り
尾
根
を
左
に
巻

く
よ
う
に
歩
く
と
、
右
手
に
尾
根
の

ふ
く
ら
み
が
分
か
る
。
こ
れ
が
東
稜

の
末
端
。
適
当
な
と
こ
ろ
で
登
山
道

を
離
れ
尾
根
に
取
り
付
き
１０
分
も
登

山
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
が
楽
し
め
る
ル
ー
ト
が
あ
る
。
し

か
も
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
な
く
、
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
が
苦
手
の

私
で
も
経
験
者
と
登

れ
ば
何
と
か
な
り
そ

う
と
い
う
こ
と
で
、

知
人
を
誘
っ
て
出
掛

け
た
。

下
仁
田
の
道
の
駅

か
ら
不
帰
橋
を
渡

り
、
登
山
道
の
取
付

き
先
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
に
車
を
止
め
て
出

発
す
る
。
鍬
柄
岳
の

岩
壁
基
部
ま
で
２
１

０
ｍ
の
高
度
差
し
か

な
い
の
で
、
１
ピ
ッ

チ
弱
で
到
着
。
こ
こ

か
ら
右
折
す
れ
ば
鋤

柄
岳
へ
、
左
折
す
れ

鍬
柄
岳
は
西
上
州
の
下
仁
田
に
あ

り
、
一
般
道
は
鎖
場
が
続
く
山
と
し

て
、
マ
イ
ナ
ー
な
が
ら
登
ら
れ
て
い
る

る
と
林
の
中
に
岩
が
現
れ
る
。
こ
れ

が
取
り
付
き
と
な
る
。

１
～
２
ピ
ッ
チ
は
「
土
と
岩
」

３
ピ
ッ
チ
目
は
３
級
プ
ラ
ス
・

４
ピ
ッ
チ
目
が
核
心
、
越
え
る
と

大
テ
ラ
ス

最
初
は
２０
度
程
度
の
斜
面
に
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
大
き
な
岩
が
あ
る
と
い
う

状
態
。
３
ピ
ッ
チ
目
く
ら
い
か
ら
岩

登
り
の
雰
囲
気
と
な
る
。
ラ
ン
ニ
ン

グ
は
全
て
立
木
で
取
る
。
ど
れ
く
ら

い
ロ
ー
プ
を
伸
ば
す
か
は
立
木
の
大

き
さ
や
足
場
の
善
悪
で
判
断
す
る
こ

と
に
な
る
の

で
、
パ
ー
テ
ィ

で
ピ
ッ
チ
数
は

大
き
く
異
な

る
。
後
述
す
る

コ
ン
テ
の
場
合

も
判
断
は
同
じ

だ
。
初
心
者
が

い
た
場
合
は
ス

タ
カ
ッ
ト
に
し

た
方
が
良
い
。

東
稜
の
核
心

ば
大
桁
山
に
行
く
登
山
道
に
分
か
れ

る
。
ル
ー
ト
は
南
稜
で
あ
り
、
大
桁

山
に
向
け
て
左
折
し
僅
か
に
歩
い
た

と
こ
ろ
が
取
り
付
き
だ
っ
た
。

１
ピ
ッ
チ
目
Ⅲ
～
Ⅲ
＋
（
30
ｍ
）

フ
ェ
ー
ス
の
バ
ン
ド
を
右
上
し
て

リ
ッ
ジ
に
出
る
ラ
イ
ン
だ
。
南
稜
ル
ー

ト
の
核
心
が
こ
の
上
部
で
、
立
木
の

あ
る
手
前
が
細
か
い
。

２
ピ
ッ
チ
目
Ⅱ
～
Ⅲ
（
30
ｍ
）

こ
こ
か
ら
は
快
適
な
リ
ッ
ジ
を
登

り
、
ギ
ャ
ッ
プ
を
下
っ
た
と
こ
ろ
で

ピ
ッ
チ
を
切
る
。
リ
ッ
ジ
の
左
側
は

切
り
立
っ
て
い
る
が
、
右
側
は
拍
子

抜
け
す
る
ほ
ど
傾
斜
が
緩
く
、
全
く

高
度
感
は
な
い
。

３
ピ
ッ
チ
目
Ⅱ
～
Ⅲ
（
3５
ｍ
）

何
故
か
頂
上
に
向
か
っ
て
古
い

ロ
ー
プ
が
あ
っ
た
。
稜
線
は
急
激
に

高
度
を
上
げ
る
。

４
ピ
ッ
チ
目
Ⅱ
～
Ⅲ
（
１５
ｍ
）

５
ピ
ッ
チ
か
な
と
も
話
し
て
い
た

が
、
意
外
に
も
僅
か
で
頂
上
着
。
冬

４
ピ
ッ
チ
目
は
２
段
フ
ェ
ー
ス
。
岩

質
は
分
か
ら
な
い
が
、
も
ろ
い
の
は

間
違
い
な
い
。
ホ
ー
ル
ド
、
ス
タ
ン

ス
と
も
ゆ
っ
く
り
と
か
け
た
い
。
３

ｍ
ほ
ど
登
る
と
岩
の
割
れ
目
が
あ
り

一
息
つ
け
る
。
さ
ら
に
２
ｍ
ほ
ど
登

れ
ば
大
テ
ラ
ス
だ
。
東
稜
で
唯
一
展

望
が
開
け
る
場
所
。
５
ピ
ッ
チ
目
は

斜
度
の
き
つ
い
「
土
と
岩
」。
１０
年
ほ

ど
前
は
こ
の
後
、
ス
ラ
ブ
に
突
き
当

た
っ
た
の
だ
が
、
今
で
は
ス
ラ
ブ
の

半
分
以
上
が
泥
に
埋
ま
り
、
右
の
リ
ッ

ジ
か
ら
左
に
数
ｍ
ほ
ど
し
か
残
っ
て

い
な
い
。
従
っ
て
５
ピ
ッ
チ
目
は
「
土

と
岩
」
を
登
り
な
が
ら
右
手
の
リ
ッ

ジ
に
取
り
付
く
よ
う
に
登
る
。
リ
ッ

ジ
が
緩
く
な
る
と
、
確
保
で
き
る
小

テ
ラ
ス
と
な
る
。
最
終
ピ
ッ
チ
は
や

は
り
急
な
「
土
と
岩
」
と
な
り
、
そ

の
後
は
大
岩
を
乗
り
越
え
な
が
ら
の

コ
ン
テ
と
な
る
。
２０
分
も
す
れ
ば
右

手
か
ら
く
る
登
山
道
と
合
流
す
る
。

下
山
は
急
な
岩
の
多
い
登
山
道
を

３０
分
も
下
れ
ば
墓
地
の
前
の
登
山
口

に
着
く
。（
登
攀
日
：
２
０
２
１
年
１２

月
３０
日

田
上
千
俊
・
新
田
尚
広
・

坂
下
伸
子
）

型
が
強
く
雪
雲
が
流
れ
込
ん
で
明
る

さ
に
欠
け
る
が
、
遮
る
も
の
の
な
い

頂
上
は
眺
め
が
よ
い
。
こ
こ
か
ら
は
、

真
新
し
い
鎖
を
頼
り
に
一
般
道
を
下

山
す
る
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
１
０

０
ｍ
の
鎖
が
あ
る
と
い
う
触
れ
込
み

だ
っ
た
が
、
確
か
に
鎖
だ
ら
け
の
登

山
道
で
あ
る
。
ス
テ
ッ
プ
が
切
っ
て

あ
る
の
で
心
配
な
い
が
、
部
分
的
に

高
度
感
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
も

わ
ず
か
で
先
ほ
ど
の
岩
壁
基
部
に
到

着
。
時
間
も
早
い
の
で
次
は
ハ
イ
キ

ン
グ
。
駐
車
場
に
戻
り
、
小
沢
岳
に

向
か
っ
た
。

核心部をフォローする坂下伸子さん

1 ピッチ目の核心部

鶴島御前山遠景

田
上
千
俊

八
王
子
お
お
る
り
山
の
会
／
東
京

酒
井
正
裕　
同
人
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ａ
／
東
京

駅
か
ら
歩
い
て
取
り
付
く

ミ
ニ
マ
ル
チ
ピ
ッ
チ
ル
ー
ト

中
央
線
上
野
原
駅
南
に
臨
め
る
御

前
山
は
高
尾
山
よ
り
標
高
が
低
い
。
山

頂
の
東
側
か
ら
や
や
南
に
延
び
る
尾

根
が
、
今
回
紹
介
す
る
東
稜
で
あ
る
。

上
野
原
駅
南
口
を
出
て
桂
川
を
渡
り

す
ぐ
右
の
道
に
入
る
。
緩
や
か
な
登

東
京
近
郊
（
中
央
線
沿
線
）
の

藪
山
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ル
ー
ト

鶴
島
御
前
山
（
４
８
４
ｍ
）
東
稜

西
上
州
の
藪
山
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

鍬く
わ
が
ら
だ
け

柄
岳
南
稜

鍬柄岳山頂（登攀終了）
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り
を
ハ
イ
キ
ン
グ
の
登
山
口
で
あ
る

墓
地
方
向
に
進
む
。
急
坂
の
手
前
で

左
折
し
、
沢
沿
い
に
御
前
山
山
頂
を

通
過
し
な
い
高
柄
山
へ
の
登
山
道
に

入
る
。
急
登
を
登
り
尾
根
を
左
に
巻

く
よ
う
に
歩
く
と
、
右
手
に
尾
根
の

ふ
く
ら
み
が
分
か
る
。
こ
れ
が
東
稜

の
末
端
。
適
当
な
と
こ
ろ
で
登
山
道

を
離
れ
尾
根
に
取
り
付
き
１０
分
も
登

山
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
が
楽
し
め
る
ル
ー
ト
が
あ
る
。
し

か
も
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
な
く
、
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
が
苦
手
の

私
で
も
経
験
者
と
登

れ
ば
何
と
か
な
り
そ

う
と
い
う
こ
と
で
、

知
人
を
誘
っ
て
出
掛

け
た
。

下
仁
田
の
道
の
駅

か
ら
不
帰
橋
を
渡

り
、
登
山
道
の
取
付

き
先
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
に
車
を
止
め
て
出

発
す
る
。
鍬
柄
岳
の

岩
壁
基
部
ま
で
２
１

０
ｍ
の
高
度
差
し
か

な
い
の
で
、
１
ピ
ッ

チ
弱
で
到
着
。
こ
こ

か
ら
右
折
す
れ
ば
鋤

柄
岳
へ
、
左
折
す
れ

鍬
柄
岳
は
西
上
州
の
下
仁
田
に
あ

り
、
一
般
道
は
鎖
場
が
続
く
山
と
し

て
、
マ
イ
ナ
ー
な
が
ら
登
ら
れ
て
い
る

る
と
林
の
中
に
岩
が
現
れ
る
。
こ
れ

が
取
り
付
き
と
な
る
。

１
～
２
ピ
ッ
チ
は
「
土
と
岩
」

３
ピ
ッ
チ
目
は
３
級
プ
ラ
ス
・

４
ピ
ッ
チ
目
が
核
心
、
越
え
る
と

大
テ
ラ
ス

最
初
は
２０
度
程
度
の
斜
面
に
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
大
き
な
岩
が
あ
る
と
い
う

状
態
。
３
ピ
ッ
チ
目
く
ら
い
か
ら
岩

登
り
の
雰
囲
気
と
な
る
。
ラ
ン
ニ
ン

グ
は
全
て
立
木
で
取
る
。
ど
れ
く
ら

い
ロ
ー
プ
を
伸
ば
す
か
は
立
木
の
大

き
さ
や
足
場
の
善
悪
で
判
断
す
る
こ

と
に
な
る
の

で
、
パ
ー
テ
ィ

で
ピ
ッ
チ
数
は

大
き
く
異
な

る
。
後
述
す
る

コ
ン
テ
の
場
合

も
判
断
は
同
じ

だ
。
初
心
者
が

い
た
場
合
は
ス

タ
カ
ッ
ト
に
し

た
方
が
良
い
。

東
稜
の
核
心

ば
大
桁
山
に
行
く
登
山
道
に
分
か
れ

る
。
ル
ー
ト
は
南
稜
で
あ
り
、
大
桁

山
に
向
け
て
左
折
し
僅
か
に
歩
い
た

と
こ
ろ
が
取
り
付
き
だ
っ
た
。

１
ピ
ッ
チ
目
Ⅲ
～
Ⅲ
＋
（
30
ｍ
）

フ
ェ
ー
ス
の
バ
ン
ド
を
右
上
し
て

リ
ッ
ジ
に
出
る
ラ
イ
ン
だ
。
南
稜
ル
ー

ト
の
核
心
が
こ
の
上
部
で
、
立
木
の

あ
る
手
前
が
細
か
い
。

２
ピ
ッ
チ
目
Ⅱ
～
Ⅲ
（
30
ｍ
）

こ
こ
か
ら
は
快
適
な
リ
ッ
ジ
を
登

り
、
ギ
ャ
ッ
プ
を
下
っ
た
と
こ
ろ
で

ピ
ッ
チ
を
切
る
。
リ
ッ
ジ
の
左
側
は

切
り
立
っ
て
い
る
が
、
右
側
は
拍
子

抜
け
す
る
ほ
ど
傾
斜
が
緩
く
、
全
く

高
度
感
は
な
い
。

３
ピ
ッ
チ
目
Ⅱ
～
Ⅲ
（
3５
ｍ
） 

何
故
か
頂
上
に
向
か
っ
て
古
い

ロ
ー
プ
が
あ
っ
た
。
稜
線
は
急
激
に

高
度
を
上
げ
る
。

４
ピ
ッ
チ
目
Ⅱ
～
Ⅲ
（
１５
ｍ
）

５
ピ
ッ
チ
か
な
と
も
話
し
て
い
た

が
、
意
外
に
も
僅
か
で
頂
上
着
。
冬

４
ピ
ッ
チ
目
は
２
段
フ
ェ
ー
ス
。
岩

質
は
分
か
ら
な
い
が
、
も
ろ
い
の
は

間
違
い
な
い
。
ホ
ー
ル
ド
、
ス
タ
ン

ス
と
も
ゆ
っ
く
り
と
か
け
た
い
。
３

ｍ
ほ
ど
登
る
と
岩
の
割
れ
目
が
あ
り

一
息
つ
け
る
。
さ
ら
に
２
ｍ
ほ
ど
登

れ
ば
大
テ
ラ
ス
だ
。
東
稜
で
唯
一
展

望
が
開
け
る
場
所
。
５
ピ
ッ
チ
目
は

斜
度
の
き
つ
い
「
土
と
岩
」。
１０
年
ほ

ど
前
は
こ
の
後
、
ス
ラ
ブ
に
突
き
当

た
っ
た
の
だ
が
、
今
で
は
ス
ラ
ブ
の

半
分
以
上
が
泥
に
埋
ま
り
、
右
の
リ
ッ

ジ
か
ら
左
に
数
ｍ
ほ
ど
し
か
残
っ
て

い
な
い
。
従
っ
て
５
ピ
ッ
チ
目
は
「
土

と
岩
」
を
登
り
な
が
ら
右
手
の
リ
ッ

ジ
に
取
り
付
く
よ
う
に
登
る
。
リ
ッ

ジ
が
緩
く
な
る
と
、
確
保
で
き
る
小

テ
ラ
ス
と
な
る
。
最
終
ピ
ッ
チ
は
や

は
り
急
な
「
土
と
岩
」
と
な
り
、
そ

の
後
は
大
岩
を
乗
り
越
え
な
が
ら
の

コ
ン
テ
と
な
る
。
２０
分
も
す
れ
ば
右

手
か
ら
く
る
登
山
道
と
合
流
す
る
。

下
山
は
急
な
岩
の
多
い
登
山
道
を

３０
分
も
下
れ
ば
墓
地
の
前
の
登
山
口

に
着
く
。（
登
攀
日
：
２
０
２
１
年
１２

月
３０
日

田
上
千
俊
・
新
田
尚
広
・

坂
下
伸
子
）

型
が
強
く
雪
雲
が
流
れ
込
ん
で
明
る

さ
に
欠
け
る
が
、
遮
る
も
の
の
な
い

頂
上
は
眺
め
が
よ
い
。
こ
こ
か
ら
は
、

真
新
し
い
鎖
を
頼
り
に
一
般
道
を
下

山
す
る
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
１
０

０
ｍ
の
鎖
が
あ
る
と
い
う
触
れ
込
み

だ
っ
た
が
、
確
か
に
鎖
だ
ら
け
の
登

山
道
で
あ
る
。
ス
テ
ッ
プ
が
切
っ
て

あ
る
の
で
心
配
な
い
が
、
部
分
的
に

高
度
感
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
も

わ
ず
か
で
先
ほ
ど
の
岩
壁
基
部
に
到

着
。
時
間
も
早
い
の
で
次
は
ハ
イ
キ

ン
グ
。
駐
車
場
に
戻
り
、
小
沢
岳
に

向
か
っ
た
。

核心部をフォローする坂下伸子さん

1 ピッチ目の核心部

鶴島御前山遠景

田
上
千
俊　
八
王
子
お
お
る
り
山
の
会
／
東
京

酒
井
正
裕

同
人
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ａ
／
東
京

駅
か
ら
歩
い
て
取
り
付
く

ミ
ニ
マ
ル
チ
ピ
ッ
チ
ル
ー
ト

中
央
線
上
野
原
駅
南
に
臨
め
る
御

前
山
は
高
尾
山
よ
り
標
高
が
低
い
。
山

頂
の
東
側
か
ら
や
や
南
に
延
び
る
尾

根
が
、
今
回
紹
介
す
る
東
稜
で
あ
る
。

上
野
原
駅
南
口
を
出
て
桂
川
を
渡
り

す
ぐ
右
の
道
に
入
る
。
緩
や
か
な
登

東
京
近
郊
（
中
央
線
沿
線
）
の

藪
山
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ル
ー
ト

鶴
島
御
前
山
（
４
８
４
ｍ
）
東
稜

西
上
州
の
藪
山
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

鍬く
わ
が
ら
だ
け

柄
岳
南
稜

鍬柄岳山頂（登攀終了）
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ま
す
。

そ
の
他
に
も
遊
歩
道
が
設
け
ら
れ

て
い
る
地
獄
と
し
て
、
次
の
よ
う
な

場
所
が
あ
り
ま
す
。

硫
黄
山
（
北
海
道
）、
登
別
地
獄

（
北
海
道
）、
恐
山
（
青
森
県
）、
川
原

毛
地
獄
（
秋
田
県
）、
片
山
地
獄
（
宮

城
県
）、
箱
根
大
涌
谷
（
神
奈
川
県
）、

立
山
地
獄
谷
（
富
山
県
）、
雲
仙
地
獄

（
長
崎
県
）
な
ど
。

川
が
温
泉

流
れ
る
川
の
水
が
温
泉
で
あ
っ
た

り
、
川
底
か
ら
温
泉
が
湧
き
出
し
て

い
た
り
し
て
、
川
そ
の
も
の
を
湯
船

と
し
て
入
浴
で
き
る
温
泉
が
あ
り
ま

す
。群

馬
県
の
尻
焼
温
泉
は
、
堰
堤
で

せ
き
止
め
ら
れ
た
長
笹
川
の
川
底
の

岩
盤
の
至
る
所
か
ら
温
泉
が
湧
い
て

お
り
、
川
の
中
の
ち
ょ
う
ど
よ
い
湯

加
減
の
場
所
を
見
つ
け
て
浸
か
り
ま

す
。
同
様
の
温
泉
に
、
冬
場
に
は
川

の
一
部
を
せ
き
止
め
て
大
き
な
湯
船

が
作
ら
れ
る
和
歌
山
県
の
川
湯
温
泉
、

長
野
県
の
切
明
温
泉
の
中
津
川
河
床

か
ら
湧
き
出
す
温
泉
、
石
川
県
岩
間

噴
泉
塔
下
の
中
ノ
川
の
川
底
か
ら
湧

き
出
す
温
泉
、
秋
田
県
の
大
湯
温
泉

の
大
湯
沢
川
の
川
湯
、
宮
城
県
吹
上

温
泉
の
川
湯
な
ど
、
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
も
と
も
と
川
は
、
断
層
な
ど

の
大
地
の
弱
い
部
分
を
掘
り
刻
ん
で

流
れ
て
い
る
場
所
で
あ
り
、
地
下
深

く
か
ら
断
層
を
伝
わ
っ
て
上
昇
し
て

き
た
温
泉
脈
に
出
く
わ
す
可
能
性
の

高
い
場
所
で
す
。
川
底
か
ら
温
泉
が

湧
き
出
す
場
合
が
多
い
の
は
そ
の
た

め
で
す
。

滝
が
温
泉

温
泉
の
滝
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
の
は
、
北
海
道
の
カ
ム
イ
ワ
ッ

カ
湯
の
滝
、
秋
田
県
の
川
原
毛
大
湯

滝
、
宮
城
県
の
吹
上
温
泉
な
ど
で
す
。

滝
を
落
ち
る
水
や
滝
壺
を
満
た
す
水

が
温
泉
で
あ
る
た
め
に
は
、
滝
の
上

流
に
大
規
模
な
自
然
湧
出
泉
源
が
存

在
し
、
川
と
し
て
流
れ
出
す
こ
と
、

さ
ら
に
、
適
温
で
快
適
に
入
浴
で
き

る
た
め
に
は
、
上
流
で
湧
出
す
る
温

泉
の
温
度
や
量
の
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス

が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
前
述
し
た

温
泉
滝
は
、
こ
れ
ら
の
バ
ラ
ン
ス
が

見
事
な
、
偶
然
の
産
物
と
言
え
ま
す
。

吹
き
出
し
続
け
る
温
泉

温
泉
が
地
上
に
向
か
っ
て
勢
い
よ

く
噴
き
出
し
続
け
る
温
泉
を
噴
泉
と

言
い
ま
す
。

お
猿
さ
ん
の
入
浴
で
有
名
な
長
野

県
の
地
獄
谷
野
猿
公
園
の
近
く
に
あ

る
噴
泉
は
、
シ
ュ
ー
と
い
う
轟
音
を

立
て
な
が
ら
、
２０
ｍ
程
の
高
さ
ま
で

熱
い
温
泉
を
吹
き
出
し
続
け
て
い
ま

す
。「
渋
の
地
獄
谷
噴
泉
」
と
い
う
名

称
で
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

秋
田
県
の
景
勝
地
「
小
安
峡
」
に

は
、
皆
瀬
川
が
深
く
侵
食
し
て
で
き

た
川
岸
の
崖
か
ら
、
熱
湯
が
ゴ
ー
と

い
う
轟
音
と
と
も
に
水
平
方
向
に
豪

快
に
吹
き
出
し
続
け
て
い
る
「
大
噴

湯
」
が
あ
り
ま
す
。
噴
泉
自
体
が
珍

し
い
も
の
で
す
が
、
水
平
方
向
の
噴

泉
は
さ
ら
に
珍
し
い
も
の
で
す
。
私

自
身
何
度
も
現
地
へ
足
を
運
ん
で
い

ま
す
が
、
我
が
国
に
見
ら
れ
る
天
然

の
温
泉
現
象
と
し
て
は
最
も
希
少
価

値
の
高
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。
国
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
の
は
誠
に
不

思
議
で
す
。

噴
泉
と
は
異
な
り
、
一
定
の
時
間

間
隔
を
お
い
て
吹
き
出
す
も
の
を
間

欠
泉
と
い
い
ま
す
。観
光
名
所
と
な
っ

て
い
る
間
欠
泉
の
多
く
は
掘
削
に

よ
っ
て
得
ら
れ
た
人
工
的
な
も
の
で

す
が
、
宮
城
県
の
鬼
首
温
泉
郷
に
あ

る
地
獄
沢
間
欠
泉
群
は
、
沢
沿
い
に

設
け
ら
れ
た
遊
歩
道
脇
の
至
る
所
か

ら
吹
き
出
す
天
然
の
間
欠
泉
の
集
ま

り
で
す
。
こ
こ
も
ま
た
、
我
が
国
の

温
泉
現
象
と
し
て
は
大
変
希
少
価
値

の
高
い
も
の
で
、
国
の
天
然
記
念
物

に
指
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

温
泉
の
自
然
湧
出
を
目
の
当
た
り

に
で
き
る
温
泉
環
境
は
、
今
と
な
っ

て
は
大
変
貴
重
で
す
。
温
泉
が
大
地

の
産
物
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
す
る

た
め
に
も
、天
然
の
温
泉
現
象
を
し
っ

か
り
と
観
察
し
て
お
き
た
い
も
の
で

す
。

日
本
中
に
は
た
く
さ
ん
の
温
泉
が

あ
り
ま
す
が
、
浴
槽
に
満
た
さ
れ
て

い
る
温
泉
が
、
ど
こ
で
湧
き
出
し
て

ど
の
よ
う
に
運
ば
れ
て
く
る
の
か
と

い
っ
た
こ
と
が
非
常
に
わ
か
り
に
く

く
な
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

ま
し
て
や
、
遠
く
か
ら
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
に
よ
っ
て
運
ば
れ
て
く
る
温
泉

も
少
な
く
な
く
、
温
泉
の
ブ
ラ
ッ
ク

ボ
ッ
ク
ス
化
が
一
層
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
今
回
は
、
山
の
中
の
自

然
そ
の
も
の
が
温
泉
で
あ
る
よ
う
な
、

温
泉
と
自
然
が
一
体
化
し
た
よ
う
な

温
泉
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
獄
谷
の
温
泉

前
に
も
少
し
触
れ
ま
し
た
が
、
火

山
活
動
が
比
較
的
活
発
な
場
所
で
は
、

火
山
の
頂
上
に
限
ら
ず
至
る
所
で
火

山
ガ
ス
や
水
蒸
気
な
ど
の
白
い
煙
を

吹
き
上
げ
る
噴
気
地
帯
が
見
ら
れ
ま

す
。
一
帯
は
、
地
熱
や
強
い
酸
性
の

熱
水
（
温
泉
水
）
の
影
響
で
岩
石
が

温
泉
余
土
と
呼
ば
れ
る
粘
土
鉱
物
に

変
質
し
、
白
っ
ぽ
い
岩
肌
を
さ
ら
け

出
し
た
殺
伐
と
し
た
景
観
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
所
を
熱
水

変
質
帯
と
呼
び
ま
す
。

熱
水
変
質
帯
で
は
、
至
る
所
か
ら

高
温
の
温
泉
が
大
量
に
湧
き
出
し
て

い
ま
す
。
殺
伐
と
し
た
景
観
の
中
で

温
泉
が
ボ
コ
ボ
コ
と
湧
き
出
し
て
い

る
様
子
か
ら
、
昔
の
人
々
は
、
あ
の

世
の
地
獄
の
風
景
を
連
想
し
た
よ
う

で
、
日
本
各
地
の
こ
う
し
た
温
泉
現

象
を
伴
う
地
形
に
対
し
て
「
地
獄
」

と
い
う
呼
び
名
が
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。「
地
獄
」
か
ら
湧
き
出
し
た
大
量

の
温
泉
は
、
風
化
し
て
も
ろ
く

な
っ
た
岩
肌
を
刻
ん
で
流
れ
、

谷
を
形
成
し
ま
す
。
こ
う
し
て

で
き
た
地
形
は
「
地
獄
谷
」
と

呼
ば
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
地
獄
谷
で
は
、

温
泉
の
自
然
湧
出
、
火
山
ガ
ス

の
噴
出
、
泥
を
吹
き
上
げ
る
泥

火
山
の
生
成
、
温
泉
成
分
の
沈

殿
物
や
硫
黄
な
ど
ガ
ス
成
分
の

昇
華
物
の
生
成
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
温
泉
現
象
を
観
察
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
地

熱
や
硫
化
水
素
、
亜
硫
酸
ガ
ス

な
ど
の
火
山
ガ
ス
の
影
響
で
植

物
が
生
育
し
に
く
い
環
境
で
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
ガ
ン
コ
ウ
ラ
ン
や
シ

ラ
タ
マ
ノ
キ
な
ど
硫
気
孔
植
物
と
呼

ば
れ
る
、
温
泉
地
帯
の
環
境
に
も
耐

え
ら
れ
る
特
有
な
植
物
を
観
察
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

秋
田
県
の
後
生
掛
温
泉
や
玉
川
温

泉
一
帯
の
地
獄
に
は
自
然
探
究
路
と

名
付
け
ら
れ
た
自
然
観
察
用
の
遊
歩

道
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
散
策
を
楽

し
み
な
が
ら
様
々
な
形
態
の
温
泉
現

象
を
間
近
に
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
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ま
す
。

そ
の
他
に
も
遊
歩
道
が
設
け
ら
れ

て
い
る
地
獄
と
し
て
、
次
の
よ
う
な

場
所
が
あ
り
ま
す
。

硫
黄
山
（
北
海
道
）、
登
別
地
獄

（
北
海
道
）、
恐
山
（
青
森
県
）、
川
原

毛
地
獄
（
秋
田
県
）、
片
山
地
獄
（
宮

城
県
）、
箱
根
大
涌
谷
（
神
奈
川
県
）、

立
山
地
獄
谷
（
富
山
県
）、
雲
仙
地
獄

（
長
崎
県
）
な
ど
。

　

川
が
温
泉

流
れ
る
川
の
水
が
温
泉
で
あ
っ
た

り
、
川
底
か
ら
温
泉
が
湧
き
出
し
て

い
た
り
し
て
、
川
そ
の
も
の
を
湯
船

と
し
て
入
浴
で
き
る
温
泉
が
あ
り
ま

す
。群

馬
県
の
尻
焼
温
泉
は
、
堰
堤
で

せ
き
止
め
ら
れ
た
長
笹
川
の
川
底
の

岩
盤
の
至
る
所
か
ら
温
泉
が
湧
い
て

お
り
、
川
の
中
の
ち
ょ
う
ど
よ
い
湯

加
減
の
場
所
を
見
つ
け
て
浸
か
り
ま

す
。
同
様
の
温
泉
に
、
冬
場
に
は
川

の
一
部
を
せ
き
止
め
て
大
き
な
湯
船

が
作
ら
れ
る
和
歌
山
県
の
川
湯
温
泉
、

長
野
県
の
切
明
温
泉
の
中
津
川
河
床

か
ら
湧
き
出
す
温
泉
、
石
川
県
岩
間

噴
泉
塔
下
の
中
ノ
川
の
川
底
か
ら
湧

き
出
す
温
泉
、
秋
田
県
の
大
湯
温
泉

の
大
湯
沢
川
の
川
湯
、
宮
城
県
吹
上

温
泉
の
川
湯
な
ど
、
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
も
と
も
と
川
は
、
断
層
な
ど

の
大
地
の
弱
い
部
分
を
掘
り
刻
ん
で

流
れ
て
い
る
場
所
で
あ
り
、
地
下
深

く
か
ら
断
層
を
伝
わ
っ
て
上
昇
し
て

き
た
温
泉
脈
に
出
く
わ
す
可
能
性
の

高
い
場
所
で
す
。
川
底
か
ら
温
泉
が

湧
き
出
す
場
合
が
多
い
の
は
そ
の
た

め
で
す
。

　

滝
が
温
泉

温
泉
の
滝
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
の
は
、
北
海
道
の
カ
ム
イ
ワ
ッ

カ
湯
の
滝
、
秋
田
県
の
川
原
毛
大
湯

滝
、
宮
城
県
の
吹
上
温
泉
な
ど
で
す
。

滝
を
落
ち
る
水
や
滝
壺
を
満
た
す
水

が
温
泉
で
あ
る
た
め
に
は
、
滝
の
上

流
に
大
規
模
な
自
然
湧
出
泉
源
が
存

在
し
、
川
と
し
て
流
れ
出
す
こ
と
、

さ
ら
に
、
適
温
で
快
適
に
入
浴
で
き

る
た
め
に
は
、
上
流
で
湧
出
す
る
温

泉
の
温
度
や
量
の
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス

が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
前
述
し
た

温
泉
滝
は
、
こ
れ
ら
の
バ
ラ
ン
ス
が

見
事
な
、
偶
然
の
産
物
と
言
え
ま
す
。

　

吹
き
出
し
続
け
る
温
泉

温
泉
が
地
上
に
向
か
っ
て
勢
い
よ

く
噴
き
出
し
続
け
る
温
泉
を
噴
泉
と

言
い
ま
す
。

お
猿
さ
ん
の
入
浴
で
有
名
な
長
野

県
の
地
獄
谷
野
猿
公
園
の
近
く
に
あ

る
噴
泉
は
、
シ
ュ
ー
と
い
う
轟
音
を

立
て
な
が
ら
、
２０
ｍ
程
の
高
さ
ま
で

熱
い
温
泉
を
吹
き
出
し
続
け
て
い
ま

す
。「
渋
の
地
獄
谷
噴
泉
」
と
い
う
名

称
で
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

秋
田
県
の
景
勝
地
「
小
安
峡
」
に

は
、
皆
瀬
川
が
深
く
侵
食
し
て
で
き

た
川
岸
の
崖
か
ら
、
熱
湯
が
ゴ
ー
と

い
う
轟
音
と
と
も
に
水
平
方
向
に
豪

快
に
吹
き
出
し
続
け
て
い
る
「
大
噴

湯
」
が
あ
り
ま
す
。
噴
泉
自
体
が
珍

し
い
も
の
で
す
が
、
水
平
方
向
の
噴

泉
は
さ
ら
に
珍
し
い
も
の
で
す
。
私

自
身
何
度
も
現
地
へ
足
を
運
ん
で
い

ま
す
が
、
我
が
国
に
見
ら
れ
る
天
然

の
温
泉
現
象
と
し
て
は
最
も
希
少
価

値
の
高
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。
国
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
の
は
誠
に
不

思
議
で
す
。

噴
泉
と
は
異
な
り
、
一
定
の
時
間

間
隔
を
お
い
て
吹
き
出
す
も
の
を
間

欠
泉
と
い
い
ま
す
。観
光
名
所
と
な
っ

て
い
る
間
欠
泉
の
多
く
は
掘
削
に

よ
っ
て
得
ら
れ
た
人
工
的
な
も
の
で

す
が
、
宮
城
県
の
鬼
首
温
泉
郷
に
あ

る
地
獄
沢
間
欠
泉
群
は
、
沢
沿
い
に

設
け
ら
れ
た
遊
歩
道
脇
の
至
る
所
か

ら
吹
き
出
す
天
然
の
間
欠
泉
の
集
ま

り
で
す
。
こ
こ
も
ま
た
、
我
が
国
の

温
泉
現
象
と
し
て
は
大
変
希
少
価
値

の
高
い
も
の
で
、
国
の
天
然
記
念
物

に
指
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

温
泉
の
自
然
湧
出
を
目
の
当
た
り

に
で
き
る
温
泉
環
境
は
、
今
と
な
っ

て
は
大
変
貴
重
で
す
。
温
泉
が
大
地

の
産
物
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
す
る

た
め
に
も
、天
然
の
温
泉
現
象
を
し
っ

か
り
と
観
察
し
て
お
き
た
い
も
の
で

す
。

日
本
中
に
は
た
く
さ
ん
の
温
泉
が

あ
り
ま
す
が
、
浴
槽
に
満
た
さ
れ
て

い
る
温
泉
が
、
ど
こ
で
湧
き
出
し
て

ど
の
よ
う
に
運
ば
れ
て
く
る
の
か
と

い
っ
た
こ
と
が
非
常
に
わ
か
り
に
く

く
な
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

ま
し
て
や
、
遠
く
か
ら
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
に
よ
っ
て
運
ば
れ
て
く
る
温
泉

も
少
な
く
な
く
、
温
泉
の
ブ
ラ
ッ
ク

ボ
ッ
ク
ス
化
が
一
層
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
今
回
は
、
山
の
中
の
自

然
そ
の
も
の
が
温
泉
で
あ
る
よ
う
な
、

温
泉
と
自
然
が
一
体
化
し
た
よ
う
な

温
泉
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
獄
谷
の
温
泉

前
に
も
少
し
触
れ
ま
し
た
が
、
火

山
活
動
が
比
較
的
活
発
な
場
所
で
は
、

火
山
の
頂
上
に
限
ら
ず
至
る
所
で
火

山
ガ
ス
や
水
蒸
気
な
ど
の
白
い
煙
を

吹
き
上
げ
る
噴
気
地
帯
が
見
ら
れ
ま

す
。
一
帯
は
、
地
熱
や
強
い
酸
性
の

熱
水
（
温
泉
水
）
の
影
響
で
岩
石
が

温
泉
余
土
と
呼
ば
れ
る
粘
土
鉱
物
に

変
質
し
、
白
っ
ぽ
い
岩
肌
を
さ
ら
け

出
し
た
殺
伐
と
し
た
景
観
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
所
を
熱
水

変
質
帯
と
呼
び
ま
す
。

熱
水
変
質
帯
で
は
、
至
る
所
か
ら

高
温
の
温
泉
が
大
量
に
湧
き
出
し
て

い
ま
す
。
殺
伐
と
し
た
景
観
の
中
で

温
泉
が
ボ
コ
ボ
コ
と
湧
き
出
し
て
い

る
様
子
か
ら
、
昔
の
人
々
は
、
あ
の

世
の
地
獄
の
風
景
を
連
想
し
た
よ
う

で
、
日
本
各
地
の
こ
う
し
た
温
泉
現

象
を
伴
う
地
形
に
対
し
て
「
地
獄
」

と
い
う
呼
び
名
が
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。「
地
獄
」
か
ら
湧
き
出
し
た
大
量

の
温
泉
は
、
風
化
し
て
も
ろ
く

な
っ
た
岩
肌
を
刻
ん
で
流
れ
、

谷
を
形
成
し
ま
す
。
こ
う
し
て

で
き
た
地
形
は
「
地
獄
谷
」
と

呼
ば
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
地
獄
谷
で
は
、

温
泉
の
自
然
湧
出
、
火
山
ガ
ス

の
噴
出
、
泥
を
吹
き
上
げ
る
泥

火
山
の
生
成
、
温
泉
成
分
の
沈

殿
物
や
硫
黄
な
ど
ガ
ス
成
分
の

昇
華
物
の
生
成
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
温
泉
現
象
を
観
察
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
地

熱
や
硫
化
水
素
、
亜
硫
酸
ガ
ス

な
ど
の
火
山
ガ
ス
の
影
響
で
植

物
が
生
育
し
に
く
い
環
境
で
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
ガ
ン
コ
ウ
ラ
ン
や
シ

ラ
タ
マ
ノ
キ
な
ど
硫
気
孔
植
物
と
呼

ば
れ
る
、
温
泉
地
帯
の
環
境
に
も
耐

え
ら
れ
る
特
有
な
植
物
を
観
察
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

秋
田
県
の
後
生
掛
温
泉
や
玉
川
温

泉
一
帯
の
地
獄
に
は
自
然
探
究
路
と

名
付
け
ら
れ
た
自
然
観
察
用
の
遊
歩

道
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
散
策
を
楽

し
み
な
が
ら
様
々
な
形
態
の
温
泉
現

象
を
間
近
に
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
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あ
る
が
、
釈
然
と
し
な
い
の
は
、

仲
間
の
女
性
の
体
調
を
ど
う
判
断

し
た
の
か
？　

装
備
や
食
料
で
何

か
足
り
な
い
も
の
や
、
異
常
な
点

に
気
付
か
な
か
っ
た
の
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
早
く
気
が
付
き
、

下
山
を
し
て
い
れ
ば
と
残
念
に
思

う
。
山
麓
の
多
く
の
小
屋
が
冬
期

で
も
週
末
営
業
を
し
、
登
山
者
が

ひ
し
め
く
八
ヶ
岳
連
峰
で
は
、
小

屋
泊
で
は
隙
が
う
ま
れ
何
か
と
準

備
、
さ
ら
に
思
考
も
甘
く
な
る
。

の
高
い
も
の
を
こ
ま
め
に
摂
取
す

る
こ
と
だ
。
そ
れ
と
身
体
が
熱
い

く
ら
い
の
ウ
エ
ア
で
身
を
包
む
こ

と
だ
。
動
き
や
重
さ
は
二
の
次
に

す
べ
し
。
さ
ら
に
ツ
エ
ル
ト
と
い

い
た
い
が
、
あ
れ
ば
テ
ン
ト
の
本

体
の
み
が
ベ
ス
ト
。
入
口
よ
り
も

ぐ
り
こ
め
ば
、
風
や
雪
を
シ
ャ
ッ

ト
ア
ウ
ト
で
き
る
。
さ
ら
に
、
小

型
の
ス
ト
ー
ブ
、
ク
ッ
カ
ー
す
べ

て
一
つ
あ
れ
ば
い
い
。
持
っ
て
な

か
っ
た
ら
下
山
す
べ
し
。
レ
ス

キ
ュ
ー
シ
ー
ト
も
あ
れ
ば
い
い
が
、

覆
う
こ
と
は
難
し
い
。
い
か
に
押

さ
え
込
ん
で
も
風
に
飛
ば
さ
れ
る
。

高
齢
者
の
『
私
は
マ
イ
ペ
ー

ス
で
登
り
ま
す
。』
こ
れ
が

一
番
危
険
。
マ
イ
ペ
ー
ス
と
は
良

い
意
味
な
ら
そ
の
人
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
最
大
に
引
き
出
す
と
い

う
こ
と
だ
が
、
こ
と
登
山
に
関
し

て
は
『
自
分
勝
手
な
老
人
の
戯
言
』

と
い
わ
れ
る
。
冬
山
に
“
１
人
で

ゆ
っ
く
り
な
ら
登
れ
る
、
荷
物
が

少
な
け
れ
ば
登
れ
る
”
こ
れ
は
登

山
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
で
遭
難

へ
ま
っ
し
ぐ
ら
で
あ
る
。

私
の
経
験
で
は
６０
代
後
半
の
男
性

で
、
低
体
温
症
に
一
命
を
奪

わ
れ
た
本
当
に
悔
し
い
思
い
が
あ
る
。

人
の
こ
と
を
と
や
か
く
は
言
え
な
い

経
験
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
言
い
た
い

の
で
あ
る
。
旧
知
の
仲
で
は
な
か
っ

た
が
、
一
緒
の
行
動
で
、
登
頂
後
に

歩
き
な
が
ら
少
し
ず
つ
異
常
が
見
え

始
め
た
。
ま
ず
、
言
動
が
何
か
お
か

し
い
？　

さ
ら
に
運
動
機
能
障
害
で

ふ
ら
つ
く
。
で
も
移
動
で
き
る
。
も

う
下
山
し
か
な
い
の
で
あ
る
が
、
ア

タ
ッ
ク
テ
ン
ト
ま
で
は
険

し
く
長
い
。
時
間
が
か
か

る
が
慎
重
に
下
る
。
ロ
ー

プ
を
付
け
て
い
る
が
、
な

ん
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
転

び
滑
り
出
す
。
引
っ
張
ら

れ
る
。
や
っ
と
の
思
い
で

平
坦
地
に
着
い
て
ツ
エ
ル

ト
を
か
ぶ
せ
て
も
押
さ
え

る
気
力
は
な
い
。
ヘ
リ
で

搬
送
す
る
直
前
に
言
切
れ

た
。
海
外
で
の
こ
と
だ
。

体
の
温
度
を
上
げ
る
た
め

に
は
、
大
き
な
筋
肉
を
動

か
す
こ
と
と
、
カ
ロ
リ
ー

１
月
１７
日
、
八
ヶ
岳
連
峰
天
狗

岳
山
頂
付
近
で
“
動
け
な
く

な
っ
た
”
７０
・
８０
代
３
人
は
、
夜

に
茅
野
署
に
救
助
要
請
。
翌
朝
署

員
が
捜
索
し
た
と
こ
ろ
山
頂
近
く

の
稜
線
で
３
人
を
見
つ
け
、
う
ち

意
識
不
明
の
７１
歳
女
性
を
搬
送
し

た
が
、
午
後
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。

他
の
２
人
は
８４
と
７１
歳
の
男
性
。

い
く
ら
長
寿
の
国
と
は
い
え
、
超

高
齢
者
３
人
が
厳
冬
の
八
ヶ
岳
を

山
小
屋
泊
り
の
縦
走
と
は
驚
き
で

あ
る
。
そ
れ
も
同
じ
山
岳
会
の
仲

間
で
あ
る
と
い
う
。
１６
日
夏
沢
鉱

泉
に
一
泊
し
、
１７
日
根
石
岳
、
東

天
狗
岳
そ
し
て
黒
百
合
ヒ
ュ
ッ
テ

ま
で
、
天
気
は
冬
型
の
気
圧
配
置

で
、
終
日
降
雪
で
午
後
は
風
と
共

に
吹
雪
で
あ
る
。
翌
１８
日
下
山
予

定
と
し
た
。

年
齢
で
判
断
は
失
礼
か
と
思
う

が
、こ
と
登
山
に
関
し
て
は
、

相
当
の
ス
キ
ル
の
持
ち
主
で
あ
っ

て
も
、
天
候
と
の
兼
ね
合
い
や
お

互
い
の
体
調
を
見
合
っ
て
、
行
動

の
判
断
を
す
る
で
あ
ろ
う
。助
か
っ

た
２
人
に
は
「
良
か
っ
た
ね
」
で

“
薄
着
、
ゆ
っ
く
り
、
食
べ
な
い
”

歩
く
よ
り
休
む
時
間
が
倍
以
上
と

い
う
考
え
ら
れ
な
い
動
き
の
６０
代

半
ば
の
単
独
の
ご
婦
人
に
あ
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
正
月
の
北
ア
ル
プ

ス
、
あ
る
ル
ー
ト
を
私
た
ち
よ
り

１
時
間
も
早
く
出
て
い
る
の
に
、

３０
分
も
し
な
い
う
ち
に
追
い
つ
い

た
。「（
過
去
の
）
自
分
は
夕
方
ま

で
に
小
屋
に
着
い
た
」と
そ
う
言
っ

た
。
私
は
「
正
午
ま
で
に
は
ど
こ

そ
こ
に
着
い
て
く
だ
さ
い
ね
。
着

か
な
か
っ
た
ら
下
山
し
て
く
だ
さ

い
」
く
ど
い
ぐ
ら
い
言
っ
た
。“
人

の
小
言
は
う
わ
の
空
”
で
言
葉
は

帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
速
い
は
安

全
に
つ
な
が
る
‼

遅
い
は
遭
難

に
つ
な
が
る
。
夕
方
食
事
も
済
ま

せ
稜
線
の
小
屋
に
い
た
ら
救
助
要

請
が
来
た
。
人
出
不
足
で
私
も
駆

け
つ
け
た
。
当
事
者
は
何
と
同
い

年
の
あ
の
ご
婦
人
で
あ
っ
た
。
小

屋
ま
で
傾
斜
の
強
い
５
０
０
ｍ
ほ

ど
の
距
離
を
約
２
時
間
、
皆
で
避

難
小
屋
の
入
り
口
ま
で
必
死
に
引

き
揚
げ
た
が
そ
こ
で
言
切
れ
た
。
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厳冬の山を楽しむ高齢者に伝えたいこと

東天狗岳。寒さと風、複雑な地形、冬は特に油断ならない山。

厳冬の八ヶ岳、主峰赤岳から硫黄までの主脈。八ヶ岳に登る理由は「そ
の環境を経験すること、テント泊で多くのスキルを向上させること」素
晴らしい学び舎である。

　わが国の日本海側に面する地域と東北、北海道地域の山々には、　わが国の日本海側に面する地域と東北、北海道地域の山々には、
標高の如何にかかわらず強風の上、豪雪、厳寒という条件の冬を標高の如何にかかわらず強風の上、豪雪、厳寒という条件の冬を
持つ。その上、低山から 3000m 峰まで一般愛好者が雪山を楽し持つ。その上、低山から 3000m 峰まで一般愛好者が雪山を楽し
むという、世界的に特異な国民性を持つ。中緯度温帯気候帯であむという、世界的に特異な国民性を持つ。中緯度温帯気候帯であ
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あ
る
が
、
釈
然
と
し
な
い
の
は
、

仲
間
の
女
性
の
体
調
を
ど
う
判
断

し
た
の
か
？

装
備
や
食
料
で
何

か
足
り
な
い
も
の
や
、
異
常
な
点

に
気
付
か
な
か
っ
た
の
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
早
く
気
が
付
き
、

下
山
を
し
て
い
れ
ば
と
残
念
に
思

う
。
山
麓
の
多
く
の
小
屋
が
冬
期

で
も
週
末
営
業
を
し
、
登
山
者
が

ひ
し
め
く
八
ヶ
岳
連
峰
で
は
、
小

屋
泊
で
は
隙
が
う
ま
れ
何
か
と
準

備
、
さ
ら
に
思
考
も
甘
く
な
る
。

の
高
い
も
の
を
こ
ま
め
に
摂
取
す

る
こ
と
だ
。
そ
れ
と
身
体
が
熱
い

く
ら
い
の
ウ
エ
ア
で
身
を
包
む
こ

と
だ
。
動
き
や
重
さ
は
二
の
次
に

す
べ
し
。
さ
ら
に
ツ
エ
ル
ト
と
い

い
た
い
が
、
あ
れ
ば
テ
ン
ト
の
本

体
の
み
が
ベ
ス
ト
。
入
口
よ
り
も

ぐ
り
こ
め
ば
、
風
や
雪
を
シ
ャ
ッ

ト
ア
ウ
ト
で
き
る
。
さ
ら
に
、
小

型
の
ス
ト
ー
ブ
、
ク
ッ
カ
ー
す
べ

て
一
つ
あ
れ
ば
い
い
。
持
っ
て
な

か
っ
た
ら
下
山
す
べ
し
。
レ
ス

キ
ュ
ー
シ
ー
ト
も
あ
れ
ば
い
い
が
、

覆
う
こ
と
は
難
し
い
。
い
か
に
押

さ
え
込
ん
で
も
風
に
飛
ば
さ
れ
る
。

高
齢
者
の
『
私
は
マ
イ
ペ
ー

ス
で
登
り
ま
す
。』
こ
れ
が

一
番
危
険
。
マ
イ
ペ
ー
ス
と
は
良

い
意
味
な
ら
そ
の
人
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
最
大
に
引
き
出
す
と
い

う
こ
と
だ
が
、
こ
と
登
山
に
関
し

て
は
『
自
分
勝
手
な
老
人
の
戯
言
』

と
い
わ
れ
る
。
冬
山
に
“
１
人
で

ゆ
っ
く
り
な
ら
登
れ
る
、
荷
物
が

少
な
け
れ
ば
登
れ
る
”
こ
れ
は
登

山
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
で
遭
難

へ
ま
っ
し
ぐ
ら
で
あ
る
。

私
の
経
験
で
は
６０
代
後
半
の
男
性

で
、
低
体
温
症
に
一
命
を
奪

わ
れ
た
本
当
に
悔
し
い
思
い
が
あ
る
。

人
の
こ
と
を
と
や
か
く
は
言
え
な
い

経
験
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
言
い
た
い

の
で
あ
る
。
旧
知
の
仲
で
は
な
か
っ

た
が
、
一
緒
の
行
動
で
、
登
頂
後
に

歩
き
な
が
ら
少
し
ず
つ
異
常
が
見
え

始
め
た
。
ま
ず
、
言
動
が
何
か
お
か

し
い
？

さ
ら
に
運
動
機
能
障
害
で

ふ
ら
つ
く
。
で
も
移
動
で
き
る
。
も

う
下
山
し
か
な
い
の
で
あ
る
が
、
ア

タ
ッ
ク
テ
ン
ト
ま
で
は
険

し
く
長
い
。
時
間
が
か
か

る
が
慎
重
に
下
る
。
ロ
ー

プ
を
付
け
て
い
る
が
、
な

ん
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
転

び
滑
り
出
す
。
引
っ
張
ら

れ
る
。
や
っ
と
の
思
い
で

平
坦
地
に
着
い
て
ツ
エ
ル

ト
を
か
ぶ
せ
て
も
押
さ
え

る
気
力
は
な
い
。
ヘ
リ
で

搬
送
す
る
直
前
に
言
切
れ

た
。
海
外
で
の
こ
と
だ
。

体
の
温
度
を
上
げ
る
た
め

に
は
、
大
き
な
筋
肉
を
動

か
す
こ
と
と
、
カ
ロ
リ
ー

１
月
１７
日
、
八
ヶ
岳
連
峰
天
狗

岳
山
頂
付
近
で
“
動
け
な
く

な
っ
た
”
７０
・
８０
代
３
人
は
、
夜

に
茅
野
署
に
救
助
要
請
。
翌
朝
署

員
が
捜
索
し
た
と
こ
ろ
山
頂
近
く

の
稜
線
で
３
人
を
見
つ
け
、
う
ち

意
識
不
明
の
７１
歳
女
性
を
搬
送
し

た
が
、
午
後
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。

他
の
２
人
は
８４
と
７１
歳
の
男
性
。

い
く
ら
長
寿
の
国
と
は
い
え
、
超

高
齢
者
３
人
が
厳
冬
の
八
ヶ
岳
を

山
小
屋
泊
り
の
縦
走
と
は
驚
き
で

あ
る
。
そ
れ
も
同
じ
山
岳
会
の
仲

間
で
あ
る
と
い
う
。
１６
日
夏
沢
鉱

泉
に
一
泊
し
、
１７
日
根
石
岳
、
東

天
狗
岳
そ
し
て
黒
百
合
ヒ
ュ
ッ
テ

ま
で
、
天
気
は
冬
型
の
気
圧
配
置

で
、
終
日
降
雪
で
午
後
は
風
と
共

に
吹
雪
で
あ
る
。
翌
１８
日
下
山
予

定
と
し
た
。

年
齢
で
判
断
は
失
礼
か
と
思
う

が
、こ
と
登
山
に
関
し
て
は
、

相
当
の
ス
キ
ル
の
持
ち
主
で
あ
っ

て
も
、
天
候
と
の
兼
ね
合
い
や
お

互
い
の
体
調
を
見
合
っ
て
、
行
動

の
判
断
を
す
る
で
あ
ろ
う
。助
か
っ

た
２
人
に
は
「
良
か
っ
た
ね
」
で

“
薄
着
、
ゆ
っ
く
り
、
食
べ
な
い
”

歩
く
よ
り
休
む
時
間
が
倍
以
上
と

い
う
考
え
ら
れ
な
い
動
き
の
６０
代

半
ば
の
単
独
の
ご
婦
人
に
あ
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
正
月
の
北
ア
ル
プ

ス
、
あ
る
ル
ー
ト
を
私
た
ち
よ
り

１
時
間
も
早
く
出
て
い
る
の
に
、

３０
分
も
し
な
い
う
ち
に
追
い
つ
い

た
。「（
過
去
の
）
自
分
は
夕
方
ま

で
に
小
屋
に
着
い
た
」と
そ
う
言
っ

た
。
私
は
「
正
午
ま
で
に
は
ど
こ

そ
こ
に
着
い
て
く
だ
さ
い
ね
。
着

か
な
か
っ
た
ら
下
山
し
て
く
だ
さ

い
」
く
ど
い
ぐ
ら
い
言
っ
た
。“
人

の
小
言
は
う
わ
の
空
”
で
言
葉
は

帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
速
い
は
安

全
に
つ
な
が
る
‼

遅
い
は
遭
難

に
つ
な
が
る
。
夕
方
食
事
も
済
ま

せ
稜
線
の
小
屋
に
い
た
ら
救
助
要

請
が
来
た
。
人
出
不
足
で
私
も
駆

け
つ
け
た
。
当
事
者
は
何
と
同
い

年
の
あ
の
ご
婦
人
で
あ
っ
た
。
小

屋
ま
で
傾
斜
の
強
い
５
０
０
ｍ
ほ

ど
の
距
離
を
約
２
時
間
、
皆
で
避

難
小
屋
の
入
り
口
ま
で
必
死
に
引

き
揚
げ
た
が
そ
こ
で
言
切
れ
た
。

99

厳冬の山を楽しむ高齢者に伝えたいこと

東天狗岳。寒さと風、複雑な地形、冬は特に油断ならない山。

厳冬の八ヶ岳、主峰赤岳から硫黄までの主脈。八ヶ岳に登る理由は「そ
の環境を経験すること、テント泊で多くのスキルを向上させること」素
晴らしい学び舎である。

　わが国の日本海側に面する地域と東北、北海道地域の山々には、　わが国の日本海側に面する地域と東北、北海道地域の山々には、
標高の如何にかかわらず強風の上、豪雪、厳寒という条件の冬を標高の如何にかかわらず強風の上、豪雪、厳寒という条件の冬を
持つ。その上、低山から 3000m 峰まで一般愛好者が雪山を楽し持つ。その上、低山から 3000m 峰まで一般愛好者が雪山を楽し
むという、世界的に特異な国民性を持つ。中緯度温帯気候帯であむという、世界的に特異な国民性を持つ。中緯度温帯気候帯であ
るにも拘わらず、この環境を作り出すのは、暖流の流れ込む湖のるにも拘わらず、この環境を作り出すのは、暖流の流れ込む湖の
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多
い
だ
ろ
う
。
私
も
そ
う
判
断
し
た
が
、

実
際
は
昼
過
ぎ
ま
で
は
快
晴
弱
風
に
恵

ま
れ
た
も
の
の
日
没
前
か
ら
雲
が
増
え

夜
半
に
は
小
雪
に
な
っ
た
。

天
気
図
を
よ
く
見
る
と
日
本
海
西
部

に
小
低
気
圧
が
あ
る
。
１２
月
号
で｢

冬

に
日
本
海
で
で
き
る
小
低
気
圧
は
要
注

意｣

と
紹
介
し
た
が
、
今
回
も
小
低
気

圧
が
影
響
し
た
よ
う
だ
。
後
で
思
え
ば

昼
過
ぎ
に
図
４
の
写
真
の
よ
う
な
巻
雲

が
急
に
現
れ
た
。
巻
雲
は
上
空
の
大
気

の
乱
れ
で
発
生
す
る
が
、
こ
の
巻
雲
は

大
気
が
不
安
定
化
し
始
め
た
兆
し
で
、

夜
の
降
雪
を
暗
示
し
て
い
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。｢

山
の
天
気
で
は
細
や
か
な

感
覚
で
天
気
図
と
現
場
の
気
象
状
況
を

見
逃
さ
な
い
」
こ
と
が
大
切
だ
。

山
の
駒
木
立
と
い
う
麓
の
牧
場
か
ら
標

高
差
３
７
０
ｍ
の
小
ピ
ー
ク
だ
。
天
気

予
報
で
低
気
圧
の
接
近
で
天
気
は
下
り

坂
な
こ
と
は
わ
か
っ
て
お
り
、
実
際
山

の
中
腹
か
ら
上
は
雲
の
中
だ
っ
た
が
、

稜
線
に
出
る
と
強
風
で
私
は
突
然
の
突

風
で
笹
藪
に
吹
き
倒
さ
れ
た
。
私
は
登

山
歴
の
中
で
台
風
の
山
も
経
験
し
た

が
、
風
で
転
倒
し
た
の
は
こ
の
と
き
だ

け
で
あ
る
。
暴
風
は
台
風
、
強
い
低
気

圧
、
寒
冷
前
線
、
積
乱
雲
な
ど
で
起
き

る
が
、
接
近
中
の
低
気
圧
は
そ
こ
ま
で

強
い
感
じ
は
な
く
意
外
だ
っ
た
。

山
を
下
り
て
霧
か
ら
抜
け
る
と
嘘
の

よ
う
に
風
は
な
く
、
そ
の
不
思
議
さ
に

同
じ
岩
手
の
山
と
い
う
こ
と
で｢

種
山

が
原｣

を
思
い
出
し
た
。
山
で
予
報
が

外
れ
て
悪
天
候
に
な
る
こ
と
や
予
想
以

上
の
強
風
や
大
雨
、
大
雪
に
な
る
こ
と

天
気
図
を
よ
く
見
る
と

天
候
悪
化
が
わ
か
る

さ
て
、
そ
の
と
き
の
天
気
図
（
図

２
）
を
検
討
し
よ
う
。
よ
く
み
る
と
千

島
列
島
の
東
の
高
気
圧
が

頑
張
っ
て
お
り
東
北
地
方

は
等
圧
線
の
間
隔
が
狭
く
、

風
が
強
ま
り
や
す
い
状
況

だ
。
田
代
山
は
牧
場
を
は
さ

ん
で｢

一
日
七
度
雨
が
降
る

｣

こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た

と
い
う
七
時
雨
山
が
あ
り
、

種
山
が
原
と
同
様
に
天
気

変
化
が
激
し
い
場
所
な
の

だ
ろ
う
。
そ
う
い
う
場
所
で

は
天
候
悪
化
時
は
特
に
要

注
意
で
あ
る
。

予
想
に
反
し
て
悪
天
候

に
な
っ
た
体
験
を
も
う
一

つ
紹
介
し
よ
う
。
２
月
の

八
ヶ
岳
だ
が
、
図
３
が
入
山

時
の
天
気
図
。
大
き
な
移
動

性
高
気
圧
が
九
州
に
進
み
、

先
月
号
で
紹
介
し
た｢

冬
で

も
大
き
な
移
動
性
高
気
圧

に
覆
わ
れ
る
と
好
天
が
持

続
す
る
型｣

と
み
る
方
も

は
し
ば
し
ば
あ
る
が
、
そ
ん
な
と
き
は

ま
ず
気
分
を
切
り
替
え
て
目
の
前
の
状

況
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
、
正
し
い
対

応
の
第
一
歩
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

どっどど　どどうど
どどうど　どどう

青いくるみも吹きとばせ
すっぱいかりんも吹きとばせ

が
聞
こ
え
て
く
る
と
い
う
話
だ
。

私
も
山
で
道
に
迷
っ
た
り
悪
天
候
で

心
細
い
経
験
を
し
て
き
た
が
、
霧
の
中

に
突
然
浮
か
び
上
が
る
大
き
な
岩
を
小

屋
に
見
紛
っ
た
り
、
霧
の
切
れ
間
に

見
え
た
大
き
な
峡
谷
を
前
に
し
て｢

間

違
っ
て
向
こ
う
へ
降
り
た
ら
死
ぬ
ば
か

り
だ｣

と
ぎ
り
ぎ
り
踏
み
と
ど
ま
る
描

写
が
、
自
分
の
経
験
と
重
な
っ
て
、
さ

ら
に
少
年
の
日
々
の
小
冒
険
や
岩
手
の

蒼
々
と
し
た
自
然
の
ロ
マ
ン
に
広
が
り

ど
こ
か
不
思
議
な
気
持
ち
に
さ
せ
る
作

品
だ
。
ち
な
み
に
種
山
が
原
は
北
上
山

地
に
実
在
す
る
高
原
台
地
だ
。
私
は
未

訪
だ
が
、
地
形
的
に
夏
は
三
陸
海
岸
か

ら
冷
涼
多
湿
な
海
風
が
吹
き
上
が
る
と

こ
ろ
で
、
内
陸
盆
地
の
熱
い
空
気
と
ぶ

つ
か
っ
て
気
象
が
変
わ
り
や
す
い
の
だ

ろ
う
。
そ
れ
も
こ
の
話
の
大
事
な
舞
台

仕
掛
に
な
っ
て
い
る
。

突
然
の
突
風
で
笹
藪
に

　

吹
き
倒
さ
れ
る
！

さ
て
、
私
は
６
月
の
岩

手
の
山
で
同
じ
よ
う
に
突

然
の
強
風
に
襲
わ
れ
た
こ

と
が
あ
る
。
場
所
は
田
代

宮
沢
賢
治
の
『
風
の
又
三
郎
』
の
出

だ
し
の
一
節
だ
。『
風
の
又
三
郎
』
は

突
然
や
っ
て
き
て
去
っ
て
行
っ
た
転
校

生
を
め
ぐ
る
１２
日
間
の
物
語
だ
が
、
又

三
郎
が
や
っ
て
き
た
の
は
９
月
１
日
で

古
来
嵐
の
危
険
日
と
さ
れ
て
き
た
二
百

十
日
に
あ
た
り
、
ま
さ
に
山
鳴
り
の
よ

う
な
嵐
で
物
語
が
始
ま
る
。
賢
治
の
童

話
に
は
し
ん
し
ん
と
凍
て
つ
い
た
雪
の

原
っ
ぱ
や
透
き
通
っ
た
星
月
夜
、
二
酸

化
炭
素
に
よ
る
温
室
効
果
な
ど
気
象
や

天
文
が
独
特
の
透
き
通
っ
た
情
感
や
舞

台
回
し
の
作
品
が
多
い
が
、
そ
の
中
に

｢

種
山
が
原｣

と
い
う
小
品
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
小
学
生
の
達
治
少
年
が
夏

休
み
の
終
わ
り
の
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れ
た
日
に
種
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が
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と
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高
原
の
放
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に
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だ
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達
治
少
年
は
草
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に
行
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兄
と

祖
父
に
弁
当
を
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を
連
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が
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。
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と
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と
離
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て
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で
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る
と
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が
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然
走
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出
し
、
追

い
か
け
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う
ち
に
森
に
迷
い
込
み
、
霧

が
出
て
道
を
失
う
。
さ
ら
に
天
気
は
急

変
し
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雨
と
な
り
、
草
薮
に
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た
達

治
少
年
は
街
道
を
練
り
歩
く
剣
舞
や
山

に
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む
と
い
う
怪
人
の
幻
影
を
見
る

が
、
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に
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げ
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遠
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図 1：種山が原と駒木立の位置
　　　（岩手県略地図）

図 2：1993 年 6月 13日の天気図
矢印は前日からの主な高低気圧の移動。高気圧の
西に張り出す勢力が強く、接近中の低気圧との間
で等圧線が狭くなり、風が強まりやすい。

図 3：2015 年 1月 24日 9時の天気図
矢印は同日 21時までの主な高低気圧の移動。日本
海の小低気圧がやや南下し、夜には関東付近に別
の小低気圧が発生して、八ヶ岳でも小雪になった。

図 4：昼過ぎに突然現れた巻雲
巻雲は上空の大気の乱れでできる。このときの巻
雲は消えてはすぐに新たな巻雲が現れ、大気の乱
れが強まっている様子を表していたと思われる。
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多
い
だ
ろ
う
。
私
も
そ
う
判
断
し
た
が
、

実
際
は
昼
過
ぎ
ま
で
は
快
晴
弱
風
に
恵

ま
れ
た
も
の
の
日
没
前
か
ら
雲
が
増
え

夜
半
に
は
小
雪
に
な
っ
た
。

天
気
図
を
よ
く
見
る
と
日
本
海
西
部

に
小
低
気
圧
が
あ
る
。
１２
月
号
で｢

冬

に
日
本
海
で
で
き
る
小
低
気
圧
は
要
注

意｣

と
紹
介
し
た
が
、
今
回
も
小
低
気

圧
が
影
響
し
た
よ
う
だ
。
後
で
思
え
ば

昼
過
ぎ
に
図
４
の
写
真
の
よ
う
な
巻
雲

が
急
に
現
れ
た
。
巻
雲
は
上
空
の
大
気

の
乱
れ
で
発
生
す
る
が
、
こ
の
巻
雲
は

大
気
が
不
安
定
化
し
始
め
た
兆
し
で
、

夜
の
降
雪
を
暗
示
し
て
い
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。｢

山
の
天
気
で
は
細
や
か
な

感
覚
で
天
気
図
と
現
場
の
気
象
状
況
を

見
逃
さ
な
い
」
こ
と
が
大
切
だ
。

山
の
駒
木
立
と
い
う
麓
の
牧
場
か
ら
標

高
差
３
７
０
ｍ
の
小
ピ
ー
ク
だ
。
天
気

予
報
で
低
気
圧
の
接
近
で
天
気
は
下
り

坂
な
こ
と
は
わ
か
っ
て
お
り
、
実
際
山

の
中
腹
か
ら
上
は
雲
の
中
だ
っ
た
が
、

稜
線
に
出
る
と
強
風
で
私
は
突
然
の
突

風
で
笹
藪
に
吹
き
倒
さ
れ
た
。
私
は
登

山
歴
の
中
で
台
風
の
山
も
経
験
し
た

が
、
風
で
転
倒
し
た
の
は
こ
の
と
き
だ

け
で
あ
る
。
暴
風
は
台
風
、
強
い
低
気

圧
、
寒
冷
前
線
、
積
乱
雲
な
ど
で
起
き

る
が
、
接
近
中
の
低
気
圧
は
そ
こ
ま
で

強
い
感
じ
は
な
く
意
外
だ
っ
た
。

山
を
下
り
て
霧
か
ら
抜
け
る
と
嘘
の

よ
う
に
風
は
な
く
、
そ
の
不
思
議
さ
に

同
じ
岩
手
の
山
と
い
う
こ
と
で｢

種
山

が
原｣

を
思
い
出
し
た
。
山
で
予
報
が

外
れ
て
悪
天
候
に
な
る
こ
と
や
予
想
以

上
の
強
風
や
大
雨
、
大
雪
に
な
る
こ
と

　

天
気
図
を
よ
く
見
る
と

　

天
候
悪
化
が
わ
か
る

さ
て
、
そ
の
と
き
の
天
気
図
（
図

２
）
を
検
討
し
よ
う
。
よ
く
み
る
と
千

島
列
島
の
東
の
高
気
圧
が

頑
張
っ
て
お
り
東
北
地
方

は
等
圧
線
の
間
隔
が
狭
く
、

風
が
強
ま
り
や
す
い
状
況

だ
。
田
代
山
は
牧
場
を
は
さ

ん
で｢

一
日
七
度
雨
が
降
る

｣

こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た

と
い
う
七
時
雨
山
が
あ
り
、

種
山
が
原
と
同
様
に
天
気

変
化
が
激
し
い
場
所
な
の

だ
ろ
う
。
そ
う
い
う
場
所
で

は
天
候
悪
化
時
は
特
に
要

注
意
で
あ
る
。

予
想
に
反
し
て
悪
天
候

に
な
っ
た
体
験
を
も
う
一

つ
紹
介
し
よ
う
。
２
月
の

八
ヶ
岳
だ
が
、
図
３
が
入
山

時
の
天
気
図
。
大
き
な
移
動

性
高
気
圧
が
九
州
に
進
み
、

先
月
号
で
紹
介
し
た｢

冬
で

も
大
き
な
移
動
性
高
気
圧

に
覆
わ
れ
る
と
好
天
が
持

続
す
る
型｣

と
み
る
方
も

は
し
ば
し
ば
あ
る
が
、
そ
ん
な
と
き
は

ま
ず
気
分
を
切
り
替
え
て
目
の
前
の
状

況
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
、
正
し
い
対

応
の
第
一
歩
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

どっどど　どどうど
どどうど　どどう

青いくるみも吹きとばせ
すっぱいかりんも吹きとばせ

が
聞
こ
え
て
く
る
と
い
う
話
だ
。

私
も
山
で
道
に
迷
っ
た
り
悪
天
候
で

心
細
い
経
験
を
し
て
き
た
が
、
霧
の
中

に
突
然
浮
か
び
上
が
る
大
き
な
岩
を
小

屋
に
見
紛
っ
た
り
、
霧
の
切
れ
間
に

見
え
た
大
き
な
峡
谷
を
前
に
し
て｢

間

違
っ
て
向
こ
う
へ
降
り
た
ら
死
ぬ
ば
か

り
だ｣

と
ぎ
り
ぎ
り
踏
み
と
ど
ま
る
描

写
が
、
自
分
の
経
験
と
重
な
っ
て
、
さ

ら
に
少
年
の
日
々
の
小
冒
険
や
岩
手
の

蒼
々
と
し
た
自
然
の
ロ
マ
ン
に
広
が
り

ど
こ
か
不
思
議
な
気
持
ち
に
さ
せ
る
作

品
だ
。
ち
な
み
に
種
山
が
原
は
北
上
山

地
に
実
在
す
る
高
原
台
地
だ
。
私
は
未

訪
だ
が
、
地
形
的
に
夏
は
三
陸
海
岸
か

ら
冷
涼
多
湿
な
海
風
が
吹
き
上
が
る
と

こ
ろ
で
、
内
陸
盆
地
の
熱
い
空
気
と
ぶ

つ
か
っ
て
気
象
が
変
わ
り
や
す
い
の
だ

ろ
う
。
そ
れ
も
こ
の
話
の
大
事
な
舞
台

仕
掛
に
な
っ
て
い
る
。

突
然
の
突
風
で
笹
藪
に

吹
き
倒
さ
れ
る
！

さ
て
、
私
は
６
月
の
岩

手
の
山
で
同
じ
よ
う
に
突

然
の
強
風
に
襲
わ
れ
た
こ

と
が
あ
る
。
場
所
は
田
代

宮
沢
賢
治
の
『
風
の
又
三
郎
』
の
出

だ
し
の
一
節
だ
。『
風
の
又
三
郎
』
は

突
然
や
っ
て
き
て
去
っ
て
行
っ
た
転
校

生
を
め
ぐ
る
１２
日
間
の
物
語
だ
が
、
又

三
郎
が
や
っ
て
き
た
の
は
９
月
１
日
で

古
来
嵐
の
危
険
日
と
さ
れ
て
き
た
二
百

十
日
に
あ
た
り
、
ま
さ
に
山
鳴
り
の
よ

う
な
嵐
で
物
語
が
始
ま
る
。
賢
治
の
童

話
に
は
し
ん
し
ん
と
凍
て
つ
い
た
雪
の

原
っ
ぱ
や
透
き
通
っ
た
星
月
夜
、
二
酸

化
炭
素
に
よ
る
温
室
効
果
な
ど
気
象
や

天
文
が
独
特
の
透
き
通
っ
た
情
感
や
舞

台
回
し
の
作
品
が
多
い
が
、
そ
の
中
に

｢

種
山
が
原｣

と
い
う
小
品
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
小
学
生
の
達
治
少
年
が
夏

休
み
の
終
わ
り
の
晴
れ
た
日
に
種
山
が

原
と
い
う
高
原
の
放
牧
場
に
行
く
物
語

だ
。
達
治
少
年
は
草
刈
に
行
っ
た
兄
と

祖
父
に
弁
当
を
届
け
に
牛
を
連
れ
種
山

が
原
に
登
る
。
祖
父
と
兄
と
離
れ
て
休

ん
で
い
る
と
牛
が
突
然
走
り
出
し
、
追

い
か
け
る
う
ち
に
森
に
迷
い
込
み
、
霧

が
出
て
道
を
失
う
。
さ
ら
に
天
気
は
急

変
し
風
雨
と
な
り
、
草
薮
に
倒
れ
た
達

治
少
年
は
街
道
を
練
り
歩
く
剣
舞
や
山

に
棲
む
と
い
う
怪
人
の
幻
影
を
見
る

が
、
雷
鳴
の
轟
き
に
目
覚
め
る
と
逃
げ

た
牛
が
居
り
、
遠
く
か
ら
兄
の
呼
び
声
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図 1：種山が原と駒木立の位置
（岩手県略地図）

図 2：1993 年 6月 13日の天気図
矢印は前日からの主な高低気圧の移動。高気圧の
西に張り出す勢力が強く、接近中の低気圧との間
で等圧線が狭くなり、風が強まりやすい。

図 3：2015 年 1月 24日 9時の天気図
矢印は同日 21時までの主な高低気圧の移動。日本
海の小低気圧がやや南下し、夜には関東付近に別
の小低気圧が発生して、八ヶ岳でも小雪になった。

図 4：昼過ぎに突然現れた巻雲
巻雲は上空の大気の乱れでできる。このときの巻
雲は消えてはすぐに新たな巻雲が現れ、大気の乱
れが強まっている様子を表していたと思われる。
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疋
田
吉
継
・
中
川
和
道
大
阪
府
勤
労
者
山
岳
連
盟
教
育
遭
対
部

　

ベ
テ
ラ
ン
ほ
ど
危
な
い

Ｐ
Ｐ
会
は
、さ
ら
な
る
課
題
と
し
て
、

懸
垂
下
降
を
含
む
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
つ

い
て
、
▼
ベ
テ
ラ
ン
ほ
ど
危
な
い
。
慣

れ
た
頃
が
危
険
。
自
身
と
パ
ー
ト
ナ
ー

の
命
を
握
っ
て
い
る
意
識
を
維
持
す
る

▼
ベ
テ
ラ
ン
ほ
ど
指
摘
し
て
も
ら
え
な

い
。
指
摘
し
て
も
ら
う
癖
を
つ
け
る
▼

知
識
や
技
術
の
文
書
化
に
よ
る
共
有
・

蓄
積
の
構
築
▼
考
え
る
癖
を
つ
け
る

（
な
ぜ
）。
理
由
を
問
う
（
な
ぜ
）
▼
年

齢
は
自
分
で
は
認
識
し
に
く
い
。
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
持
つ
―
―
―
な
ど
を
挙
げ

て
い
る
。

元
会
長
の
A
さ
ん
は
「
ベ
テ
ラ
ン
と

言
わ
れ
る
人
ほ
ど
事
故
を
起
こ
す
こ
と

が
多
い
。
先
輩
だ
か
ら
言
い
に
く
い
で

は
ダ
メ
で
、
間
違
っ
た
こ
と
を
指
摘
す

る
、
指
摘
さ
れ
る
、
そ
う
い
う
雰
囲
気

ぎ
、
逆
に
危
険
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
え
と
れ
ば
い
い
と
の

考
え
は
大
き
な
危
険
を
招
く
。
ま
た

ロ
ー
プ
の
中
心
が
ず
れ
た
状
態
で
懸
垂

下
降
し
な
い
こ
と
」
と
話
し
た
。

Ｋ
Ｈ
会
の
D
さ
ん
は
「
懸
垂
の
失
敗

は
、
練
習
不
足
、
認
識
不
足
、
懸
垂
前

の
チ
ェ
ッ
ク
不
足
が
原
因
で
あ
る
。
ま

ず
は
支
点
の
チ
ェ
ッ
ク
。
さ
ら
に
、
カ

ラ
ビ
ナ
や
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
ス
リ
ン
グ

の
チ
ェ
ッ
ク
。
ロ
ー
プ
の
か
け
間
違
い

は
な
い
か
、
ロ
ー
プ
を
落
と
し
て
は
い

な
い
か
ど
う
か
。
結
び
目
の
確
認
。
私

は
結
び
に
通
し
八
の
字
を
使
っ
て
い

る
。
当
然
だ
が
手
を
離
さ
な
い
こ
と
。

防
止
策
と
し
て
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
と

る
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が
下
で
引
っ
張
る
。

ロ
ー
プ
の
セ
ン
タ
ー
が
出
て
い
な
い

と
か
、
下
降
器
へ
の
ロ
ー
プ
の
一
本
掛

け
や
ロ
ー
プ
の
入
れ
間
違
い
な
ど
の
恐

れ
も
あ
る
。
そ
れ
ら
は
パ
ー
ト
ナ
ー
が

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
。
た
と
え
相
手
が

目
上
の
人
で
も
、
上
下
関
係
は
一
切
問

わ
ず
に
、
遠
慮
な
く
間
違
い
を
指
摘
す

る
こ
と
が
パ
ー
ト
ナ
ー
の
仕
事
だ
」
と

強
調
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
懸
垂
時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

を
つ
く
る
こ
と
も
大
切
で
す
」
と
力
を

込
め
、「
ウ
チ
の
会
の
Ｓ
先
輩
な
ん
か

は
『
俺
は
絶
対
に
間
違
う
か
ら
、
お
前

ら
ち
ゃ
ん
と
見
と
い
て
く
れ
よ
』
と
よ

く
言
っ
て
ま
し
た
。
Ｐ
Ｐ
会
は
昔
か
ら

そ
う
い
う
雰
囲
気
は
あ
り
ま
し
た
ね
」

と
言
う
。

　

大
阪
労
山
も
懸
垂
の
作
業
手
順
の

　

検
討
・
体
験
会
を
開
催

一
方
、
こ
の
２
件
の
事
故
を
重
く
受

け
止
め
た
大
阪
労
山
の
教
育
遭
難
対
策

部
も
、
事
故
が
あ
っ
た
２
０
１
４
年
の

暮
れ
、
１２
月
２３
日
に
緊
急
の
「
懸
垂
下

降
の
技
術
検
討
会
・
体
験
会
」
を
兵
庫

県
・
百
丈
岩
の
や
ぐ
ら
と
そ
の
周
辺
で

開
催
し
た
。

こ
れ
は
、
事
故
後
の
理
事
会
な
ど
で

の
議
論
で
、
ベ
テ
ラ
ン
会
員
や
ク
ラ
イ

プ
の
問
題
点
や
ザ
イ
ル
回
収
時
の
注
意

点
、
ロ
ー
プ
を
投
げ
る
か
持
っ
て
降
り

る
か
等
の
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
経
験

を
も
と
に
説
明
し
た
。

最
後
に
「
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
で

は
、
ロ
ワ
ー
ダ
ウ
ン
ば
か
り
で
な
く
、

懸
垂
で
下
降
と
回
収
の
練
習
を
し
て
ほ

し
い
。
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
マ
ー
は
、
シ
ン

グ
ル
ロ
ー
プ
折
り
返
し
の
懸
垂
下
降
の

訓
練
に
励
む
こ
と
」
と
呼
び
か
け
た
。

人
間
は
ミ
ス
を
す
る

明
日
は
我
が
身
だ　

教
育
遭
対
部
の
E
部
長
は
、
懸
垂
下

降
を
含
む
登
山
時
の
事
故
に
つ
い
て
の

基
本
的
視
点
と
し
て
、
▼
人
間
は
ミ
ス

を
す
る
。
そ
し
て
ミ
ス
は
根
絶
で
き
な

い
▼
事
故
を
起
こ
し
た
人
は
、
事
故
の

問
題
発
掘
を
、自
分
に
成
り
代
わ
っ
て
、

自
分
に
先
ん
じ
て
や
っ
て
く
れ
た
先
生

だ
と
考
え
よ
う
。
つ
ま
り
明
日
は
我
が

身
で
あ
る
▼
自
分
は
危
な
い
こ
と
を

や
っ
て
い
る
と
い
う
自
覚
。
こ
れ
で
絶

対
安
全
と
い
う
の
は
な
い
▼
相
手
を
必

ず
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
目
上
の
人
で
も
遠

慮
な
し
に
お
互
い
に
チ
ェ
ッ
ク
し
合
う

関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
大
切
▼
一
方

的
に
教
え
す
ぎ
る
と
、
信
頼
を
従
属
や

依
存
と
間
違
え
る
風
潮
が
生
ま
れ
る
▼

結
び
目
も
実
際
に
見
て
確
認
し
よ
う
。

言
葉
「
結
ん
だ
か
？
」「
は
い
、
結
び

ま
し
た
。
信
じ
て
下
さ
い
」
だ
け
で
信

じ
て
も
ダ
メ
─
─
な
ど
と
提
言
し
た
。

（
続
く
）

ミ
ン
グ
主
体
の
会
員
な
ど
か
ら
有
用

な
助
言
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
に
な
っ
て
開
か
れ
た
。
多
く

の
会
員
の
知
恵
を
き
ち
ん
と
継
承
し
、

安
全
登
山
へ
の
歩
み
を
獲
得
す
る
た

め
、
失
敗
を
防
ぐ
対
策
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
経
験
を
集
約
し
て
記
録
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
。
正
解
・
一
発
解

答
を
探
る
も
の
で
も
な
く
、
正
解
を
広

く
教
授
・
普
及
す
る
も
の
で
も
な
い
が
、

仮
の
安
全
対
策
を
目
指
す
た
め
に
、
と

し
て
開
催
し
た
。

こ
の
検
討
会
に
は
大
阪
労
山
の
各
会

か
ら
４２
人
が
参
加
。講
師
６
人
の
う
ち
、

Ｐ
Ｐ
会
か
ら
も
１
人
が
講
師
と
し
て
参

加
し
た
ほ
か
、
Ｐ
Ｐ
会
の
多
数
の
会
員

が
参
加
し
た
。

講
師
や
有
志
そ
れ
ぞ
れ
が
す
っ
ぽ
抜

け
を
防
止
す
る
方
法
な
ど
を
説
明
し
た

う
え
で
、
参
加
者
全
員
が
す
っ
ぽ
抜
け

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
、

デ
モ
）と
体
験
を
し
た
。
さ
ら
に
、ロ
ー

プ
切
断
の
結
び
目
通
過
デ
モ
、
カ
ウ
ン

タ
ー
懸
垂
の
デ
モ
と
体
験
、
ス
リ
ン
グ

支
点
切
断
の
デ
モ
、結
び
目
通
過
懸
垂
、

両
末
端
支
点
懸
垂
の
デ
モ
と
体
験
な
ど

が
行
わ
れ
た
。

参
加
し
た
会
員
の
う
ち
、
Ｓ
Ｓ
会

の
B
さ
ん
は
「
我
々
の
会
で
は
、
ロ
ー

プ
エ
ン
ド
を
２
本
ま
と
め
て
エ
イ
ト

ノ
ッ
ト
で
連
結
し
て
い
る
。
結
び
目
か

ら
手
繰
る
の
で
、
１
本
の
ロ
ー
プ
を
使

う
時
で
も
、
必
ず
ロ
ー
プ
の
セ
ン
タ
ー

が
懸
垂
の
支
点
に
来
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
難
点
は
ロ
ー
プ
に
撚
（
よ
）
り
が

か
か
る
た
め
に
、
緩
斜
面
で
は
も
つ
れ

て
し
ま
い
や
す
く
、
最
初
の
下
降
に
時

間
が
か
か
る
こ
と
。
し
か
し
命
に
は
代

え
ら
れ
な
い
と
愚
直
に
守
っ
て
い
る
。

ま
た
、
必
ず
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
取
っ
て

懸
垂
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
日
常
的

に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
取
る
こ
と
に
慣

れ
て
い
れ
ば
、（
取
ら
な
い
の
と
）
時

間
的
に
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
と
思

う
」
と
述
べ
た
。

さ
ら
に
提
案
と
し
て
、「
フ
リ
ー
中

心
の
方
た
ち
は
、
シ
ン
グ
ル
ロ
ー
プ
で

懸
垂
下
降
す
る
と
何
が
起
き
る
か
、
日

ご
ろ
か
ら
練
習
し
て
お
こ
う
。
末
端
に

結
び
目
を
作
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
」

と
強
調
し
た
。

Ｔ
Ｏ
会
の
C
さ
ん
は
「
懸
垂
下
降
の

セ
カ
ン
ド
と
サ
ー
ド
は
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
の
必
要
は
な
い
。
時
間
が
か
か
り
す

第 5 回

相次いだ事故を受けて、急きょ開催された「懸垂下降の技術検討会・体験
会」（2014 年 12 月 23 日）
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疋
田
吉
継
・
中
川
和
道
大
阪
府
勤
労
者
山
岳
連
盟
教
育
遭
対
部

ベ
テ
ラ
ン
ほ
ど
危
な
い

Ｐ
Ｐ
会
は
、さ
ら
な
る
課
題
と
し
て
、

懸
垂
下
降
を
含
む
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
つ

い
て
、
▼
ベ
テ
ラ
ン
ほ
ど
危
な
い
。
慣

れ
た
頃
が
危
険
。
自
身
と
パ
ー
ト
ナ
ー

の
命
を
握
っ
て
い
る
意
識
を
維
持
す
る

▼
ベ
テ
ラ
ン
ほ
ど
指
摘
し
て
も
ら
え
な

い
。
指
摘
し
て
も
ら
う
癖
を
つ
け
る
▼

知
識
や
技
術
の
文
書
化
に
よ
る
共
有
・

蓄
積
の
構
築
▼
考
え
る
癖
を
つ
け
る

（
な
ぜ
）。
理
由
を
問
う
（
な
ぜ
）
▼
年

齢
は
自
分
で
は
認
識
し
に
く
い
。
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
持
つ
―
―
―
な
ど
を
挙
げ

て
い
る
。

元
会
長
の
A
さ
ん
は
「
ベ
テ
ラ
ン
と

言
わ
れ
る
人
ほ
ど
事
故
を
起
こ
す
こ
と

が
多
い
。
先
輩
だ
か
ら
言
い
に
く
い
で

は
ダ
メ
で
、
間
違
っ
た
こ
と
を
指
摘
す

る
、
指
摘
さ
れ
る
、
そ
う
い
う
雰
囲
気

ぎ
、
逆
に
危
険
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
え
と
れ
ば
い
い
と
の

考
え
は
大
き
な
危
険
を
招
く
。
ま
た

ロ
ー
プ
の
中
心
が
ず
れ
た
状
態
で
懸
垂

下
降
し
な
い
こ
と
」
と
話
し
た
。

Ｋ
Ｈ
会
の
D
さ
ん
は
「
懸
垂
の
失
敗

は
、
練
習
不
足
、
認
識
不
足
、
懸
垂
前

の
チ
ェ
ッ
ク
不
足
が
原
因
で
あ
る
。
ま

ず
は
支
点
の
チ
ェ
ッ
ク
。
さ
ら
に
、
カ

ラ
ビ
ナ
や
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
ス
リ
ン
グ

の
チ
ェ
ッ
ク
。
ロ
ー
プ
の
か
け
間
違
い

は
な
い
か
、
ロ
ー
プ
を
落
と
し
て
は
い

な
い
か
ど
う
か
。
結
び
目
の
確
認
。
私

は
結
び
に
通
し
八
の
字
を
使
っ
て
い

る
。
当
然
だ
が
手
を
離
さ
な
い
こ
と
。

防
止
策
と
し
て
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
と

る
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が
下
で
引
っ
張
る
。

ロ
ー
プ
の
セ
ン
タ
ー
が
出
て
い
な
い

と
か
、
下
降
器
へ
の
ロ
ー
プ
の
一
本
掛

け
や
ロ
ー
プ
の
入
れ
間
違
い
な
ど
の
恐

れ
も
あ
る
。
そ
れ
ら
は
パ
ー
ト
ナ
ー
が

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
。
た
と
え
相
手
が

目
上
の
人
で
も
、
上
下
関
係
は
一
切
問

わ
ず
に
、
遠
慮
な
く
間
違
い
を
指
摘
す

る
こ
と
が
パ
ー
ト
ナ
ー
の
仕
事
だ
」
と

強
調
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
懸
垂
時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

を
つ
く
る
こ
と
も
大
切
で
す
」
と
力
を

込
め
、「
ウ
チ
の
会
の
Ｓ
先
輩
な
ん
か

は
『
俺
は
絶
対
に
間
違
う
か
ら
、
お
前

ら
ち
ゃ
ん
と
見
と
い
て
く
れ
よ
』
と
よ

く
言
っ
て
ま
し
た
。
Ｐ
Ｐ
会
は
昔
か
ら

そ
う
い
う
雰
囲
気
は
あ
り
ま
し
た
ね
」

と
言
う
。

大
阪
労
山
も
懸
垂
の
作
業
手
順
の

検
討
・
体
験
会
を
開
催

一
方
、
こ
の
２
件
の
事
故
を
重
く
受

け
止
め
た
大
阪
労
山
の
教
育
遭
難
対
策

部
も
、
事
故
が
あ
っ
た
２
０
１
４
年
の

暮
れ
、
１２
月
２３
日
に
緊
急
の
「
懸
垂
下

降
の
技
術
検
討
会
・
体
験
会
」
を
兵
庫

県
・
百
丈
岩
の
や
ぐ
ら
と
そ
の
周
辺
で

開
催
し
た
。

こ
れ
は
、
事
故
後
の
理
事
会
な
ど
で

の
議
論
で
、
ベ
テ
ラ
ン
会
員
や
ク
ラ
イ

プ
の
問
題
点
や
ザ
イ
ル
回
収
時
の
注
意

点
、
ロ
ー
プ
を
投
げ
る
か
持
っ
て
降
り

る
か
等
の
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
経
験

を
も
と
に
説
明
し
た
。

最
後
に
「
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
で

は
、
ロ
ワ
ー
ダ
ウ
ン
ば
か
り
で
な
く
、

懸
垂
で
下
降
と
回
収
の
練
習
を
し
て
ほ

し
い
。
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
マ
ー
は
、
シ
ン

グ
ル
ロ
ー
プ
折
り
返
し
の
懸
垂
下
降
の

訓
練
に
励
む
こ
と
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

人
間
は
ミ
ス
を
す
る

　

明
日
は
我
が
身
だ

教
育
遭
対
部
の
E
部
長
は
、
懸
垂
下

降
を
含
む
登
山
時
の
事
故
に
つ
い
て
の

基
本
的
視
点
と
し
て
、
▼
人
間
は
ミ
ス

を
す
る
。
そ
し
て
ミ
ス
は
根
絶
で
き
な

い
▼
事
故
を
起
こ
し
た
人
は
、
事
故
の

問
題
発
掘
を
、自
分
に
成
り
代
わ
っ
て
、

自
分
に
先
ん
じ
て
や
っ
て
く
れ
た
先
生

だ
と
考
え
よ
う
。
つ
ま
り
明
日
は
我
が

身
で
あ
る
▼
自
分
は
危
な
い
こ
と
を

や
っ
て
い
る
と
い
う
自
覚
。
こ
れ
で
絶

対
安
全
と
い
う
の
は
な
い
▼
相
手
を
必

ず
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
目
上
の
人
で
も
遠

慮
な
し
に
お
互
い
に
チ
ェ
ッ
ク
し
合
う

関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
大
切
▼
一
方

的
に
教
え
す
ぎ
る
と
、
信
頼
を
従
属
や

依
存
と
間
違
え
る
風
潮
が
生
ま
れ
る
▼

結
び
目
も
実
際
に
見
て
確
認
し
よ
う
。

言
葉
「
結
ん
だ
か
？
」「
は
い
、
結
び

ま
し
た
。
信
じ
て
下
さ
い
」
だ
け
で
信

じ
て
も
ダ
メ
─
─
な
ど
と
提
言
し
た
。

（
続
く
）

ミ
ン
グ
主
体
の
会
員
な
ど
か
ら
有
用

な
助
言
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
に
な
っ
て
開
か
れ
た
。
多
く

の
会
員
の
知
恵
を
き
ち
ん
と
継
承
し
、

安
全
登
山
へ
の
歩
み
を
獲
得
す
る
た

め
、
失
敗
を
防
ぐ
対
策
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
経
験
を
集
約
し
て
記
録
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
。
正
解
・
一
発
解

答
を
探
る
も
の
で
も
な
く
、
正
解
を
広

く
教
授
・
普
及
す
る
も
の
で
も
な
い
が
、

仮
の
安
全
対
策
を
目
指
す
た
め
に
、
と

し
て
開
催
し
た
。

こ
の
検
討
会
に
は
大
阪
労
山
の
各
会

か
ら
４２
人
が
参
加
。講
師
６
人
の
う
ち
、

Ｐ
Ｐ
会
か
ら
も
１
人
が
講
師
と
し
て
参

加
し
た
ほ
か
、
Ｐ
Ｐ
会
の
多
数
の
会
員

が
参
加
し
た
。

講
師
や
有
志
そ
れ
ぞ
れ
が
す
っ
ぽ
抜

け
を
防
止
す
る
方
法
な
ど
を
説
明
し
た

う
え
で
、
参
加
者
全
員
が
す
っ
ぽ
抜
け

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
、

デ
モ
）と
体
験
を
し
た
。
さ
ら
に
、ロ
ー

プ
切
断
の
結
び
目
通
過
デ
モ
、
カ
ウ
ン

タ
ー
懸
垂
の
デ
モ
と
体
験
、
ス
リ
ン
グ

支
点
切
断
の
デ
モ
、結
び
目
通
過
懸
垂
、

両
末
端
支
点
懸
垂
の
デ
モ
と
体
験
な
ど

が
行
わ
れ
た
。

参
加
し
た
会
員
の
う
ち
、
Ｓ
Ｓ
会

の
B
さ
ん
は
「
我
々
の
会
で
は
、
ロ
ー

プ
エ
ン
ド
を
２
本
ま
と
め
て
エ
イ
ト

ノ
ッ
ト
で
連
結
し
て
い
る
。
結
び
目
か

ら
手
繰
る
の
で
、
１
本
の
ロ
ー
プ
を
使

う
時
で
も
、
必
ず
ロ
ー
プ
の
セ
ン
タ
ー

が
懸
垂
の
支
点
に
来
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
難
点
は
ロ
ー
プ
に
撚
（
よ
）
り
が

か
か
る
た
め
に
、
緩
斜
面
で
は
も
つ
れ

て
し
ま
い
や
す
く
、
最
初
の
下
降
に
時

間
が
か
か
る
こ
と
。
し
か
し
命
に
は
代

え
ら
れ
な
い
と
愚
直
に
守
っ
て
い
る
。

ま
た
、
必
ず
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
取
っ
て

懸
垂
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
日
常
的

に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
取
る
こ
と
に
慣

れ
て
い
れ
ば
、（
取
ら
な
い
の
と
）
時

間
的
に
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
と
思

う
」
と
述
べ
た
。

さ
ら
に
提
案
と
し
て
、「
フ
リ
ー
中

心
の
方
た
ち
は
、
シ
ン
グ
ル
ロ
ー
プ
で

懸
垂
下
降
す
る
と
何
が
起
き
る
か
、
日

ご
ろ
か
ら
練
習
し
て
お
こ
う
。
末
端
に

結
び
目
を
作
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
」

と
強
調
し
た
。

Ｔ
Ｏ
会
の
C
さ
ん
は
「
懸
垂
下
降
の

セ
カ
ン
ド
と
サ
ー
ド
は
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
の
必
要
は
な
い
。
時
間
が
か
か
り
す

第 5 回

相次いだ事故を受けて、急きょ開催された「懸垂下降の技術検討会・体験
会」（2014 年 12 月 23 日）
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そ
れ
を
打
破
し
て
い
く
方
向
性

に
つ
い
て
で
、
こ
れ
も
安
全
な

登
山
の
教
育
啓
蒙
と
い
う
面
で

は
前
者
と
通
底
し
て
い
る
。

登
山
の
安
全
と
い
う
面
で
は
、

と
に
か
く
「
考
え
て
山
に
入
ろ

う
」
と
強
調
し
て
い
る
。
自
分

は
い
つ
も
“
安
心
”
と
い
っ
た

根
拠
な
き
安
全
神
話
を
捨
て
よ

／
通
り
一
遍
で
は
な
い
計
画
書

作
成
の
重
要
性
／
事
故
発
生
時

の
現
場
即
応
力
、
お
よ
び
組
織

と
し
て
の
救
助
体
制
の
構
築
／

ど
ん
な
山
に
行
く
に
し
て
も
そ

れ
に
見
合
っ
た
必
携
装
備
（
ベ
ー

シ
ッ
ク
ミ
ニ
マ
ム
）
／
リ
ー

ダ
ー
・
メ
ン
バ
ー
、
等
々
多
岐

に
わ
た
る
。

後
者
に
つ
い
て
は
、
登
山
界

の
中
核
を
担
っ
て
き
た
、
い
わ

ゆ
る
伝
統
的
な
形
態
と
し
て
の

山
岳
会
や
統
括
組
織
の
中
心
に

身
を
置
き
、
自
身
の
成
長
が
会

に
も
登
山
界
発
展
に
も
寄
与
し

て
き
た
と
い
う
自
負
も
あ
る
で

あ
ろ
う
著
者
の
現
況
分
析
―
―

本
書
は
、
労
山
内
外
を
問
わ
ず
有

数
の
論
客
で
あ
る
洞
井
孝
雄
さ
ん
が

２
０
１
４
年
か
ら
１８
年
に
か
け
て
本

誌
に
「
私
の
登
山
ワ
タ
シ
と
登
山
―

ど
ん
な
山
が
や
り
た
い
ん
だ
？
」
と

題
し
て
連
載
さ
れ
た
文
章
に
手
を
加

え
て
１
冊
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の

で
、
副
題
的
に
“「
想
像
力
」
を
働

か
せ
な
が
ら
山
に
登
ろ
う
”と
あ
る
。

１
９
５
０
年
生
ま
れ
で
、
大
学
卒

業
後
に
登
山
を
始
め
た
と
い
う
か
ら

登
山
歴
は
ほ
ぼ
半
世
紀
に
わ
た
る
。

論
客
と
先
述
し
た
が
、
岩
も
沢
も

積
雪
期
登
山
も
こ
な
す
オ
ー
ル
ラ
ウ

ン
ダ
ー
で
、
ア
ル
プ
ス
、
ア
ラ
ス

カ
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
と
海
外
登
攀
経
験
も

あ
り
、
そ
の
豊
富
な
知
見
・
実
践
に

裏
打
ち
さ
れ
た
提
言
・
直
言
が
随
所

に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。

と
言
っ
て
も
フ
ィ
ジ
カ
ル
面
で
の

技
術
書
で
は
な
く
、
思
考
的
側
面
に

重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

通
読
す
る
と
、
重
点
の
一
つ
は
、

「
と
に
か
く
山
で
事
故
る
な
よ
！
」

と
い
う
こ
と
。も
う
一
つ
は
登
山
者
、

登
山
界
の
現
況
へ
の
憂
い
（
？
）
と
、

か
つ
て
と
は
大
き
く
変
容
し
た
登
山

界
の
姿
、
例
え
ば
１
人
テ
ン
ト
に
表

さ
れ
る
個
の
主
張
の
増
大
、
ネ
ッ
ト

隆
盛
に
よ
る
情
報
収
集
の
安
直
化
傾

向
。
ま
た
、（
著
者
は
そ
こ
ま
で
言

及
し
て
い
な
い
が
、
会
の
中
で
指
導

者
ク
ラ
ス
に
育
っ
た
人
材
の
流
失
傾

向
を
踏
ま
え
た
う
え
で
の
）
職
業
ガ

イ
ド
と
の
連
携
協
力
、
登
山
行
為
も

政
治
と
無
縁
で
は
い
ら
れ
な
い
こ

と
、
な
ど
旧
来
の
山
岳
組
織
が
こ
の

変
化
・
変
動
に
対
応
し
き
れ
て
い
な

い
現
状
へ
の
改
革
が
訴
え
ら
れ
て
い

る
。著

者
は
長
年
に
わ
た
っ
て
全
国
連

盟
副
会
長
や
愛
知
県
連
の
会
長
・
理

事
長
を
務
め
て
き
た
ほ
か
、
早
く
か

ら
子
供
冒
険
学
校
や
一
般
向
け
登
山

講
座
を
手
が
け
る
な
ど
、
組
織
外

へ
の
教
育
貢
献
に
も
力
を
注
い
で
き

た
。
評
者
の
よ
う
な
“
老
ト
ル
層
”

は
も
と
よ
り
、
岳
界
の
中
核
を
担
う

べ
き
青
壮
年
層
に
こ
そ
著
者
の
訴
え

が
届
く
の
を
願
う
。

（
近
藤
和
美

雪
豹
同
人
／
東
京
）

※掲載価格は税込み

2021 年 8月 1日北岳バットレス（蓮田山の会）

大山（山学山遊会）

2021年新規加盟団体の紹介

誘
い
を
し
た
と
こ
ろ
、
短
期
間
で

７０
歳
前
後
の
７
名
の
仲
間
が
集

ま
り
ま
し
た
。「
雨
具
や
登
山
靴

は
？
」「
ト
レ
ぺ
？

テ
ル
モ
ス
っ

て
何
？
」「
労
山
基
金
？
」
皆
で
一

つ
一
つ
学
ん
で
い
ま
す
。
毎
月
１

回
の
例
会
と
会
山
行
、
他
の
会
と

合
同
山
行
。
体
力
、
筋
力
を
つ
け

る
運
動
も
し
な
が
ら
ケ
ガ
を
し
な

い
で
楽
し
い
登
山
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
写
真
は
昨
年
７
月
三
平
峠

～
尾
瀬
ヶ
原
～
桧
枝
岐
へ
の
初
め

て
の
１
泊
山
行
で
す
。
＊
こ
ぶ
し

の
花
言
葉
…
信
頼

友
情

歓
迎
。

ハ
イ
キ
ン
グ
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ

蓮
田
山
の
会
（
埼
玉
）

①
５
名

②
真
華
丸

③
２
０
２
１
年
５
月

ハ
イ
キ
ン
グ
、
縦
走
登
山
、
雪

山
登
山
、
沢
登
り
、
ア
ル
パ
イ
ン

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
フ
リ
ー
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
、
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、

山
ス
キ
ー
等
の
活
動
を
行
っ
て
い

山
に
学
ん
で
、
山
で
遊
ぶ

山
学
山
遊
会
（
東
京
）

①
２
名

②
高
野
朗

③
２
０
２
１
年
１１
月

「
山
に
学
ん
で
、
山
に
遊
ぶ
」
を

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
季
節
ご
と
に

種
々
の
登
山
を
楽
し
ん
で
ス
ッ
テ

プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
を
実
践

す
る
た
め
の
山
の
会
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

登
山
、ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、沢
登
り
、

雪
山
等
を
季
節
毎
、
行
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

今
は
２
名
の
会
で
す
が
、
私
た

ち
の
思
い
に
共
鳴
し
て
も
ら
え
る

仲
間
を
作
り

な
が
ら
、
共

に
会
を
盛
り

上
げ
て
い
き

た
い
と
考
え

て
お
り
ま

す
。

ま
す
。
代
表
は
、
イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ

ヤ
出
身
で
あ
り
、
イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ

ヤ
で
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
登
山
な

ど
も
企
画
し
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
登
山
、

寄
り
道
温
泉
で
息
長
く
！

山
の
会
こ
ぶ
し
（
東
京
）

①
７
名

②
山
下
紀
子

③
２
０
２
１
年
２
月

コ
ロ
ナ
禍
で
「
外
に
出
ら
れ
ず

運
動
不
足
」「
家
で
転
ん
で
捻
挫
」

等
々
、
地
元
で
高
齢
女
性
達
の
声

が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
石
田
先

生
に
お
願
い
し
２
回
の「
山
筋
ゴ
ー

ゴ
ー
体
操
」
講
習
会
を
終
え
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
に
山
の
会
へ
の
お

①会員数　②代表者　③加盟年月

2020 年加盟は、ゆるパインクラブ（福岡）、彷徨倶楽部関東（山梨）、山風舎（奈良）、じょ
うなん ハイカーズ（東京）、登山技術研究会アルペンブルーメ（東京）、はりま明姫修験ネッ
ト（兵庫）、みやぎトレッキングクラブ（宮城）の計 7 団体。みなさん、宜しくお願いします！
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そ
れ
を
打
破
し
て
い
く
方
向
性

に
つ
い
て
で
、
こ
れ
も
安
全
な

登
山
の
教
育
啓
蒙
と
い
う
面
で

は
前
者
と
通
底
し
て
い
る
。

登
山
の
安
全
と
い
う
面
で
は
、

と
に
か
く
「
考
え
て
山
に
入
ろ

う
」
と
強
調
し
て
い
る
。
自
分

は
い
つ
も
“
安
心
”
と
い
っ
た

根
拠
な
き
安
全
神
話
を
捨
て
よ

／
通
り
一
遍
で
は
な
い
計
画
書

作
成
の
重
要
性
／
事
故
発
生
時

の
現
場
即
応
力
、
お
よ
び
組
織

と
し
て
の
救
助
体
制
の
構
築
／

ど
ん
な
山
に
行
く
に
し
て
も
そ

れ
に
見
合
っ
た
必
携
装
備
（
ベ
ー

シ
ッ
ク
ミ
ニ
マ
ム
）
／
リ
ー

ダ
ー
・
メ
ン
バ
ー
、
等
々
多
岐

に
わ
た
る
。

後
者
に
つ
い
て
は
、
登
山
界

の
中
核
を
担
っ
て
き
た
、
い
わ

ゆ
る
伝
統
的
な
形
態
と
し
て
の

山
岳
会
や
統
括
組
織
の
中
心
に

身
を
置
き
、
自
身
の
成
長
が
会

に
も
登
山
界
発
展
に
も
寄
与
し

て
き
た
と
い
う
自
負
も
あ
る
で

あ
ろ
う
著
者
の
現
況
分
析
―
―

本
書
は
、
労
山
内
外
を
問
わ
ず
有

数
の
論
客
で
あ
る
洞
井
孝
雄
さ
ん
が

２
０
１
４
年
か
ら
１８
年
に
か
け
て
本

誌
に
「
私
の
登
山
ワ
タ
シ
と
登
山
―

ど
ん
な
山
が
や
り
た
い
ん
だ
？
」
と

題
し
て
連
載
さ
れ
た
文
章
に
手
を
加

え
て
１
冊
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の

で
、
副
題
的
に
“「
想
像
力
」
を
働

か
せ
な
が
ら
山
に
登
ろ
う
”と
あ
る
。

１
９
５
０
年
生
ま
れ
で
、
大
学
卒

業
後
に
登
山
を
始
め
た
と
い
う
か
ら

登
山
歴
は
ほ
ぼ
半
世
紀
に
わ
た
る
。

論
客
と
先
述
し
た
が
、
岩
も
沢
も

積
雪
期
登
山
も
こ
な
す
オ
ー
ル
ラ
ウ

ン
ダ
ー
で
、
ア
ル
プ
ス
、
ア
ラ
ス

カ
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
と
海
外
登
攀
経
験
も

あ
り
、
そ
の
豊
富
な
知
見
・
実
践
に

裏
打
ち
さ
れ
た
提
言
・
直
言
が
随
所

に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。

と
言
っ
て
も
フ
ィ
ジ
カ
ル
面
で
の

技
術
書
で
は
な
く
、
思
考
的
側
面
に

重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

通
読
す
る
と
、
重
点
の
一
つ
は
、

「
と
に
か
く
山
で
事
故
る
な
よ
！
」

と
い
う
こ
と
。も
う
一
つ
は
登
山
者
、

登
山
界
の
現
況
へ
の
憂
い
（
？
）
と
、

か
つ
て
と
は
大
き
く
変
容
し
た
登
山

界
の
姿
、
例
え
ば
１
人
テ
ン
ト
に
表

さ
れ
る
個
の
主
張
の
増
大
、
ネ
ッ
ト

隆
盛
に
よ
る
情
報
収
集
の
安
直
化
傾

向
。
ま
た
、（
著
者
は
そ
こ
ま
で
言

及
し
て
い
な
い
が
、
会
の
中
で
指
導

者
ク
ラ
ス
に
育
っ
た
人
材
の
流
失
傾

向
を
踏
ま
え
た
う
え
で
の
）
職
業
ガ

イ
ド
と
の
連
携
協
力
、
登
山
行
為
も

政
治
と
無
縁
で
は
い
ら
れ
な
い
こ

と
、
な
ど
旧
来
の
山
岳
組
織
が
こ
の

変
化
・
変
動
に
対
応
し
き
れ
て
い
な

い
現
状
へ
の
改
革
が
訴
え
ら
れ
て
い

る
。著

者
は
長
年
に
わ
た
っ
て
全
国
連

盟
副
会
長
や
愛
知
県
連
の
会
長
・
理

事
長
を
務
め
て
き
た
ほ
か
、
早
く
か

ら
子
供
冒
険
学
校
や
一
般
向
け
登
山

講
座
を
手
が
け
る
な
ど
、
組
織
外

へ
の
教
育
貢
献
に
も
力
を
注
い
で
き

た
。
評
者
の
よ
う
な
“
老
ト
ル
層
”

は
も
と
よ
り
、
岳
界
の
中
核
を
担
う

べ
き
青
壮
年
層
に
こ
そ
著
者
の
訴
え

が
届
く
の
を
願
う
。

（
近
藤
和
美

雪
豹
同
人
／
東
京
）

※掲載価格は税込み

2021 年 8月 1日北岳バットレス（蓮田山の会）

大山（山学山遊会）

2021年新規加盟団体の紹介

誘
い
を
し
た
と
こ
ろ
、
短
期
間
で

７０
歳
前
後
の
７
名
の
仲
間
が
集

ま
り
ま
し
た
。「
雨
具
や
登
山
靴

は
？
」「
ト
レ
ぺ
？

テ
ル
モ
ス
っ

て
何
？
」「
労
山
基
金
？
」
皆
で
一

つ
一
つ
学
ん
で
い
ま
す
。
毎
月
１

回
の
例
会
と
会
山
行
、
他
の
会
と

合
同
山
行
。
体
力
、
筋
力
を
つ
け

る
運
動
も
し
な
が
ら
ケ
ガ
を
し
な

い
で
楽
し
い
登
山
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
写
真
は
昨
年
７
月
三
平
峠

～
尾
瀬
ヶ
原
～
桧
枝
岐
へ
の
初
め

て
の
１
泊
山
行
で
す
。
＊
こ
ぶ
し

の
花
言
葉
…
信
頼

友
情

歓
迎
。

ハ
イ
キ
ン
グ
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ

蓮
田
山
の
会
（
埼
玉
）

①
５
名

②
真
華
丸

③
２
０
２
１
年
５
月

ハ
イ
キ
ン
グ
、
縦
走
登
山
、
雪

山
登
山
、
沢
登
り
、
ア
ル
パ
イ
ン

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
フ
リ
ー
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
、
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、

山
ス
キ
ー
等
の
活
動
を
行
っ
て
い

山
に
学
ん
で
、
山
で
遊
ぶ

山
学
山
遊
会
（
東
京
）

①
２
名

②
高
野
朗

③
２
０
２
１
年
１１
月

「
山
に
学
ん
で
、
山
に
遊
ぶ
」
を

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
季
節
ご
と
に

種
々
の
登
山
を
楽
し
ん
で
ス
ッ
テ

プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
を
実
践

す
る
た
め
の
山
の
会
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

登
山
、ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、沢
登
り
、

雪
山
等
を
季
節
毎
、
行
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

今
は
２
名
の
会
で
す
が
、
私
た

ち
の
思
い
に
共
鳴
し
て
も
ら
え
る

仲
間
を
作
り

な
が
ら
、
共

に
会
を
盛
り

上
げ
て
い
き

た
い
と
考
え

て
お
り
ま

す
。

ま
す
。
代
表
は
、
イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ

ヤ
出
身
で
あ
り
、
イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ

ヤ
で
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
登
山
な

ど
も
企
画
し
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
登
山
、

寄
り
道
温
泉
で
息
長
く
！
　

山
の
会
こ
ぶ
し
（
東
京
）

①
７
名

②
山
下
紀
子

③
２
０
２
１
年
２
月

コ
ロ
ナ
禍
で
「
外
に
出
ら
れ
ず

運
動
不
足
」「
家
で
転
ん
で
捻
挫
」

等
々
、
地
元
で
高
齢
女
性
達
の
声

が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
石
田
先

生
に
お
願
い
し
２
回
の「
山
筋
ゴ
ー

ゴ
ー
体
操
」
講
習
会
を
終
え
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
に
山
の
会
へ
の
お

①会員数　②代表者　③加盟年月

2020 年加盟は、ゆるパインクラブ（福岡）、彷徨倶楽部関東（山梨）、山風舎（奈良）、じょ
うなん ハイカーズ（東京）、登山技術研究会アルペンブルーメ（東京）、はりま明姫修験ネッ
ト（兵庫）、みやぎトレッキングクラブ（宮城）の計 7 団体。みなさん、宜しくお願いします！
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記念誌

全
国
連
盟
に
送
っ
て
い
た
だ
い
た
加
盟
団
体

の
機
関
誌
の
中
か
ら
、
２
０
２
１
年
発
行
の

記
念
誌
を
紹
介
す
る
。

２0
周
年
記
念
誌

山
を
愛
し
、
自
然
を
愛
し
、

仲
間
を
大
切
に
！

北
摂
山
の
会
／
兵
庫

２
０
２
１
年
９
月
５
日
発
行

　

７０
ペ
ー
ジ
余
り
の
カ
ラ
ー
版
。
２０
年

間
の
山
域
別
山
行
記
録
、
記
念
事
業
と

し
て
１１
コ
ー
ス
に
わ
た
っ
て
歩
き
通
し

た
「
北
摂
ト
レ
イ
ル
踏
査
山
行
記
録
」、

４７
名
の
会
員
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
思
い
出
の

写
真
と
内
容
が
満
載
。

　
「
地
域
に
根
ざ
し
た
北
摂
ト
レ
イ
ル
の

開
拓
は
地
域
に
一
定
の
貢
献
を
し
た
」

「
入
っ
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
会
づ
く
り

を
今
後
も
」と
語
る
藤
原
稔
彦
会
長
。「
ア

イ
ゼ
ン
？　

ピ
ッ
ケ
ル
？　

冬
山
に
行

く
の
？
」
と
入
会
時
に
冬
山
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
た
根
岸
圭
子
さ
ん
、
当
時
の

失
敗
談
を
会
員
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
。
最
後

れ
て
い
る
。全
１
１
６
ペ
ー
ジ
・
Ａ
４
判
。

（
橋
口
）

創
立
５0
周
年
記
念
誌

５0
ｔ
ｈ

大
垣
勤
労
者
山
岳
会
／
岐
阜

２
０
２
１
年
１１
月
吉
日
発
行

１
４
０
ペ
ー
ジ
余
り
カ
ラ
ー
版
の
５０

周
年
誌
。
１
９
８
１
年
～
２
０
２
０
年

の
会
山
行
の
写
真
が
４０
ペ
ー
ジ
余
り
を

埋
め
尽
く
す
。
さ
ら
に
５５
名
の
会
員
の

顔
写
真
付
き
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
若
手
会

員
の
安
田
望
さ
ん
、「
山
登
り
は
私
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
」
と
。
高
齢
会
員
の
大
井

義
則
さ
ん
、「
こ
の
身
が
枯
れ
果
て
る
ま

で
山
に
登
っ
て
い
た
い
が･････

身
の

程
に
あ
っ
た
付
き
合
い
で
我
慢
し
よ
う
」

と
自
戒
の
弁
。
発
足
当
時
に
つ
い
て「
大

垣
に
は
紡
績
工
場
で
働
く
若
い
女
性
が

入
会
し
、
そ
れ
に
つ
ら
れ
て
？

若
い

男
性
も
入
会
。
結
婚
し
た
カ
ッ
プ
ル
が

１０
組
も
生
ま
れ
た
。」
と
巻
頭
言
で
棚
橋

久
明
会
長
は
語
り
、
さ
ら
に
「
今
ま
で

気
持
ち
が
良
い
仲
間
と
山
行
で
き
た
の

が
嬉
し
い
」
と
振
り
返
る
。
２０
年
近
く

県
連
盟
役
員
を
や
り
、
現
在
県
連
盟
理

に「
こ
の
会
に
入
会
し
て
本
当
に
良
か
っ

た
」
と
述
懐
す
る
。
又
、
７５
歳
の
新
入

会
員
・
治
郎
丸
吉
生
さ
ん
は
「
あ
と
３

～
４
年
が
勝
負
の
年
、
会
の
皆
さ
ん
の

力
を
借
り
て
頑
張
り
た
い
」
と
。
暖
か

い
山
人
の
心
が
あ
ふ
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
あ
る
。

（
田
上
）

創
立
40
周
年
記
念
誌　

雪
稜
Ⅳ

比
良
雪
稜
会
／
滋
賀

２
０
２
１
年
９
月
１
日
発
行

　

滋
賀
県
連
盟
の
中
心
的
役
割
を
果
た

す
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
比
良

山
系
の
水
質
調
査
を
始
め
と
し
て
福
井

原
発
の
影
響
下
で
の
放
射
能
汚
染
測
定

な
ど
に
取
り
組
み
、
自
然
保
護
活
動
、

地
域
に
根
ざ
し
た
山
岳
会
と
し
て
の
恒

例
行
事
、
公
開
「
野
点
山
行
」、
小
学
校

の
登
山
サ
ポ
ー
ト
等
を
丁
寧
に
再
評
価

事
長
の
長
沢
近
房
さ
ん
、「
１
９
７
０
年

大
垣
労
山
誕
生
で
県
連
盟
が
設
立
さ
れ

た
」
と
そ
の
存
在
感
を
語
り
、
創
立
翌

年
に
創
刊
さ
れ
た
会
報
「
滝
つ
ぼ
」
が

毎
月
発
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
称
賛
。

そ
の
他
、
ラ
ン
タ
ン
ヒ
マ
ー
ル
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
・
登
山
（
ツ
ェ
ル
ゴ
リ

４
９
８
６
ｍ
他
）
な
ど
の
記
録
も
あ
る
。

（
田
上
）

守
ろ
う
！

平
和
と
緑

甲
山
労
山
の
５0
年

（
１
９
７
１
年
～
２
０
２
１
年
）

甲
山
勤
労
者
山
岳
会
／
兵
庫

２
０
２
１
年
１２
月
１２
日
発
行

西
宮
市
を
拠
点
と
す
る
甲
山
山
岳
会
、

過
去
３０
周
年
に
記
念
誌
出
版
の
予
定
が

果
た
さ
れ
ず
、今
回
初
の
記
念
誌
と
な
っ

た
。
結
成
当
時
の
会
員
数
人
を
含
め
て

８０
数
名
の
会
で
あ
る
。
記
念
誌
は
山
行

の
思
い
出
だ
け
で
な
く
、
登
山
バ
ス
、

六
甲
山
縦
走
、
自
然
保
護
活
動
、
平
和
・

文
化
活
動
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
な

ど
の
取
り
組
み
や
機
関
誌
作
成
や
Ｈ
Ｐ

開
設
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
て

し
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
停
滞
状
況
の
中
で
山

行
と
会
運
営
の
困
難
を
の
り
こ
え
、
創

立
４０
周
年
記
念
事
業
計
画
を
推
進
し
、

２
０
１
７
年
か
ら
取
り
組
ま
れ
た
「
南

ア
ル
プ
ス
大
縦
走
・
踏
破
」、「
滋
賀
の

山
４０
座
」、
ス
イ
ス
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
記

念
T
シ
ャ
ツ
の
作
成
、
記
念
行
事
企
画

等
な
ど
を
成
功
裏
に
無
事
終
え
る
こ
と

が
で
き
た
と
報
告
。
ま
た
会
報
「
ぶ
な
」

は
５
０
８
号
ま
で
の
発
行
を
記
録
し
て

い
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
記
念
誌
の
体
裁
は
、
各
会
か

ら
の
祝
賀
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
は
じ
め
、「
み

ん
な
の
ペ
ー
ジ
」
は
会
員
、
会
友
の
４０

周
年
寄
稿
文
。「
滋
賀
４０
座
」
山
行
報

告
。「
４０
年
の
歩
み
」
の
項
目
は
、
１０
年

区
切
り
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

２
０
１
０
年
７
月
～
２
０
２
０
年
１
月

ま
で
の
活
動
記
録
と
し
て
収
録
。
会
員

の
イ
ラ
ス
ト
な
ど
編
纂
の
努
力
が
込
め

ら
れ
た
記
念
誌
で
あ
る
。全
１
９
３
ペ
ー

ジ
・
Ｂ
５
判
。

（
橋
口
）

創
立
２0
周
年
記
念
誌　

翠み
ど
り

の
か
ぜ

ま
つ
ど
山
翠
会
／
千
葉

２
０
２
１
年
１１
月
発
行

　

地
域
に
根
ざ
し
た
山
の
会
と
し

て
、（
１
９
８
２
年
）
松
戸
山
の
会
・

（
２
０
０
３
年
）
シ
リ
ウ
ス
☆
山
の
会
を

経
て
、
分
離
独
立
。
２
０
０
１
年
１
月

い
る
。

第
１
章
の
創
立
期
で
は
、
今
日
ま
で

事
務
所
の
家
賃
延
滞
で
困
窮
し
た
こ
と

や
阪
神
大
震
災
に
よ
る
事
務
所
の
再
開

に
向
け
た
活
動
な
ど
会
の
存
続
が
危
ぶ

ま
れ
た
危
機
を
乗
り
越
え
て
き
た
こ
と

が
綴
ら
れ
て
い
る
。
第
５
章
の
機
関
誌

の
変
遷
で
は
、会
の
歩
み
を
機
関
誌
「
山

小
屋
＆
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ
」
に
基
づ

い
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
甲
山
労

山
の
当
時
の
様
子
が
甦
っ
て
く
る
よ
う

で
あ
る
。
ま
た
記
念
誌
全
体
を
見
る
と
、

に
「
ま
つ
ど
山
友
会
」
～
２
０
０
３
年

４
月
「
ま
つ
ど
山
翠
会
」
と
し
て
発
足
。

様
々
な
過
程
を
得
て
創
立
２０
周
年
を
迎

え
た
。
こ
の
２
年
、
コ
ロ
ナ
禍
で
山
行

活
動
の
自
粛
な
ど
多
く
の
困
難
が
生
じ

た
が
、
会
員
の
努
力
も
あ
り
、
記
念
誌

発
行
と
連
動
し
た
記
念
山
行
の
実
施
な

ど
、
会
活
動
の
絆
が
失
わ
れ
ず
活
発
化

に
至
っ
て
い
る
。

　

ペ
ー
ジ
建
て
は
、
６
項
目
の
構
成
で

編
集
さ
れ
て
い
る
。
２０
年
の
会
の
歩
み
、

写
真
で
綴
る
山
行
活
動
、
全
会
員
の
投

稿
・
手
記
、
会
員
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
２０

年
の
山
行
活
動
一
覧
、
会
の
運
営
資
料

等
。

　

特
に
会
運
営
上
で
印
象
的
な
の
は
、

会
員
の
入
会
動
機
（
媒
体
）
の
き
っ
か

け
に
つ
い
て
、
市
広
報
掲
載
で
継
続
し

て
い
る
公
募
ハ
イ
キ
ン
グ
や
、
Ｈ
Ｐ
ア

ク
セ
ス
、
会
員
か
ら
の
紹
介
が
８０
％
を

占
め
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
入
会
者
を

増
や
す
こ
と
が
会
の
高
齢
化
を
防
ぎ
、

世
代
交
代
を
促
し
て
い
る
こ
と
な
ど
教

訓
的
だ
。
今
後
の
課
題
と
展
望
に
も
触

会
を
２０
年
以
上
に
わ
た
っ
て
支
え
て
き
た

会
員
の
方
の
寄
稿
文
を
機
関
誌
か
ら
抜
粋

し
て
掲
載
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ

る
な
ど
に
貢
献
者
を
称
え
る
配
慮
が
見
て

取
れ
る
。
北
ア
ル
プ
ス
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山

行
活
動
だ
け
で
な
く
、
社
会
に
目
を
向
け

た
自
然
保
護
活
動
や
平
和
・
文
化
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
記

念
誌
で
あ
る
。
全
１
４
８
ペ
ー
ジ
・
Ｂ
５

判
。

（
今
野
）

NPO 法人日本ヒマラヤン・アドベンチャー・
トラスト（HAT-J）は 2021 年をもって解散
するに至ったということもあり、会員一人が
HAT-J を支え活動したという事実や実績を後世
に残しておきたいという会員の寄稿集である。
38 名からの寄稿集であるが、会員の汗と力がこ
の記念誌に詰まっている。

HAT-J は、1980 年代に山岳自然保護活動が
国際的に高まり、国際山岳連盟がカトマンズ宣言を採択したのを受
けて、1990 年に田部井淳子を代表に迎え「山岳自然環境の取組み」
を専門に設立された組織である。
　寄稿文を見てみよう。長らく会の中心となって支えたＩ氏は、日
本国内の清掃登山に触れてアジア各国の高校生と交流をしながら清
掃登山を行なったこと、ネパールのある村ではエベレスト街道沿い
に焼却炉を設置しゴミの分別処理を徹底してきたこと、またエベレ
スト街道へのリンゴ植樹運動にも触れられている。田部井代表が力
を入れたのは、東日本大震災への被災者に対する東北プロジェクト
である。避難者を裏磐梯や富士山に連れて行き緑の中を歩き元気づ
ける活動が紹介されている。全 136 ページ・A5 判。 （今野）

創立 30 周年記念誌
はっとぢぇい
特定非営利活動法人日本ヒマラヤン・アドベンチャー・トラスト

2021 年 9 月 8 日発行

番外編
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記念誌

全
国
連
盟
に
送
っ
て
い
た
だ
い
た
加
盟
団
体

の
機
関
誌
の
中
か
ら
、
２
０
２
１
年
発
行
の

記
念
誌
を
紹
介
す
る
。

２0
周
年
記
念
誌

山
を
愛
し
、
自
然
を
愛
し
、

仲
間
を
大
切
に
！

北
摂
山
の
会
／
兵
庫

２
０
２
１
年
９
月
５
日
発
行

７０
ペ
ー
ジ
余
り
の
カ
ラ
ー
版
。
２０
年

間
の
山
域
別
山
行
記
録
、
記
念
事
業
と

し
て
１１
コ
ー
ス
に
わ
た
っ
て
歩
き
通
し

た
「
北
摂
ト
レ
イ
ル
踏
査
山
行
記
録
」、

４７
名
の
会
員
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
思
い
出
の

写
真
と
内
容
が
満
載
。

「
地
域
に
根
ざ
し
た
北
摂
ト
レ
イ
ル
の

開
拓
は
地
域
に
一
定
の
貢
献
を
し
た
」

「
入
っ
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
会
づ
く
り

を
今
後
も
」と
語
る
藤
原
稔
彦
会
長
。「
ア

イ
ゼ
ン
？　

ピ
ッ
ケ
ル
？　

冬
山
に
行

く
の
？
」
と
入
会
時
に
冬
山
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
た
根
岸
圭
子
さ
ん
、
当
時
の

失
敗
談
を
会
員
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
。
最
後

れ
て
い
る
。全
１
１
６
ペ
ー
ジ
・
Ａ
４
判
。

（
橋
口
）

創
立
５0
周
年
記
念
誌　

５0
ｔ
ｈ

大
垣
勤
労
者
山
岳
会
／
岐
阜

２
０
２
１
年
１１
月
吉
日
発
行

　

１
４
０
ペ
ー
ジ
余
り
カ
ラ
ー
版
の
５０

周
年
誌
。
１
９
８
１
年
～
２
０
２
０
年

の
会
山
行
の
写
真
が
４０
ペ
ー
ジ
余
り
を

埋
め
尽
く
す
。
さ
ら
に
５５
名
の
会
員
の

顔
写
真
付
き
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
若
手
会

員
の
安
田
望
さ
ん
、「
山
登
り
は
私
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
」
と
。
高
齢
会
員
の
大
井

義
則
さ
ん
、「
こ
の
身
が
枯
れ
果
て
る
ま

で
山
に
登
っ
て
い
た
い
が･････

身
の

程
に
あ
っ
た
付
き
合
い
で
我
慢
し
よ
う
」

と
自
戒
の
弁
。
発
足
当
時
に
つ
い
て「
大

垣
に
は
紡
績
工
場
で
働
く
若
い
女
性
が

入
会
し
、
そ
れ
に
つ
ら
れ
て
？　

若
い

男
性
も
入
会
。
結
婚
し
た
カ
ッ
プ
ル
が

１０
組
も
生
ま
れ
た
。」
と
巻
頭
言
で
棚
橋

久
明
会
長
は
語
り
、
さ
ら
に
「
今
ま
で

気
持
ち
が
良
い
仲
間
と
山
行
で
き
た
の

が
嬉
し
い
」
と
振
り
返
る
。
２０
年
近
く

県
連
盟
役
員
を
や
り
、
現
在
県
連
盟
理

に「
こ
の
会
に
入
会
し
て
本
当
に
良
か
っ

た
」
と
述
懐
す
る
。
又
、
７５
歳
の
新
入

会
員
・
治
郎
丸
吉
生
さ
ん
は
「
あ
と
３

～
４
年
が
勝
負
の
年
、
会
の
皆
さ
ん
の

力
を
借
り
て
頑
張
り
た
い
」
と
。
暖
か

い
山
人
の
心
が
あ
ふ
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
あ
る
。

（
田
上
）

創
立
40
周
年
記
念
誌

雪
稜
Ⅳ

比
良
雪
稜
会
／
滋
賀

２
０
２
１
年
９
月
１
日
発
行

滋
賀
県
連
盟
の
中
心
的
役
割
を
果
た

す
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
比
良

山
系
の
水
質
調
査
を
始
め
と
し
て
福
井

原
発
の
影
響
下
で
の
放
射
能
汚
染
測
定

な
ど
に
取
り
組
み
、
自
然
保
護
活
動
、

地
域
に
根
ざ
し
た
山
岳
会
と
し
て
の
恒

例
行
事
、
公
開
「
野
点
山
行
」、
小
学
校

の
登
山
サ
ポ
ー
ト
等
を
丁
寧
に
再
評
価

事
長
の
長
沢
近
房
さ
ん
、「
１
９
７
０
年

大
垣
労
山
誕
生
で
県
連
盟
が
設
立
さ
れ

た
」
と
そ
の
存
在
感
を
語
り
、
創
立
翌

年
に
創
刊
さ
れ
た
会
報
「
滝
つ
ぼ
」
が

毎
月
発
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
称
賛
。

　

そ
の
他
、
ラ
ン
タ
ン
ヒ
マ
ー
ル
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
・
登
山
（
ツ
ェ
ル
ゴ
リ

４
９
８
６
ｍ
他
）
な
ど
の
記
録
も
あ
る
。

（
田
上
）

守
ろ
う
！　

平
和
と
緑

甲
山
労
山
の
５0
年

（
１
９
７
１
年
～
２
０
２
１
年
）

甲
山
勤
労
者
山
岳
会
／
兵
庫

２
０
２
１
年
１２
月
１２
日
発
行

　

西
宮
市
を
拠
点
と
す
る
甲
山
山
岳
会
、

過
去
３０
周
年
に
記
念
誌
出
版
の
予
定
が

果
た
さ
れ
ず
、今
回
初
の
記
念
誌
と
な
っ

た
。
結
成
当
時
の
会
員
数
人
を
含
め
て

８０
数
名
の
会
で
あ
る
。
記
念
誌
は
山
行

の
思
い
出
だ
け
で
な
く
、
登
山
バ
ス
、

六
甲
山
縦
走
、
自
然
保
護
活
動
、
平
和
・

文
化
活
動
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
な

ど
の
取
り
組
み
や
機
関
誌
作
成
や
Ｈ
Ｐ

開
設
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
て

し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
停
滞
状
況
の
中
で
山

行
と
会
運
営
の
困
難
を
の
り
こ
え
、
創

立
４０
周
年
記
念
事
業
計
画
を
推
進
し
、

２
０
１
７
年
か
ら
取
り
組
ま
れ
た
「
南

ア
ル
プ
ス
大
縦
走
・
踏
破
」、「
滋
賀
の

山
４０
座
」、
ス
イ
ス
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
記

念
T
シ
ャ
ツ
の
作
成
、
記
念
行
事
企
画

等
な
ど
を
成
功
裏
に
無
事
終
え
る
こ
と

が
で
き
た
と
報
告
。
ま
た
会
報
「
ぶ
な
」

は
５
０
８
号
ま
で
の
発
行
を
記
録
し
て

い
る
と
い
う
。

ま
た
、
記
念
誌
の
体
裁
は
、
各
会
か

ら
の
祝
賀
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
は
じ
め
、「
み

ん
な
の
ペ
ー
ジ
」
は
会
員
、
会
友
の
４０

周
年
寄
稿
文
。「
滋
賀
４０
座
」
山
行
報

告
。「
４０
年
の
歩
み
」
の
項
目
は
、
１０
年

区
切
り
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

２
０
１
０
年
７
月
～
２
０
２
０
年
１
月

ま
で
の
活
動
記
録
と
し
て
収
録
。
会
員

の
イ
ラ
ス
ト
な
ど
編
纂
の
努
力
が
込
め

ら
れ
た
記
念
誌
で
あ
る
。全
１
９
３
ペ
ー

ジ
・
Ｂ
５
判
。

（
橋
口
）

創
立
２0
周
年
記
念
誌

翠み
ど
り

の
か
ぜ

ま
つ
ど
山
翠
会
／
千
葉

２
０
２
１
年
１１
月
発
行

地
域
に
根
ざ
し
た
山
の
会
と
し

て
、（
１
９
８
２
年
）
松
戸
山
の
会
・

（
２
０
０
３
年
）
シ
リ
ウ
ス
☆
山
の
会
を

経
て
、
分
離
独
立
。
２
０
０
１
年
１
月

い
る
。

　

第
１
章
の
創
立
期
で
は
、
今
日
ま
で

事
務
所
の
家
賃
延
滞
で
困
窮
し
た
こ
と

や
阪
神
大
震
災
に
よ
る
事
務
所
の
再
開

に
向
け
た
活
動
な
ど
会
の
存
続
が
危
ぶ

ま
れ
た
危
機
を
乗
り
越
え
て
き
た
こ
と

が
綴
ら
れ
て
い
る
。
第
５
章
の
機
関
誌

の
変
遷
で
は
、会
の
歩
み
を
機
関
誌
「
山

小
屋
＆
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ
」
に
基
づ

い
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
甲
山
労

山
の
当
時
の
様
子
が
甦
っ
て
く
る
よ
う

で
あ
る
。
ま
た
記
念
誌
全
体
を
見
る
と
、

に
「
ま
つ
ど
山
友
会
」
～
２
０
０
３
年

４
月
「
ま
つ
ど
山
翠
会
」
と
し
て
発
足
。

様
々
な
過
程
を
得
て
創
立
２０
周
年
を
迎

え
た
。
こ
の
２
年
、
コ
ロ
ナ
禍
で
山
行

活
動
の
自
粛
な
ど
多
く
の
困
難
が
生
じ

た
が
、
会
員
の
努
力
も
あ
り
、
記
念
誌

発
行
と
連
動
し
た
記
念
山
行
の
実
施
な

ど
、
会
活
動
の
絆
が
失
わ
れ
ず
活
発
化

に
至
っ
て
い
る
。

ペ
ー
ジ
建
て
は
、
６
項
目
の
構
成
で

編
集
さ
れ
て
い
る
。
２０
年
の
会
の
歩
み
、

写
真
で
綴
る
山
行
活
動
、
全
会
員
の
投

稿
・
手
記
、
会
員
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
２０

年
の
山
行
活
動
一
覧
、
会
の
運
営
資
料

等
。特

に
会
運
営
上
で
印
象
的
な
の
は
、

会
員
の
入
会
動
機
（
媒
体
）
の
き
っ
か

け
に
つ
い
て
、
市
広
報
掲
載
で
継
続
し

て
い
る
公
募
ハ
イ
キ
ン
グ
や
、
Ｈ
Ｐ
ア

ク
セ
ス
、
会
員
か
ら
の
紹
介
が
８０
％
を

占
め
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
入
会
者
を

増
や
す
こ
と
が
会
の
高
齢
化
を
防
ぎ
、

世
代
交
代
を
促
し
て
い
る
こ
と
な
ど
教

訓
的
だ
。
今
後
の
課
題
と
展
望
に
も
触

会
を
２０
年
以
上
に
わ
た
っ
て
支
え
て
き
た

会
員
の
方
の
寄
稿
文
を
機
関
誌
か
ら
抜
粋

し
て
掲
載
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ

る
な
ど
に
貢
献
者
を
称
え
る
配
慮
が
見
て

取
れ
る
。
北
ア
ル
プ
ス
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山

行
活
動
だ
け
で
な
く
、
社
会
に
目
を
向
け

た
自
然
保
護
活
動
や
平
和
・
文
化
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
記

念
誌
で
あ
る
。
全
１
４
８
ペ
ー
ジ
・
Ｂ
５

判
。

（
今
野
）

　NPO 法人日本ヒマラヤン・アドベンチャー・
トラスト（HAT-J）は 2021 年をもって解散
するに至ったということもあり、会員一人が
HAT-J を支え活動したという事実や実績を後世
に残しておきたいという会員の寄稿集である。
38 名からの寄稿集であるが、会員の汗と力がこ
の記念誌に詰まっている。
　HAT-J は、1980 年代に山岳自然保護活動が

国際的に高まり、国際山岳連盟がカトマンズ宣言を採択したのを受
けて、1990 年に田部井淳子を代表に迎え「山岳自然環境の取組み」
を専門に設立された組織である。
　寄稿文を見てみよう。長らく会の中心となって支えたＩ氏は、日
本国内の清掃登山に触れてアジア各国の高校生と交流をしながら清
掃登山を行なったこと、ネパールのある村ではエベレスト街道沿い
に焼却炉を設置しゴミの分別処理を徹底してきたこと、またエベレ
スト街道へのリンゴ植樹運動にも触れられている。田部井代表が力
を入れたのは、東日本大震災への被災者に対する東北プロジェクト
である。避難者を裏磐梯や富士山に連れて行き緑の中を歩き元気づ
ける活動が紹介されている。全 136 ページ・A5 判。　　　　　（今野）

創立 30 周年記念誌
はっとぢぇい
特定非営利活動法人日本ヒマラヤン・アドベンチャー・トラスト

2021 年 9 月 8 日発行

番外編
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○
労
山
基
金
運
営
委
員
会

労
山
基
金
申
請
の
簡
略
化
に
つ
い
て

「
労
山
基
金
」
の
各
種
登
録
申
請
と

事
故
一
報
の
提
出
に
あ
た
っ
て
は
、
全

国
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
書
類

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
記
入
し
た
後
、

メ
ー
ル
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
運
営
委
員
会
に
送
付
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。

一
方
、
交
付
申
請
の
提
出
書
類
は
、

原
則
と
し
て
郵
送
に
よ
る
「
原
本
」
の

提
出
を
お
願
い
し
て
き
た
。
運
営
委
員

会
で
は
こ
の
方
法
を
あ
ら
た
め
て
２
０

２
１
年
か
ら
コ
ピ
ー
の
提
出
で
も
可
能

と
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
原
本
の
提
出
は

必
要
な
く
な
っ
た
の
で
、
メ
ー
ル
添
付

で
の
送
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
基

金
担
当
者
の
業
務
が
簡
素
化
さ
れ
た
。

今
後
、
各
会
・
ク
ラ
ブ
の
基
金
担
当
者

は
、
交
付
申
請
書
（
※
１
）
と
各
種
添

付
書
類
（
※
２
）
を
ス
キ
ャ
ン
・
Ｐ
Ｄ

Ｆ
化
し
て
地
方
連
盟
代
表
者
に
メ
ー
ル

で
送
る
こ
と
が
で
き
、
確
認
後
に
基
金

担
当
者
に
戻
さ
れ
た
書
類
を
基
金
運
営

委
員
会
に
提
出
書
類
と
し
て
メ
ー
ル
で

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

こ
の
よ
う
に
交
付
申
請
書
の
提
出
の

簡
略
化
を
図
っ
た
が
、
さ
ら
に
手
続
き

業
務
の
簡
略
化
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進

め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

※
１　

運
営
委
員
会
よ
り
送
付
さ
れ
た
交
付
申
請

書
：
所
属
団
体
代
表
者
及
び
地
方
連
盟
代

表
者
の
記
名
と
確
認
印
が
あ
る
も
の

※
２　

添
付
書
類
：
入
通
院
証
明
書
又
は
入
通
院

治
療
時
の
領
収
書
、
人
工
壁
の
事
故
確
認

書
、救
助
・
捜
索
費
用
を
証
明
す
る
領
収
書
・

捜
索
費
用
の
明
細
な
ど

（
陶
山
正
／
労
山
基
金
運
営
委
員
）

雪
期
６
名
、
登
攀
３
名
、
人
工
壁
２
名
。

登
攀
事
故
で
は
、
１
ピ
ン
目
の
ク

リ
ッ
プ
が
出
来
ず
グ
ラ
ウ
ン
ド
フ
ォ
ー

ル
や
足
場
の
崩
落
で
カ
ム
に
ク
リ
ッ
プ

出
来
ず
４
ｍ
程
転
落
す
る
事
例
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。
登
攀
能
力
と
技
術
不
足

も
考
え
ら
れ
る
。
無
理
せ
ず
慎
重
な
行

動
で
回
避
で
き
る
事
故
だ
と
考
え
て
い

る
。凍

傷
に
よ
る
事
例
が
３
件
報
告
さ
れ

て
い
る
。
下
山
後
、
凍
傷
に
気
付
い
た

事
例
が
あ
る
が
、
下
山
中
は
常
に
手
や

足
の
感
覚
を
意
識
し
、
手
袋
の
交
換
や

指
の
状
況
を
確
認
す
る
事
が
大
切
で
あ

る
。
凍
傷
は
「
危
険
に
気
付
け
な
い
」

と
い
う
要
因
が
大
き
い
。

下
山
時
・
下
降
時
の
事
故
は
１０
名
。

何
れ
も
転
倒
や
体
勢
を
崩
し
て
事
故
に

繋
が
っ
て
い
る
。
下
山
中
、
車
道
の
中

央
分
離
帯
に
躓
く
と
い
う
事
例
は
、
不

注
意
が
主
な
要
因
で
あ
り
周
囲
の
状
況

に
注
意
し
慎
重
な
行
動
を
常
に
心
掛
け

る
事
が
大
切
で
あ
る
。

（
石
川
昌
／
全
国
遭
難
対
策
部
長
）

※
事
故
一
報
の
一
覧
表
は
次
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

（
久
保
典
子
／
組
織
部
長
）

○
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
推
進
委
員
会

毎
月
待
ち
遠
し
い
楽
し
い
委
員
会

１
月
が
今
期
最
後
の
委
員
会
で
あ
っ

た
。
反
省
と
こ
れ
か
ら
の
展
望
と
い
う

こ
と
で
、
色
々
と
活
発
な
意
見
が
出
た
。

２
月
に
委
員
会
は
行
わ
な
い
の
で
総
会

で
役
員
の
任
期
が
終
わ
る
こ
と
を
再
度

報
告
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
１２
月
委
員

会
で
も
理
事
会
報
告
と
し
て
お
知
ら
せ

し
た
が
、
な
か
な
か
理
解
し
づ
ら
い
委

員
も
い
る
。

全
国
連
盟
の
役
員
の
任
期
は
規
約
第

１９
条
で
「
役
員
の
任
期
は
２
年
と
し
、

改
選
は
総
会
で
行
う
」
と
し
て
い
る
。

役
員
は
誰
も
が
自
分
の
２
年
間
の
任
期

活
動
を
振
り
返
り
、
考
え
る
期
間
で
も

あ
り
、
役
員
選
考
委
員
会
の
選
考
過
程

も
受
け
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
だ
と
思
う
。
労
山
の
発
展
の
た
め

に
、
先
人
た
ち
が
残
し
て
く
れ
た
「
知

恵
の
塊
」
が
規
約
に
あ
る
こ
と
を
つ
く

づ
く
感
じ
る
。

第
３５
期
定
期
総
会
後
の
「
山
筋
ゴ
ー

ゴ
ー
体
操
推
進
委
員
会
」
が
、
総
会
決

議
に
沿
っ
て
、
理
事
会
了
承
の
下
、
今

期
以
上
に
創
造
性
に
あ
ふ
れ
た
活
動

を
、
労
山
の
全
会
員
に
寄
り
添
い
、
会

員
の
た
め
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
願

う
。

（
久
保
典
子
／
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
推
進
委
員
長
）

○
遭
難
対
策
部

凍
傷
事
故
に
注
意
を

１２
月
２
日
か
ら
１
月
５
日
ま
で
に
届

い
た
事
故
一
報
は
２０
件
２０
名
。

７
名
が
転
倒
（
無
雪
期
５
名
、
積
雪

期
２
名
）。
転
倒
は
し
な
か
っ
た
が
バ

ラ
ン
ス
を
崩
し
て
足
を
捻
る
手
を
付
く

「
体
勢
」
が
５
名
（
無
雪
期
３
名
、
積

雪
期
と
登
攀
が
各
１
名
）。
転
落
が
３

名
（
無
雪
期
１
名
、
登
攀
１
名
、
人
工

壁
１
名
）。
滑
落
が
２
名
（
登
攀
１
名
、

人
工
壁
１
名
）。

男
性
１０
名
、
女
性
１０
名
。

所
属
連
盟
は
、
神
奈
川
・
京
都
・
兵

庫
が
各
２
名
、
道
央
・
茨
城
・
群
馬
・

埼
玉
・
千
葉
・
富
山
・
石
川
・
静
岡
・

愛
知
・
大
阪
・
岡
山
・
高
知
・
福
岡
・

佐
賀
が
各
１
名
。

７０
代
５
名
、
６０
代
８
名
、
５０
代
４
名
、

４０
代
２
名
、
３０
代
１
名
。

登
山
形
態
で
は
、
無
雪
期
９
名
、
積

○
組
織
部

組
織
部
会
を
か
え
り
み
る

組
織
部
長
と
し
て
２
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
る
。
北
は
北
海
道
か
ら
南
は

九
州
ま
で
、
多
く
の
地
方
連
盟
理
事
が

部
員
と
し
て
活
動
し
た
。
部
員
の
多
く

は
各
自
の
地
方
連
盟
に
帰
れ
ば
、
会
長
、

理
事
長
、
所
属
会
会
長
を
担
う
経
験
豊

か
な
現
役
の
諸
先
輩
達
だ
っ
た
。
そ
ん

な
多
く
の
部
員
と
共
に
部
会
で
は
「
皆

で
考
え
、
皆
で
議
論
を
積
み
上
げ
、
合

意
し
」
そ
し
て
、
理
事
会
に
会
議
報
告

を
し
、
理
事
会
了
承
の
も
と
「
皆
で
実

践
」
し
て
き
た
部
会
運
営
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
労
山
の
組
織
拡
大
だ
が
、

こ
の
課
題
も
毎
月
討
議
し
た
。
私
見
で

あ
る
が
、
こ
の
課
題
へ
の
近
道
は
自
分

が
大
好
き
な
「
山
の
魅
力
」
を
多
く
の

人
に
伝
え
広
め
て
い
く
と
い
う
強
い
意

志
と
姿
勢
だ
と
思
う
。
強
い
意
志
か
ら

生
み
出
さ
れ
る
思
い
は
、
様
々
な
ア
イ

デ
ア
の
発
信
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
、
実

践
さ
れ
る
も
の
だ
。
組
織
拡
大
は
結
果

と
し
て
つ
い
て
く
る
と
思
う
の
だ
が
ど

う
だ
ろ
う
。

残
さ
れ
た
期
間
、
部
員
と
共
に
部
会

資
料
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
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○
労
山
基
金
運
営
委
員
会

労
山
基
金
申
請
の
簡
略
化
に
つ
い
て

「
労
山
基
金
」
の
各
種
登
録
申
請
と

事
故
一
報
の
提
出
に
あ
た
っ
て
は
、
全

国
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
書
類

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
記
入
し
た
後
、

メ
ー
ル
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
運
営
委
員
会
に
送
付
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。

一
方
、
交
付
申
請
の
提
出
書
類
は
、

原
則
と
し
て
郵
送
に
よ
る
「
原
本
」
の

提
出
を
お
願
い
し
て
き
た
。
運
営
委
員

会
で
は
こ
の
方
法
を
あ
ら
た
め
て
２
０

２
１
年
か
ら
コ
ピ
ー
の
提
出
で
も
可
能

と
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
原
本
の
提
出
は

必
要
な
く
な
っ
た
の
で
、
メ
ー
ル
添
付

で
の
送
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
基

金
担
当
者
の
業
務
が
簡
素
化
さ
れ
た
。

今
後
、
各
会
・
ク
ラ
ブ
の
基
金
担
当
者

は
、
交
付
申
請
書
（
※
１
）
と
各
種
添

付
書
類
（
※
２
）
を
ス
キ
ャ
ン
・
Ｐ
Ｄ

Ｆ
化
し
て
地
方
連
盟
代
表
者
に
メ
ー
ル

で
送
る
こ
と
が
で
き
、
確
認
後
に
基
金

担
当
者
に
戻
さ
れ
た
書
類
を
基
金
運
営

委
員
会
に
提
出
書
類
と
し
て
メ
ー
ル
で

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

こ
の
よ
う
に
交
付
申
請
書
の
提
出
の

簡
略
化
を
図
っ
た
が
、
さ
ら
に
手
続
き

業
務
の
簡
略
化
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進

め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

※
１

運
営
委
員
会
よ
り
送
付
さ
れ
た
交
付
申
請

書
：
所
属
団
体
代
表
者
及
び
地
方
連
盟
代

表
者
の
記
名
と
確
認
印
が
あ
る
も
の

※
２

添
付
書
類
：
入
通
院
証
明
書
又
は
入
通
院

治
療
時
の
領
収
書
、
人
工
壁
の
事
故
確
認

書
、救
助
・
捜
索
費
用
を
証
明
す
る
領
収
書
・

捜
索
費
用
の
明
細
な
ど

（
陶
山
正
／
労
山
基
金
運
営
委
員
）

雪
期
６
名
、
登
攀
３
名
、
人
工
壁
２
名
。

登
攀
事
故
で
は
、
１
ピ
ン
目
の
ク

リ
ッ
プ
が
出
来
ず
グ
ラ
ウ
ン
ド
フ
ォ
ー

ル
や
足
場
の
崩
落
で
カ
ム
に
ク
リ
ッ
プ

出
来
ず
４
ｍ
程
転
落
す
る
事
例
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。
登
攀
能
力
と
技
術
不
足

も
考
え
ら
れ
る
。
無
理
せ
ず
慎
重
な
行

動
で
回
避
で
き
る
事
故
だ
と
考
え
て
い

る
。凍

傷
に
よ
る
事
例
が
３
件
報
告
さ
れ

て
い
る
。
下
山
後
、
凍
傷
に
気
付
い
た

事
例
が
あ
る
が
、
下
山
中
は
常
に
手
や

足
の
感
覚
を
意
識
し
、
手
袋
の
交
換
や

指
の
状
況
を
確
認
す
る
事
が
大
切
で
あ

る
。
凍
傷
は
「
危
険
に
気
付
け
な
い
」

と
い
う
要
因
が
大
き
い
。

下
山
時
・
下
降
時
の
事
故
は
１０
名
。

何
れ
も
転
倒
や
体
勢
を
崩
し
て
事
故
に

繋
が
っ
て
い
る
。
下
山
中
、
車
道
の
中

央
分
離
帯
に
躓
く
と
い
う
事
例
は
、
不

注
意
が
主
な
要
因
で
あ
り
周
囲
の
状
況

に
注
意
し
慎
重
な
行
動
を
常
に
心
掛
け

る
事
が
大
切
で
あ
る
。

（
石
川
昌
／
全
国
遭
難
対
策
部
長
）

※
事
故
一
報
の
一
覧
表
は
次
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

（
久
保
典
子
／
組
織
部
長
）

○
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
推
進
委
員
会

毎
月
待
ち
遠
し
い
楽
し
い
委
員
会

１
月
が
今
期
最
後
の
委
員
会
で
あ
っ

た
。
反
省
と
こ
れ
か
ら
の
展
望
と
い
う

こ
と
で
、
色
々
と
活
発
な
意
見
が
出
た
。

２
月
に
委
員
会
は
行
わ
な
い
の
で
総
会

で
役
員
の
任
期
が
終
わ
る
こ
と
を
再
度

報
告
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
１２
月
委
員

会
で
も
理
事
会
報
告
と
し
て
お
知
ら
せ

し
た
が
、
な
か
な
か
理
解
し
づ
ら
い
委

員
も
い
る
。

全
国
連
盟
の
役
員
の
任
期
は
規
約
第

１９
条
で
「
役
員
の
任
期
は
２
年
と
し
、

改
選
は
総
会
で
行
う
」
と
し
て
い
る
。

役
員
は
誰
も
が
自
分
の
２
年
間
の
任
期

活
動
を
振
り
返
り
、
考
え
る
期
間
で
も

あ
り
、
役
員
選
考
委
員
会
の
選
考
過
程

も
受
け
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
だ
と
思
う
。
労
山
の
発
展
の
た
め

に
、
先
人
た
ち
が
残
し
て
く
れ
た
「
知

恵
の
塊
」
が
規
約
に
あ
る
こ
と
を
つ
く

づ
く
感
じ
る
。

第
３５
期
定
期
総
会
後
の
「
山
筋
ゴ
ー

ゴ
ー
体
操
推
進
委
員
会
」
が
、
総
会
決

議
に
沿
っ
て
、
理
事
会
了
承
の
下
、
今

期
以
上
に
創
造
性
に
あ
ふ
れ
た
活
動

を
、
労
山
の
全
会
員
に
寄
り
添
い
、
会

員
の
た
め
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
願

う
。

（
久
保
典
子
／
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
推
進
委
員
長
）

○
遭
難
対
策
部

凍
傷
事
故
に
注
意
を

１２
月
２
日
か
ら
１
月
５
日
ま
で
に
届

い
た
事
故
一
報
は
２０
件
２０
名
。

７
名
が
転
倒
（
無
雪
期
５
名
、
積
雪

期
２
名
）。
転
倒
は
し
な
か
っ
た
が
バ

ラ
ン
ス
を
崩
し
て
足
を
捻
る
手
を
付
く

「
体
勢
」
が
５
名
（
無
雪
期
３
名
、
積

雪
期
と
登
攀
が
各
１
名
）。
転
落
が
３

名
（
無
雪
期
１
名
、
登
攀
１
名
、
人
工

壁
１
名
）。
滑
落
が
２
名
（
登
攀
１
名
、

人
工
壁
１
名
）。

男
性
１０
名
、
女
性
１０
名
。

所
属
連
盟
は
、
神
奈
川
・
京
都
・
兵

庫
が
各
２
名
、
道
央
・
茨
城
・
群
馬
・

埼
玉
・
千
葉
・
富
山
・
石
川
・
静
岡
・

愛
知
・
大
阪
・
岡
山
・
高
知
・
福
岡
・

佐
賀
が
各
１
名
。

７０
代
５
名
、
６０
代
８
名
、
５０
代
４
名
、

４０
代
２
名
、
３０
代
１
名
。

登
山
形
態
で
は
、
無
雪
期
９
名
、
積

○
組
織
部

組
織
部
会
を
か
え
り
み
る

組
織
部
長
と
し
て
２
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
る
。
北
は
北
海
道
か
ら
南
は

九
州
ま
で
、
多
く
の
地
方
連
盟
理
事
が

部
員
と
し
て
活
動
し
た
。
部
員
の
多
く

は
各
自
の
地
方
連
盟
に
帰
れ
ば
、
会
長
、

理
事
長
、
所
属
会
会
長
を
担
う
経
験
豊

か
な
現
役
の
諸
先
輩
達
だ
っ
た
。
そ
ん

な
多
く
の
部
員
と
共
に
部
会
で
は
「
皆

で
考
え
、
皆
で
議
論
を
積
み
上
げ
、
合

意
し
」
そ
し
て
、
理
事
会
に
会
議
報
告

を
し
、
理
事
会
了
承
の
も
と
「
皆
で
実

践
」
し
て
き
た
部
会
運
営
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
労
山
の
組
織
拡
大
だ
が
、

こ
の
課
題
も
毎
月
討
議
し
た
。
私
見
で

あ
る
が
、
こ
の
課
題
へ
の
近
道
は
自
分

が
大
好
き
な
「
山
の
魅
力
」
を
多
く
の

人
に
伝
え
広
め
て
い
く
と
い
う
強
い
意

志
と
姿
勢
だ
と
思
う
。
強
い
意
志
か
ら

生
み
出
さ
れ
る
思
い
は
、
様
々
な
ア
イ

デ
ア
の
発
信
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
、
実

践
さ
れ
る
も
の
だ
。
組
織
拡
大
は
結
果

と
し
て
つ
い
て
く
る
と
思
う
の
だ
が
ど

う
だ
ろ
う
。

残
さ
れ
た
期
間
、
部
員
と
共
に
部
会

資
料
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
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4
日

全
国
事
務
所
の
仕
事
始
め

5
日

遭
難
対
策
部
会

11
日

組
織
部
会

15
日

日
本
山
岳
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
協
会
・
新
春
懇
談
会
（
東
京
・
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
）
浦
添
理
事

長
、
大
和
田
理
事
、
出
席
。

17
日

女
性
委
員
会
再
編
会
議

自
然
保
護
委
員
会

18
日

三
役
会
議

同
日

山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
推
進
委
員
会

同
日

第
4
回
役
員
選
考
委
員
会

20
日

登
山
時
報
編
集
委
員
会

25
日

労
山
基
金
運
営
委
員
会

27
日

第
23
回
理
事
会

第
23
回
理
事
会
、
討
議
事
項

①
第
35
期
全
国
総
会
の
議
案
と
運
営
に
つ
い

て
議
案
に
日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
の
規
約
・

規
定
の
一
部
変
更
を
追
加
す
る
。
組
織
数

が
報
告
さ
れ
た
の
で
議
案
書
の
内
容
に
追

加
、
遭
難
対
策
関
係
は
事
故
者
数
が
確
定
し

だ
い
追
加
す
る
。
各
部
局
委
員
会
の
総
会
資

料
を
確
認
。
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は

Z
o
o
m
会
議
併
用
を
検
討
す
る
。

②
来
期
の
役
員
に
つ
い
て

役
員
選
考
委
員
会
の
立
候
補
者
の
名
簿
を

確
認
し
た
。

③
一
般
財
団
法
人
山
岳
基
金
の
定
款

定
款
案
を
確
認
、
設
立
者
に
つ
い
て
、
人

格
が
必
要
な
の
で
、
再
検
討
す

る
。

④
「
福
島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

つ
い
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
か
ら
届

い
た
わ
び
状
を
確
認
し
た
。

2021 年 12 月 1 日から 2022 年 1 月 4 日までに届いた事故一報

事故発生日 地方連盟 年齢 性別 山名 山行形態 傷病名

1 10.20 静岡 77 男 鷲頭山 無雪期 体勢
岩場を降りたとき、左踵を岩に強
く当ててしまう。

膝の損傷

2 11.27 神奈川 62 男 木賊山 積雪期 転倒
凍結のため滑って尻もちをし、下
山後の検査で骨折が判明。

右大腿骨大転子骨折

3 11.28 兵庫 62 女 京都トレイル 無雪期 転倒
下り道で転倒して、体を手で支え
たために手首を痛めた。

捻挫

4 11.21 千葉 40 女 （ジム） 人工壁 滑落 ボルダリング中、落下した。 検査待ちその他

5 11.23 福岡 70 女 高良山 無雪期 転倒
下山時、車道の中央分離帯で躓き
転倒した。

左膝蓋骨骨折

6 11.14 京都 62 女 武奈ケ岳 積雪期 体勢 下山時、膝を捻った。 膝の損傷

7 11.10 大阪 54 女 烏帽子岩 登攀 体勢
登攀中、ロ―プを頼りに無理に登
り、右腕に痛みがあった。

右上腕部位付近炎症
その他

8 11.14 富山 61 男 駒ヶ岳 無雪期 体勢
下降中、足を滑らせ右膝が内側に
入り右足首を裂傷した。

右腓骨外果亀裂骨折

9 11.12 岡山 67 男 臥牛山 無雪期 転落
ストックを拾うため傾斜を降りた
が、前転し5m程転落した。

左肘関節脱臼その他

10 11.17 道央 74 女 磐石岳 無雪期 体勢
下山時、フィックスロープを頼り
に下降したが、足が滑り痛みを感
じた。

検査待ちその他

11 11.28 石川 62 女 剣岳 積雪期 凍傷
2800m付近で強風のため引き返し
た。下山後、凍傷に気付いた。

凍傷

12 11.28 兵庫 58 男 小豆島 登攀 滑落
2ピッチ目で、カムにヌンチャクを
掛けているときに足場が崩落し、
4m滑落。

左足関節内果骨折

13 11.28 高知 71 女 鷲羽が森 無雪期 転倒 下山中、足を滑らせ転倒した。 左足首骨折

14 12.05 茨城 33 男 塩見岳 積雪期 転倒
下山中に転倒し、荷が重かったた
め自身の足に体が乗ってしまっ
た。

腓骨骨折

15 12.09 佐賀 66 男 古処山 無雪期 転倒
転倒し、手をついて指を負傷し
た。

脱臼骨折

16 12.18 愛知 73 女 如来ケ岳 無雪期 転倒
積もった枯葉に隠れていた木の根
に足を滑らせた。

右大腿骨顆上骨折

17 12.18 京都 62 女 （ジム） 人工壁 滑落
1ピン目をクリップ出来ず、グラウ
ンドフォールした。

右踵骨折

18 12.26 埼玉 54 男 西天狗岳 積雪期 凍傷
下山後、グローブ脱着時指の異変
に気付き、病院に行った。

凍傷

19 12.17 神奈川 52 男 大堂海岸 登攀 転落
クライミング中、手で押さえた岩
が動き、転落した。

胸推圧迫骨折

20 12.17 群馬 42 男 Karun Kuh 積雪期 凍傷
海外登山中、凍傷を負いイスラマ
バートの病院へ行った。

凍傷

事故原因

代 40代 50代 60代 70代 合計
男性
女性
合計 表-

無雪期 積雪期 登攀 人口壁 合計
男性
女性
合計 表-2

転落 滑落 転倒 体勢 凍傷 合計
男性
女性
合計 表-

骨折 損傷 捻挫 凍傷 その他 合計
男性
女性
合計 表-

代 40代 50代 60代 70代 合計
男性
女性
合計 表-

無雪期 積雪期 登攀 人口壁 合計
男性
女性
合計 表-2

転落 滑落 転倒 体勢 凍傷 合計
男性
女性
合計 表-

骨折 損傷 捻挫 凍傷 その他 合計
男性
女性
合計 表-

代 40代 50代 60代 70代 合計
男性
女性
合計 表-

無雪期 積雪期 登攀 人口壁 合計
男性
女性
合計 表-2

転落 滑落 転倒 体勢 凍傷 合計
男性
女性
合計 表-

骨折 損傷 捻挫 凍傷 その他 合計
男性
女性
合計 表-

代 40代 50代 60代 70代 合計
男性
女性
合計 表-

無雪期 積雪期 登攀 人口壁 合計
男性
女性
合計 表-2

転落 滑落 転倒 体勢 凍傷 合計
男性
女性
合計 表-

骨折 損傷 捻挫 凍傷 その他 合計
男性
女性
合計 表-

事故一報の受領順で掲載
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4
日

全
国
事
務
所
の
仕
事
始
め

5
日

遭
難
対
策
部
会

11
日

組
織
部
会

15
日

日
本
山
岳
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
協
会
・
新
春
懇
談
会
（
東
京
・
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
）
浦
添
理
事

長
、
大
和
田
理
事
、
出
席
。

17
日

女
性
委
員
会
再
編
会
議

自
然
保
護
委
員
会

18
日

三
役
会
議

同
日

山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
推
進
委
員
会

同
日

第
4
回
役
員
選
考
委
員
会

20
日

登
山
時
報
編
集
委
員
会

25
日

労
山
基
金
運
営
委
員
会

27
日

第
23
回
理
事
会

第
23
回
理
事
会
、
討
議
事
項

①
第
35
期
全
国
総
会
の
議
案
と
運
営
に
つ
い

て
議
案
に
日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
の
規
約
・

規
定
の
一
部
変
更
を
追
加
す
る
。
組
織
数

が
報
告
さ
れ
た
の
で
議
案
書
の
内
容
に
追

加
、
遭
難
対
策
関
係
は
事
故
者
数
が
確
定
し

だ
い
追
加
す
る
。
各
部
局
委
員
会
の
総
会
資

料
を
確
認
。
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は

Z
o
o
m
会
議
併
用
を
検
討
す
る
。

②
来
期
の
役
員
に
つ
い
て

役
員
選
考
委
員
会
の
立
候
補
者
の
名
簿
を

確
認
し
た
。

③
一
般
財
団
法
人
山
岳
基
金
の
定
款

定
款
案
を
確
認
、
設
立
者
に
つ
い
て
、
人

格
が
必
要
な
の
で
、
再
検
討
す

る
。

④
「
福
島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

つ
い
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
か
ら
届

い
た
わ
び
状
を
確
認
し
た
。

2021 年 12 月 1 日から 2022 年 1 月 4 日までに届いた事故一報

事故発生日 地方連盟 年齢 性別 山名 山行形態 傷病名

1 10.20 静岡 77 男 鷲頭山 無雪期 体勢
岩場を降りたとき、左踵を岩に強
く当ててしまう。

膝の損傷

2 11.27 神奈川 62 男 木賊山 積雪期 転倒
凍結のため滑って尻もちをし、下
山後の検査で骨折が判明。

右大腿骨大転子骨折

3 11.28 兵庫 62 女 京都トレイル 無雪期 転倒
下り道で転倒して、体を手で支え
たために手首を痛めた。

捻挫

4 11.21 千葉 40 女 （ジム） 人工壁 滑落 ボルダリング中、落下した。 検査待ちその他

5 11.23 福岡 70 女 高良山 無雪期 転倒
下山時、車道の中央分離帯で躓き
転倒した。

左膝蓋骨骨折

6 11.14 京都 62 女 武奈ケ岳 積雪期 体勢 下山時、膝を捻った。 膝の損傷

7 11.10 大阪 54 女 烏帽子岩 登攀 体勢
登攀中、ロ―プを頼りに無理に登
り、右腕に痛みがあった。

右上腕部位付近炎症
その他

8 11.14 富山 61 男 駒ヶ岳 無雪期 体勢
下降中、足を滑らせ右膝が内側に
入り右足首を裂傷した。

右腓骨外果亀裂骨折

9 11.12 岡山 67 男 臥牛山 無雪期 転落
ストックを拾うため傾斜を降りた
が、前転し5m程転落した。

左肘関節脱臼その他

10 11.17 道央 74 女 磐石岳 無雪期 体勢
下山時、フィックスロープを頼り
に下降したが、足が滑り痛みを感
じた。

検査待ちその他

11 11.28 石川 62 女 剣岳 積雪期 凍傷
2800m付近で強風のため引き返し
た。下山後、凍傷に気付いた。

凍傷

12 11.28 兵庫 58 男 小豆島 登攀 滑落
2ピッチ目で、カムにヌンチャクを
掛けているときに足場が崩落し、
4m滑落。

左足関節内果骨折

13 11.28 高知 71 女 鷲羽が森 無雪期 転倒 下山中、足を滑らせ転倒した。 左足首骨折

14 12.05 茨城 33 男 塩見岳 積雪期 転倒
下山中に転倒し、荷が重かったた
め自身の足に体が乗ってしまっ
た。

腓骨骨折

15 12.09 佐賀 66 男 古処山 無雪期 転倒
転倒し、手をついて指を負傷し
た。

脱臼骨折

16 12.18 愛知 73 女 如来ケ岳 無雪期 転倒
積もった枯葉に隠れていた木の根
に足を滑らせた。

右大腿骨顆上骨折

17 12.18 京都 62 女 （ジム） 人工壁 滑落
1ピン目をクリップ出来ず、グラウ
ンドフォールした。

右踵骨折

18 12.26 埼玉 54 男 西天狗岳 積雪期 凍傷
下山後、グローブ脱着時指の異変
に気付き、病院に行った。

凍傷

19 12.17 神奈川 52 男 大堂海岸 登攀 転落
クライミング中、手で押さえた岩
が動き、転落した。

胸推圧迫骨折

20 12.17 群馬 42 男 Karun Kuh 積雪期 凍傷
海外登山中、凍傷を負いイスラマ
バートの病院へ行った。

凍傷

事故原因

代 40代 50代 60代 70代 合計
男性
女性
合計 表-

無雪期 積雪期 登攀 人口壁 合計
男性
女性
合計 表-2

転落 滑落 転倒 体勢 凍傷 合計
男性
女性
合計 表-

骨折 損傷 捻挫 凍傷 その他 合計
男性
女性
合計 表-

代 40代 50代 60代 70代 合計
男性
女性
合計 表-

無雪期 積雪期 登攀 人口壁 合計
男性
女性
合計 表-2

転落 滑落 転倒 体勢 凍傷 合計
男性
女性
合計 表-

骨折 損傷 捻挫 凍傷 その他 合計
男性
女性
合計 表-

代 40代 50代 60代 70代 合計
男性
女性
合計 表-

無雪期 積雪期 登攀 人口壁 合計
男性
女性
合計 表-2

転落 滑落 転倒 体勢 凍傷 合計
男性
女性
合計 表-

骨折 損傷 捻挫 凍傷 その他 合計
男性
女性
合計 表-

代 40代 50代 60代 70代 合計
男性
女性
合計 表-

無雪期 積雪期 登攀 人口壁 合計
男性
女性
合計 表-2

転落 滑落 転倒 体勢 凍傷 合計
男性
女性
合計 表-

骨折 損傷 捻挫 凍傷 その他 合計
男性
女性
合計 表-

事故一報の受領順で掲載
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神奈川県生まれ。大学時代に雪氷学を学び（専
門は林学）、卒論は模型斜面の雪の積もり方
や積雪のせん断破壊強度がテーマ。雪との濃
密な付き合いは学生時代から。
登山用品の輸入・卸・販売を行う株式会社ロ
ストアロー営業部に勤務し、ブラックダイヤ
モンド及びピープスの一般登山用品やバック
カントリー用品を担当。

橋本龍平 さん

■
就
職
の
経
緯
は

大
学
時
代
は
山
岳
部
に
所
属
し
、
夏
は

ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
や
沢
登
り
、

冬
は
飯
豊
や
裏
岩
手
の
縦
走
な
ど
を
し
ま

し
た
。
大
学
４
年
ま
で
山
登
り
を
続
け
就

職
活
動
も
ほ
と
ん
ど
し
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
た
ま
た
ま
求
人
の
あ
っ
た
現
在
の
職

場
に
応
募
し
た
の
が
縁
で
就
職
し
ま
し

た
。

■
輸
入
代
理
店
の
役
目
は

お
客
様
が
商
品
で
あ
る
登
山
用
具
の
操

作
方
法
や
特
性
を
正
し
く
理
解
し
使
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の

た
め
に
は
メ
ー
カ
ー
の
日
本
市
場
に
対
す

る
理
解
が
不
可
欠
で
す
が
、
日
本
の
市
場

規
模
は
欧
米
に
比
べ
小
さ
く
、
日
本
市
場

の
意
見
が
必
ず
し
も
通
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
お
客
様
の

様
々
な
ご
意
見
を
メ
ー
カ
ー
に
適
宜
適
切

に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

■
雪
崩
ビ
ー
コ
ン
動
画
作
成
の
理
由
は

雪
崩
ビ
ー
コ
ン
を
扱
う
ピ
ー
プ
ス
の
担

当
と
な
っ
た
一
方
で
、
し
ば
ら
く
山
の
技

術
的
な
話
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
た
め
、

Ａ
ｖ
Ｓ
Ａ
Ｒ
（
雪
崩
サ
ー
チ
＆
レ
ス

キ
ュ
ー
）
の
講
習
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
と
き
感
じ
た
の
は
、
受
講
生
が
雪

崩
ビ
ー
コ
ン
の
基
本
的
な
仕
組
み
を
知
ら

な
か
っ
た
り
、
座
学
の
内
容
が
大
学
の
一

般
教
養
程
度
の
高
い
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
り

す
る
こ
と
か
ら
、
理
解
す
る
の
が
難
し
く

戸
惑
っ
て
い
る
方
を
多
く
見
ま
し
た
。
そ

の
経
験
か
ら
専
門
知
識
を
持
た
な
い
人
で

も
基
本
的
な
原
理
を
感
覚
的
に
理
解
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
考
え
で
作
り
ま

し
た
。

■
今
後
ど
ん
な
こ
と
を
や
り
た
い
で
す
か

一
般
登
山
者
に
も
、
雪
崩
ビ
ー
コ
ン
な

ど
の
必
要
な
装
備
を
持
っ
て
も
ら
っ
て
、

登
山
リ
ス
ク
の
軽
減
を
図
れ
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
雪
崩
ビ
ー
コ
ン

の
使
い
方
に
関
す
る
講
習
会
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、
ピ
ー
プ
ス
製
雪
崩
ビ
ー
コ
ン

の
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の
日
本
語
版
を
つ
く
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

初
め
て
橋
本
さ
ん
の
動
画
を
拝
見
し
た

と
き
、
盲
点
と
な
る
内
容
も
漏
ら
さ
ず
平

易
に
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
橋
本
さ

ん
の
積
極
的
な
考
え
方
に
感
心
し
た
次
第

で
す
。
動
画
や
雪
崩
ビ
ー
コ
ン
の
資
料
は

左
記
の
と
お
り
で
す
の
で
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
取
っ
て
皆
さ
ん
も
是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
。

（
聞
き
手
・
本
誌

酒
井
正
裕
）

雪
崩
ビ
ー
コ
ン
操
作
の
基
本
を
解
り
や
す
く
解
説

動
画
を
作
成
し
、Y

ouT
ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
「L

ostA
rrow

T
ube

」
で
公
開
中

コロナ禍、新たな変種株の蔓延で厳しい状況が続いている、山行にも気
後れが。今号に紹介の、洞井孝雄さんの著作、本誌に連載中「登山の在
り方を新たに示唆され元気がでた一冊」。　　　　　　　　　　　( 橋口 )

早いもので暦は 2 月、逃げる月に入った。梅の満開に魅せられて「蝋梅」
と「紅梅」を購入。玄関で放つ強い香りに春の兆しを思わせる。立春を
迎え冬は過ぎ去ったと暦はいう。でも「春は名のみの風の寒さや」の歌
がピッタリだと感じるのは私だけではないだろう。　　　　　　　（今野）

古い新聞を片付けていたら、「富士山入場料義務化」の文字が。任意の協
力金が入山料として義務化されることが決まったようだ。義務化するな
らトイレの整備や安全対策など保全にどれくらい費用が必要か、議論の
透明化も必要だ。 （塩田）

猛威を振るう COVID-19 大流行。1 日の感染判明者数は連日過去最多を
更新し、国内でも諸外国でも止まるところを知らないようだ。「基礎疾患」
のある身、重症化し、死に至れば、歴史の展望もそこで寸断だ。そうな
らぬよう感染防止に細心の注意を。　　　　　　　　　　　　　　（鈴木）

コロナのオミクロン株急拡大でまたまた日本中が振り回されている。蔓
延防止を再発動して効果があるのだろうか？人種や年齢など一様にはい
かぬが、諸外国を見ても急拡大の後徐々に収まりつつある。ワクチンで
は絶対に防げないはず。抜本的な腰を据えた対策が望まれる。　　（小倉）

低温下の山行が厳しくなってきた。当然のことながら体温保持と筋力・
心肺能力の両方が要求される冬の山行。過日も 1200m 程度の山だった
が、山頂直下で息切れ、立ち休みを余儀なくされた。同行者は全て 10
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神奈川県生まれ。大学時代に雪氷学を学び（専
門は林学）、卒論は模型斜面の雪の積もり方
や積雪のせん断破壊強度がテーマ。雪との濃
密な付き合いは学生時代から。
登山用品の輸入・卸・販売を行う株式会社ロ
ストアロー営業部に勤務し、ブラックダイヤ
モンド及びピープスの一般登山用品やバック
カントリー用品を担当。

橋本龍平 さん

■
就
職
の
経
緯
は

大
学
時
代
は
山
岳
部
に
所
属
し
、
夏
は

ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
や
沢
登
り
、

冬
は
飯
豊
や
裏
岩
手
の
縦
走
な
ど
を
し
ま

し
た
。
大
学
４
年
ま
で
山
登
り
を
続
け
就

職
活
動
も
ほ
と
ん
ど
し
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
た
ま
た
ま
求
人
の
あ
っ
た
現
在
の
職

場
に
応
募
し
た
の
が
縁
で
就
職
し
ま
し

た
。

■
輸
入
代
理
店
の
役
目
は

お
客
様
が
商
品
で
あ
る
登
山
用
具
の
操

作
方
法
や
特
性
を
正
し
く
理
解
し
使
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の

た
め
に
は
メ
ー
カ
ー
の
日
本
市
場
に
対
す

る
理
解
が
不
可
欠
で
す
が
、
日
本
の
市
場

規
模
は
欧
米
に
比
べ
小
さ
く
、
日
本
市
場

の
意
見
が
必
ず
し
も
通
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
お
客
様
の

様
々
な
ご
意
見
を
メ
ー
カ
ー
に
適
宜
適
切

に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

■
雪
崩
ビ
ー
コ
ン
動
画
作
成
の
理
由
は

雪
崩
ビ
ー
コ
ン
を
扱
う
ピ
ー
プ
ス
の
担

当
と
な
っ
た
一
方
で
、
し
ば
ら
く
山
の
技

術
的
な
話
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
た
め
、

Ａ
ｖ
Ｓ
Ａ
Ｒ
（
雪
崩
サ
ー
チ
＆
レ
ス

キ
ュ
ー
）
の
講
習
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
と
き
感
じ
た
の
は
、
受
講
生
が
雪

崩
ビ
ー
コ
ン
の
基
本
的
な
仕
組
み
を
知
ら

な
か
っ
た
り
、
座
学
の
内
容
が
大
学
の
一

般
教
養
程
度
の
高
い
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
り

す
る
こ
と
か
ら
、
理
解
す
る
の
が
難
し
く

戸
惑
っ
て
い
る
方
を
多
く
見
ま
し
た
。
そ

の
経
験
か
ら
専
門
知
識
を
持
た
な
い
人
で

も
基
本
的
な
原
理
を
感
覚
的
に
理
解
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
考
え
で
作
り
ま

し
た
。

■
今
後
ど
ん
な
こ
と
を
や
り
た
い
で
す
か

一
般
登
山
者
に
も
、
雪
崩
ビ
ー
コ
ン
な

ど
の
必
要
な
装
備
を
持
っ
て
も
ら
っ
て
、

登
山
リ
ス
ク
の
軽
減
を
図
れ
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
雪
崩
ビ
ー
コ
ン

の
使
い
方
に
関
す
る
講
習
会
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、
ピ
ー
プ
ス
製
雪
崩
ビ
ー
コ
ン

の
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の
日
本
語
版
を
つ
く
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

初
め
て
橋
本
さ
ん
の
動
画
を
拝
見
し
た

と
き
、
盲
点
と
な
る
内
容
も
漏
ら
さ
ず
平

易
に
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
橋
本
さ

ん
の
積
極
的
な
考
え
方
に
感
心
し
た
次
第

で
す
。
動
画
や
雪
崩
ビ
ー
コ
ン
の
資
料
は

左
記
の
と
お
り
で
す
の
で
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
取
っ
て
皆
さ
ん
も
是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
。

（
聞
き
手
・
本
誌

酒
井
正
裕
）

雪
崩
ビ
ー
コ
ン
操
作
の
基
本
を
解
り
や
す
く
解
説

動
画
を
作
成
し
、Y

ouT
ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
「L

ostA
rrow

T
ube

」
で
公
開
中

コロナ禍、新たな変種株の蔓延で厳しい状況が続いている、山行にも気
後れが。今号に紹介の、洞井孝雄さんの著作、本誌に連載中「登山の在
り方を新たに示唆され元気がでた一冊」。　　　　　　　　　　　( 橋口 )

早いもので暦は 2 月、逃げる月に入った。梅の満開に魅せられて「蝋梅」
と「紅梅」を購入。玄関で放つ強い香りに春の兆しを思わせる。立春を
迎え冬は過ぎ去ったと暦はいう。でも「春は名のみの風の寒さや」の歌
がピッタリだと感じるのは私だけではないだろう。　　　　　　　（今野）

古い新聞を片付けていたら、「富士山入場料義務化」の文字が。任意の協
力金が入山料として義務化されることが決まったようだ。義務化するな
らトイレの整備や安全対策など保全にどれくらい費用が必要か、議論の
透明化も必要だ。 （塩田）

猛威を振るう COVID-19 大流行。1 日の感染判明者数は連日過去最多を
更新し、国内でも諸外国でも止まるところを知らないようだ。「基礎疾患」
のある身、重症化し、死に至れば、歴史の展望もそこで寸断だ。そうな
らぬよう感染防止に細心の注意を。　　　　　　　　　　　　　　（鈴木）

コロナのオミクロン株急拡大でまたまた日本中が振り回されている。蔓
延防止を再発動して効果があるのだろうか？人種や年齢など一様にはい
かぬが、諸外国を見ても急拡大の後徐々に収まりつつある。ワクチンで
は絶対に防げないはず。抜本的な腰を据えた対策が望まれる。 （小倉）

低温下の山行が厳しくなってきた。当然のことながら体温保持と筋力・
心肺能力の両方が要求される冬の山行。過日も 1200m 程度の山だった
が、山頂直下で息切れ、立ち休みを余儀なくされた。同行者は全て 10
歳以上年下の仲間。忍び寄る加齢。負けたくはないが。 （田上）
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う
。
た
だ
、
図
１
の
青
枠
内
の
記
号
を

道
と
誤
認
し
な
い
よ
う
注
意
し
て
ほ
し

い
。等

高
線
は
完
璧
に
読
め
な
く
て
も
よ

い
。
地
形
の
大
ま
か
な
高
低
と
、
大

き
な
尾
根
や
谷
の
つ
な
が
り
が
、
見
て

ぱ
っ
と
分
か
れ
ば
よ
い
。「
見
て
ぱ
っ
と

分
か
る
」
が
重
要
だ
。
そ
う
で
な
い
と
、

山
で
地
図
を
読
む
と
き
に
地
形
を
想
像

せ
ず
済
ま
せ
て
し
ま
い
が
ち
だ
か
ら

分
表
示
範
囲
は
狭
ま
る
。
そ
の
中
に

ピ
ー
ク
や
川
が
な
け
れ
ば
、
地
形
の
読

み
取
り
が
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま

た
、
地
形
の
つ
な
が
り
を
把
握
す
る
た

め
に
は
、
よ
り
多
く
ス
ク
ロ
ー
ル
／
ス

ワ
イ
プ
す
る
必
要
が
あ
る
。
広
範
囲
を

見
る
た
め
に
紙
の
地
図
を
併
用
す
る
、

メ
ガ
ネ
を
使
う
、
拡
大
し
た
地
図
を
ス

ク
ロ
ー
ル
／
ス
ワ
イ
プ
し
ま
く
っ
て
脳

内
で
地
図
を
つ
な
げ
る
、
な
ど
自
分
に

合
う
方
法
を
選
ぼ
う
。

読
み
取
っ
た
情
報
を
使
う

大
ま
か
な
地
形
を
読
み
取
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
コ
ー
ス
の
途
中
に
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
（
以
降
Ｃ
Ｐ
と
表
記
）
を

設
定
で
き
る
。
Ｃ
Ｐ
と
は
、
現
在
地
と

進
行
方
向
を
確
認
す
る
場
所
で
あ
る
。

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
Ｍ
ａ
ｐ
ｓ
を
使
え
る

人
な
ら
、
登
山
用
地
図
ア
プ
リ
も
何
と

な
く
使
え
る
だ
ろ
う
。
現
在
地
と
目
的

地
、
そ
れ
を
結
ぶ
登
山
道
が
表
示
さ
れ

る
の
で
、
目
的
地
に
向
か
う
登
山
道
上

に
い
れ
ば
Ｏ
Ｋ
、
外
れ
れ
ば
戻
れ
ば
よ

い
。
で
も
、
そ
の
方
法
で
確
実
に
す
ぐ

道
間
違
い
に
気
づ
く
た
め
に
は
、
頻
繁

な
現
在
地
確
認
が
必
要
だ
。
も
し
途
中

で
面
倒
に
な
っ
て
怠
れ
ば
、
間
違
っ
た

道
を
延
々
進
ん
で
し
ま
う
、
と
い
う
こ

と
が
簡
単
に
起
き
る
。
積
極
的
に
地
図

を
読
め
ば
、
ス
マ
ホ
を
見
る
回
数
を
最

適
化
さ
せ
ら
れ
る
の
で
、
頻
繁
な
現
在

地
確
認
が
必
要
な
区
間
は
限
ら
れ
る
。

ま
た
、
地
図
か
ら
道
を
外
れ
や
す
い
場

所
に
気
づ
け
ば
、
そ
の
場
所
で
は
し
っ

か
り
現
在
地
を
確
認
し
な
が
ら
進
む
だ

ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
判
断
を
す
る
た
め

に
は
、
ど
こ
ま
で
地
図
を
読
め
ば
い
い

の
だ
ろ
う
。

だ
。
最
初
は
難
し
く
感
じ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
等
高
線
の
読
み
方
を
「
知
る
」

だ
け
で
な
く
「
慣
れ
る
」
こ
と
で
、
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
大
ま
か
な
地
形
を

瞬
時
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

地
図
を
読
む
た
び
に
無
意
識
に
地
形
を

読
む
こ
と
に
な
り
、
特
別
な
練
習
な
し

で
感
覚
を
維
持
で
き
る
は
ず
だ
。

等
高
線
の
読
み
取
り
は
、
紙
面
の
関

係
で
簡
単
な
説
明
に
と
ど
め
る
。
ま
ず
、

見
つ
け
る
の
が
簡
単
な
ピ
ー
ク
と
川
を

探
す
。
ピ
ー
ク
か
ら
は
尾
根
が
の
び
、

川
は
谷
に
あ
る
の
で
、
地
形
を
理
解
す

る
良
い
手
掛
か
り
に
な
る
。
次
に
「
等

高
線
が
低
い
方
に
向
か
っ
て
凸
に
な
っ

て
い
れ
ば
尾
根
」
と
覚
え
る
。
そ
う
す

れ
ば
、逆
（
等
高
線
が
高
い
方
に
向
か
っ

て
凸
に
な
っ
て
い
れ
ば
谷
）
も
思
い
出

せ
る
。

地
図
読
み
の
本
や
雑
誌
の
地
図
読
み

特
集
に
は
、
尾
根
／
谷
の
読
み
取
り

最
初
は
、
コ
ー
ス
を
外
れ
や
す
い
場
所

に
設
定
す
る
と
よ
い
。
具
体
的
に
は
、

①
ピ
ー
ク
、
②
尾
根
を
下
る
と
き
は
尾

根
の
分
岐
、
③
谷
を
上
る
と
き
は
谷
の

出
合
い
、
④
尾
根
や
谷
か
ら
外
れ
る
と

こ
ろ
、
⑤
道
の
分
岐
や
道
が
鋭
角
に
曲

が
る
と
こ
ろ
、
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
は

家
で
じ
っ
く
り
や
る
と
よ
い
。

そ
し
て
、
実
際
の
山
で
は
Ｃ
Ｐ
に
到

着
す
る
た
び
に
現
在
地
と
進
行
方
向
を

確
認
し
（
前
回
記
事
参
照
）、
次
の
Ｃ
Ｐ

ま
で
の
こ
と
を
考
え
る
。
次
の
Ｃ
Ｐ
ま

で
の
地
形
（
尾
根
の
傾
斜
が
緩
や
か
に

な
る
ま
で
登
る
、
な
ど
）、
所
要
時
間
、

次
の
Ｃ
Ｐ
の
特
徴
な
ど
を
想
像
す
る
の

だ
。
そ
こ
ま
で
考
え
れ
ば
、
地
図
ア
プ

リ
を
確
認
す
る
回
数
が
適
切
に
な
っ
て

い
く
は
ず
だ
。

以
上
の
よ
う
に
考
え
て
も
、
ま
だ
道

を
外
れ
る
リ
ス
ク
は
あ
る
。
次
に
あ
げ

る
よ
う
な
状
況
の
と
き
は
、
地
図
ア
プ

リ
で
現
在
地
を
確
認
し
た
い
。
①
道
や

踏
み
跡
が
不
明
瞭
も
し
く
は
荒
れ
て
い

る
、
②
広
場
の
よ
う
に
開
け
た
場
所
を

通
過
し
た
、
③
徒
渉
し
た
、
④
地
図
に

な
い
道
の
分
岐
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

そ
れ
以
外
で
も
不
安
に
な
っ
た
ら
す
ぐ

に
現
在
地
を
確
認
す
る
の
が
良
い
。

　

地
図
か
ら
情
報
を
読
み
取
る

改
め
て
書
く
ま
で
も
な
く
、
山
で
よ

く
使
わ
れ
る
地
図
記
号
は
知
っ
て
お
き

た
い
。
図
１
に
あ
る
記
号
の
他
に
、
川
、

池
・
湖
・
海
、
建
物
、
等
高
線
、
崖
（
岩

崖
、
土
崖
）
は
必
須
で
あ
る
。
道
の
区

分
は
重
要
で
な
く
、
道
で
あ
る
こ
と
が

分
か
れ
ば
よ
い
。
多
く
の
人
は
、
等
高

線
以
外
、
だ
い
た
い
覚
え
て
い
る
だ
ろ

問
題
が
載
っ
て
い
る
。
地
図
読
み
迷
人

で
も
た
び
た
び
地
形
の
読
み
取
り
が
出

る
。
山
で
地
図
ア
プ
リ
を
見
れ
ば
実
際

の
地
形
と
見
比
べ
ら
れ
る
。
ア
プ
リ
や

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
地
形
を
立
体
的
に
表

示
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
の
地
図
読
み
動
画
も
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
も
の
を
活
用
し
、
見
て
ぱ
っ
と
分

か
る
ま
で
繰
り
返
し
練
習
し
よ
う
。
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ス
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け
れ
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５
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以
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の
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を
は
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り

と
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で
き
、
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の
場
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ピ
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が
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内
に
入
る
。
そ
の
サ
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で

見
れ
ば
地
形
を
読
み
取
り
や
す
い
は
ず

だ
。
目
が
悪
い
人
は
地
図
を
拡
大
し
て

見
る
人
も
多
い
が
、
拡
大
す
れ
ば
そ
の

地
図
嫌
い
は
ど
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ま
で
地
図
を
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は谷で他方は尾根。同じ向きに曲がっていれば、両方とも谷か、両方と
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う
。
た
だ
、
図
１
の
青
枠
内
の
記
号
を

道
と
誤
認
し
な
い
よ
う
注
意
し
て
ほ
し

い
。等

高
線
は
完
璧
に
読
め
な
く
て
も
よ

い
。
地
形
の
大
ま
か
な
高
低
と
、
大

き
な
尾
根
や
谷
の
つ
な
が
り
が
、
見
て

ぱ
っ
と
分
か
れ
ば
よ
い
。「
見
て
ぱ
っ
と

分
か
る
」
が
重
要
だ
。
そ
う
で
な
い
と
、

山
で
地
図
を
読
む
と
き
に
地
形
を
想
像

せ
ず
済
ま
せ
て
し
ま
い
が
ち
だ
か
ら

分
表
示
範
囲
は
狭
ま
る
。
そ
の
中
に

ピ
ー
ク
や
川
が
な
け
れ
ば
、
地
形
の
読

み
取
り
が
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま

た
、
地
形
の
つ
な
が
り
を
把
握
す
る
た

め
に
は
、
よ
り
多
く
ス
ク
ロ
ー
ル
／
ス

ワ
イ
プ
す
る
必
要
が
あ
る
。
広
範
囲
を

見
る
た
め
に
紙
の
地
図
を
併
用
す
る
、

メ
ガ
ネ
を
使
う
、
拡
大
し
た
地
図
を
ス

ク
ロ
ー
ル
／
ス
ワ
イ
プ
し
ま
く
っ
て
脳

内
で
地
図
を
つ
な
げ
る
、
な
ど
自
分
に

合
う
方
法
を
選
ぼ
う
。

　

読
み
取
っ
た
情
報
を
使
う

大
ま
か
な
地
形
を
読
み
取
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
コ
ー
ス
の
途
中
に
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
（
以
降
Ｃ
Ｐ
と
表
記
）
を

設
定
で
き
る
。
Ｃ
Ｐ
と
は
、
現
在
地
と

進
行
方
向
を
確
認
す
る
場
所
で
あ
る
。

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
Ｍ
ａ
ｐ
ｓ
を
使
え
る

人
な
ら
、
登
山
用
地
図
ア
プ
リ
も
何
と

な
く
使
え
る
だ
ろ
う
。
現
在
地
と
目
的

地
、
そ
れ
を
結
ぶ
登
山
道
が
表
示
さ
れ

る
の
で
、
目
的
地
に
向
か
う
登
山
道
上

に
い
れ
ば
Ｏ
Ｋ
、
外
れ
れ
ば
戻
れ
ば
よ

い
。
で
も
、
そ
の
方
法
で
確
実
に
す
ぐ

道
間
違
い
に
気
づ
く
た
め
に
は
、
頻
繁

な
現
在
地
確
認
が
必
要
だ
。
も
し
途
中

で
面
倒
に
な
っ
て
怠
れ
ば
、
間
違
っ
た

道
を
延
々
進
ん
で
し
ま
う
、
と
い
う
こ

と
が
簡
単
に
起
き
る
。
積
極
的
に
地
図

を
読
め
ば
、
ス
マ
ホ
を
見
る
回
数
を
最

適
化
さ
せ
ら
れ
る
の
で
、
頻
繁
な
現
在

地
確
認
が
必
要
な
区
間
は
限
ら
れ
る
。

ま
た
、
地
図
か
ら
道
を
外
れ
や
す
い
場

所
に
気
づ
け
ば
、
そ
の
場
所
で
は
し
っ

か
り
現
在
地
を
確
認
し
な
が
ら
進
む
だ

ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
判
断
を
す
る
た
め

に
は
、
ど
こ
ま
で
地
図
を
読
め
ば
い
い

の
だ
ろ
う
。

だ
。
最
初
は
難
し
く
感
じ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
等
高
線
の
読
み
方
を
「
知
る
」

だ
け
で
な
く
「
慣
れ
る
」
こ
と
で
、
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
大
ま
か
な
地
形
を

瞬
時
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

地
図
を
読
む
た
び
に
無
意
識
に
地
形
を

読
む
こ
と
に
な
り
、
特
別
な
練
習
な
し

で
感
覚
を
維
持
で
き
る
は
ず
だ
。

等
高
線
の
読
み
取
り
は
、
紙
面
の
関

係
で
簡
単
な
説
明
に
と
ど
め
る
。
ま
ず
、

見
つ
け
る
の
が
簡
単
な
ピ
ー
ク
と
川
を

探
す
。
ピ
ー
ク
か
ら
は
尾
根
が
の
び
、

川
は
谷
に
あ
る
の
で
、
地
形
を
理
解
す

る
良
い
手
掛
か
り
に
な
る
。
次
に
「
等

高
線
が
低
い
方
に
向
か
っ
て
凸
に
な
っ

て
い
れ
ば
尾
根
」
と
覚
え
る
。
そ
う
す

れ
ば
、逆
（
等
高
線
が
高
い
方
に
向
か
っ

て
凸
に
な
っ
て
い
れ
ば
谷
）
も
思
い
出

せ
る
。

地
図
読
み
の
本
や
雑
誌
の
地
図
読
み

特
集
に
は
、
尾
根
／
谷
の
読
み
取
り

最
初
は
、
コ
ー
ス
を
外
れ
や
す
い
場
所

に
設
定
す
る
と
よ
い
。
具
体
的
に
は
、

①
ピ
ー
ク
、
②
尾
根
を
下
る
と
き
は
尾

根
の
分
岐
、
③
谷
を
上
る
と
き
は
谷
の

出
合
い
、
④
尾
根
や
谷
か
ら
外
れ
る
と

こ
ろ
、
⑤
道
の
分
岐
や
道
が
鋭
角
に
曲

が
る
と
こ
ろ
、
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
は

家
で
じ
っ
く
り
や
る
と
よ
い
。

そ
し
て
、
実
際
の
山
で
は
Ｃ
Ｐ
に
到

着
す
る
た
び
に
現
在
地
と
進
行
方
向
を

確
認
し
（
前
回
記
事
参
照
）、
次
の
Ｃ
Ｐ

ま
で
の
こ
と
を
考
え
る
。
次
の
Ｃ
Ｐ
ま

で
の
地
形
（
尾
根
の
傾
斜
が
緩
や
か
に

な
る
ま
で
登
る
、
な
ど
）、
所
要
時
間
、

次
の
Ｃ
Ｐ
の
特
徴
な
ど
を
想
像
す
る
の

だ
。
そ
こ
ま
で
考
え
れ
ば
、
地
図
ア
プ

リ
を
確
認
す
る
回
数
が
適
切
に
な
っ
て

い
く
は
ず
だ
。

以
上
の
よ
う
に
考
え
て
も
、
ま
だ
道

を
外
れ
る
リ
ス
ク
は
あ
る
。
次
に
あ
げ

る
よ
う
な
状
況
の
と
き
は
、
地
図
ア
プ

リ
で
現
在
地
を
確
認
し
た
い
。
①
道
や

踏
み
跡
が
不
明
瞭
も
し
く
は
荒
れ
て
い

る
、
②
広
場
の
よ
う
に
開
け
た
場
所
を

通
過
し
た
、
③
徒
渉
し
た
、
④
地
図
に

な
い
道
の
分
岐
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

そ
れ
以
外
で
も
不
安
に
な
っ
た
ら
す
ぐ

に
現
在
地
を
確
認
す
る
の
が
良
い
。

地
図
か
ら
情
報
を
読
み
取
る

改
め
て
書
く
ま
で
も
な
く
、
山
で
よ

く
使
わ
れ
る
地
図
記
号
は
知
っ
て
お
き

た
い
。
図
１
に
あ
る
記
号
の
他
に
、
川
、

池
・
湖
・
海
、
建
物
、
等
高
線
、
崖
（
岩

崖
、
土
崖
）
は
必
須
で
あ
る
。
道
の
区

分
は
重
要
で
な
く
、
道
で
あ
る
こ
と
が

分
か
れ
ば
よ
い
。
多
く
の
人
は
、
等
高

線
以
外
、
だ
い
た
い
覚
え
て
い
る
だ
ろ

問
題
が
載
っ
て
い
る
。
地
図
読
み
迷
人

で
も
た
び
た
び
地
形
の
読
み
取
り
が
出

る
。
山
で
地
図
ア
プ
リ
を
見
れ
ば
実
際

の
地
形
と
見
比
べ
ら
れ
る
。
ア
プ
リ
や

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
地
形
を
立
体
的
に
表

示
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
の
地
図
読
み
動
画
も
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
も
の
を
活
用
し
、
見
て
ぱ
っ
と
分

か
る
ま
で
繰
り
返
し
練
習
し
よ
う
。

特
別
に
小
さ
な
ス
マ
ホ
で
な
け
れ
ば

３
㎞
×
５
㎞
以
上
の
範
囲
を
は
っ
き
り

と
表
示
で
き
、
多
く
の
場
合
ピ
ー
ク
か

川
が
画
面
内
に
入
る
。
そ
の
サ
イ
ズ
で

見
れ
ば
地
形
を
読
み
取
り
や
す
い
は
ず

だ
。
目
が
悪
い
人
は
地
図
を
拡
大
し
て

見
る
人
も
多
い
が
、
拡
大
す
れ
ば
そ
の

地
図
嫌
い
は
ど
こ
ま
で
地
図
を
読
め
ば
い
い
の
か
③
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な
ら
ず
、
大
変
に
残
念
で
あ
る
。

め
っ
こ
山
岳
会
の
活
動

め
っ
こ
山
岳
会
の
活
動
は
、
冬
は
北

陸
の
多
雪
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
て

バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
を
楽
し
み
、
夏
は

白
山
周
辺
の
沢
登
り
を
満
喫
す
る
会

員
が
多
い
。
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
好
き
な

会
員
も
多
い
が
、
こ
こ
北
陸
に
は
岩
場

が
少
な
い
為
（
い
や
、
ほ
と
ん
ど
無

い
と
言
っ
て
い
い
）、
仲
間
を
募
っ
て

遠
征
に
行
く
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ

る
。
今
年
１
月
は
小
豆
島
に
初
参
戦

し
た
。
吉
田
の
岩
場
は
い
い
で
す
ね
。

次
は
拇
岳
に
登
り
た
い
で
す
。
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
の
他
に
ハ
イ
キ
ン
グ
に
励
む

会
員
や
、
ア

イ
ス
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
や
ア

ル
パ
イ
ン
を

嗜
好
す
る
会

員
な
ど
、
バ

リ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
富
ん
だ

活
動
を
し
て
、

幅
が
広
い
の

ま
り
が
主
で
、
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
を

機
に
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
も
活
用
し
て
い
る
。

た
だ
参
加
す
る
会
員
が
少
な
く
、
自

ず
と
会
運
営
に
携
わ
る
会
員
も
限
ら

れ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
っ
た
事
か
ら
、

１０
年
ほ
ど
前
に
毎
月
の
例
会
の
議
事

を
進
め
る
「
例
会
当
番
」
を
年
初
に

定
め
、
こ
の
例
会
当
番
に
な
っ
た
月

だ
け
で
も
例
会
に
参
加
す
る
制
度
を

定
め
て
い
る
。
山
岳
会
は
顔
を
合
わ

せ
て
、
山
の
話
を
し
な
が
ら
計
画
を

立
て
、
山
の
目
標
を
語
り
合
う
事
で

活
性
化
し
て
い
く
の
だ
と
思
っ
て
い

る
。
そ
う
い
っ
た
点
で
は
毎
年
開
催

し
て
い
る
飲
み
会
、「
観
月
コ
ン
パ
（
９

月
）」「
総
会
後
の
懇
親
会
（
３
月
）」

が
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
を
控
え
な
く
て

が
特
徴
と
い
え
よ
う
。

ま
た
石
川
県
連
が
開
催
す
る
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
初
心
者
～
初
級
者
向
け
の

「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
習
会
」
や
、
北

陸
で
開
催
す
る
「
北
陸
地
区
雪
崩
講

習
会
」
に
は
、
講
師
と
し
て
多
く
の

会
員
が
積
極
的
に
か
か
わ
り
、
自
分

た
ち
の
会
だ
け
で
な
く
他
会
や
一
般

の
方
と
も
交
わ
り
教
育
・
訓
練
を
行
っ

て
い
る
。

そ
し
て
こ
う
し
た
会
活
動
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
積
極
的
に
掲
載
し
て
い

る
。
山
岳
会
に
興
味
が
あ
る
人
は
最

初
か
ら
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
自
分
に
合
っ
た

山
岳
会
を
検
索
し
て
入
会
し
て
く
る

の
で
、
大
変
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

高
い
方
が
多
い
。
新
入
会
員
の
獲
得

は
ど
こ
の
会
で
も
課
題
だ
と
思
い
ま

す
が
、
何
よ
り
も
自
分
た
ち
が
山
を

楽
し
む
事
が
大
切
で
、
新
入
会
員
に

負
け
な
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
ち

続
け
る
事
、
そ
し
て
「
こ
ん
な
面
白

い
山
行
し
た
ぞ
！
」
と
Ｈ
Ｐ
で
ど
ん

ど
ん
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
事
、
こ
う

し
た
積
み
重
ね
を
こ
れ
か
ら
も
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
浅
瀬
和
人
／
め
っ
こ
山
岳
会　

会
長
）

　
め
っ
こ
山
岳
会
の
名
称
の
由
来

α
米
が
定
着
し
た
今
で
は
昔
話
に

な
る
が
、
少
し
前
ま
で
は
コ
ッ
ヘ
ル

で
飯
を
炊
い
て
い
た
も
の
。
そ
し
て

誰
も
が
一
度
は
火
加
減
・
水
加
減
に

失
敗
し
て
芯
が
残
っ
た
飯
を
炊
い
て

し
ま
う
。
こ
れ
が
俗
に
言
う
「
め
っ

こ
飯
」
で
あ
る
。

わ
れ
ら
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
で
あ

り
、
名
峰
と
し
て
知
ら
れ
る
白
山
。

こ
の
白
山
の
一
角
に
端
を
発
す
る
奥

深
く
長
大
な
名
渓
が
あ
り
、
こ
れ
が

「
目
附
谷
（
め
っ
こ

谷
）」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。

め
っ
こ
山
岳
会
の

名
称
は
、こ
の
「
め
っ

こ
飯
」
と
「
め
っ
こ

谷
」
か
ら
と
っ
た
も

の
で
、
昭
和
４１
年
に

設
立
さ
れ
た
山
岳
会

で
あ
る
。
５
年
前
に

は
創
立
５０
周
年
を
会

員
・
元
会
員
が
大
勢
集
ま
っ
て
盛
大

に
お
祝
い
を
し
た
。

　
め
っ
こ
山
岳
会
の
組
織
と
運
営

会
員
数
は
２７
名
で
（
男
性
２３
名
、

女
性
４
名
）、
平
均
年
齢
５３
・
５
歳
で

す
。
ま
た
「
Ｏ
Ｂ
会
員
」
が
１９
名
い

る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
Ｏ
Ｂ
会

員
と
は
、
会
員
が
事
情
で
山
に
行
け

な
く
な
っ
た
、
他
県
に
行
く
事
に
な
っ

た
時
に
、
単
に
退
会
す
る
の
で
は
無

く
、
会
の
動
向
や
連
絡
が
と
れ
る
よ

う
に
毎
月
発
行
す
る
「
め
っ
こ
ニ
ュ
ー

ス
」
郵
送
や
、Ｍ
Ｌ
「
め
っ
こ
メ
ー
ル
」

登
録
を
続
け
る
事
が
で
き
る
と
い
う

制
度
で
あ
る
。
最
近
Ｏ
Ｂ
会
員
か
ら
、

「
子
育
て
が
一
段
落
し
た
か
ら
、
ま
た

山
に
行
こ
う
か
な
」
と
連
絡
を
い
た

だ
い
た
。
こ
う
し
て
、
か
つ
て
一
緒

に
山
に
行
っ
た
仲
間
と
繋
が
り
続
け
、

そ
し
て
ま
た
山
行
を
共
に
出
来
る
事

は
い
い
な
、
と
思
っ
て
い
る
。

運
営
は
、
月
２
回
の
例
会
で
の
集

めっこ山岳会創立 50 周年記念　2016 年 10 月

剣岳早月尾根　2021 年 11 月

め
っ
こ
山
岳
会

め
っ
こ
山
岳
会
石
川
県
勤
労
者
山
岳
連
盟

石
川
県
勤
労
者
山
岳
連
盟

労山をつなぐネットワーク
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な
ら
ず
、
大
変
に
残
念
で
あ
る
。

　
め
っ
こ
山
岳
会
の
活
動

め
っ
こ
山
岳
会
の
活
動
は
、
冬
は
北

陸
の
多
雪
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
て

バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
を
楽
し
み
、
夏
は

白
山
周
辺
の
沢
登
り
を
満
喫
す
る
会

員
が
多
い
。
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
好
き
な

会
員
も
多
い
が
、
こ
こ
北
陸
に
は
岩
場

が
少
な
い
為
（
い
や
、
ほ
と
ん
ど
無

い
と
言
っ
て
い
い
）、
仲
間
を
募
っ
て

遠
征
に
行
く
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ

る
。
今
年
１
月
は
小
豆
島
に
初
参
戦

し
た
。
吉
田
の
岩
場
は
い
い
で
す
ね
。

次
は
拇
岳
に
登
り
た
い
で
す
。
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
の
他
に
ハ
イ
キ
ン
グ
に
励
む

会
員
や
、
ア

イ
ス
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
や
ア

ル
パ
イ
ン
を

嗜
好
す
る
会

員
な
ど
、
バ

リ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
富
ん
だ

活
動
を
し
て
、

幅
が
広
い
の

ま
り
が
主
で
、
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
を

機
に
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
も
活
用
し
て
い
る
。

た
だ
参
加
す
る
会
員
が
少
な
く
、
自

ず
と
会
運
営
に
携
わ
る
会
員
も
限
ら

れ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
っ
た
事
か
ら
、

１０
年
ほ
ど
前
に
毎
月
の
例
会
の
議
事

を
進
め
る
「
例
会
当
番
」
を
年
初
に

定
め
、
こ
の
例
会
当
番
に
な
っ
た
月

だ
け
で
も
例
会
に
参
加
す
る
制
度
を

定
め
て
い
る
。
山
岳
会
は
顔
を
合
わ

せ
て
、
山
の
話
を
し
な
が
ら
計
画
を

立
て
、
山
の
目
標
を
語
り
合
う
事
で

活
性
化
し
て
い
く
の
だ
と
思
っ
て
い

る
。
そ
う
い
っ
た
点
で
は
毎
年
開
催

し
て
い
る
飲
み
会
、「
観
月
コ
ン
パ
（
９

月
）」「
総
会
後
の
懇
親
会
（
３
月
）」

が
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
を
控
え
な
く
て

が
特
徴
と
い
え
よ
う
。

ま
た
石
川
県
連
が
開
催
す
る
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
初
心
者
～
初
級
者
向
け
の

「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
習
会
」
や
、
北

陸
で
開
催
す
る
「
北
陸
地
区
雪
崩
講

習
会
」
に
は
、
講
師
と
し
て
多
く
の

会
員
が
積
極
的
に
か
か
わ
り
、
自
分

た
ち
の
会
だ
け
で
な
く
他
会
や
一
般

の
方
と
も
交
わ
り
教
育
・
訓
練
を
行
っ

て
い
る
。

そ
し
て
こ
う
し
た
会
活
動
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
積
極
的
に
掲
載
し
て
い

る
。
山
岳
会
に
興
味
が
あ
る
人
は
最

初
か
ら
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
自
分
に
合
っ
た

山
岳
会
を
検
索
し
て
入
会
し
て
く
る

の
で
、
大
変
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

高
い
方
が
多
い
。
新
入
会
員
の
獲
得

は
ど
こ
の
会
で
も
課
題
だ
と
思
い
ま

す
が
、
何
よ
り
も
自
分
た
ち
が
山
を

楽
し
む
事
が
大
切
で
、
新
入
会
員
に

負
け
な
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
ち

続
け
る
事
、
そ
し
て
「
こ
ん
な
面
白

い
山
行
し
た
ぞ
！
」
と
Ｈ
Ｐ
で
ど
ん

ど
ん
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
事
、
こ
う

し
た
積
み
重
ね
を
こ
れ
か
ら
も
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
浅
瀬
和
人
／
め
っ
こ
山
岳
会

会
長
）

め
っ
こ
山
岳
会
の
名
称
の
由
来

α
米
が
定
着
し
た
今
で
は
昔
話
に

な
る
が
、
少
し
前
ま
で
は
コ
ッ
ヘ
ル

で
飯
を
炊
い
て
い
た
も
の
。
そ
し
て

誰
も
が
一
度
は
火
加
減
・
水
加
減
に

失
敗
し
て
芯
が
残
っ
た
飯
を
炊
い
て

し
ま
う
。
こ
れ
が
俗
に
言
う
「
め
っ

こ
飯
」
で
あ
る
。

わ
れ
ら
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
で
あ

り
、
名
峰
と
し
て
知
ら
れ
る
白
山
。

こ
の
白
山
の
一
角
に
端
を
発
す
る
奥

深
く
長
大
な
名
渓
が
あ
り
、
こ
れ
が

「
目
附
谷
（
め
っ
こ

谷
）」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。

め
っ
こ
山
岳
会
の

名
称
は
、こ
の
「
め
っ

こ
飯
」
と
「
め
っ
こ

谷
」
か
ら
と
っ
た
も

の
で
、
昭
和
４１
年
に

設
立
さ
れ
た
山
岳
会

で
あ
る
。
５
年
前
に

は
創
立
５０
周
年
を
会

員
・
元
会
員
が
大
勢
集
ま
っ
て
盛
大

に
お
祝
い
を
し
た
。

め
っ
こ
山
岳
会
の
組
織
と
運
営

会
員
数
は
２７
名
で
（
男
性
２３
名
、

女
性
４
名
）、
平
均
年
齢
５３
・
５
歳
で

す
。
ま
た
「
Ｏ
Ｂ
会
員
」
が
１９
名
い

る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
Ｏ
Ｂ
会

員
と
は
、
会
員
が
事
情
で
山
に
行
け

な
く
な
っ
た
、
他
県
に
行
く
事
に
な
っ

た
時
に
、
単
に
退
会
す
る
の
で
は
無

く
、
会
の
動
向
や
連
絡
が
と
れ
る
よ

う
に
毎
月
発
行
す
る
「
め
っ
こ
ニ
ュ
ー

ス
」
郵
送
や
、Ｍ
Ｌ
「
め
っ
こ
メ
ー
ル
」

登
録
を
続
け
る
事
が
で
き
る
と
い
う

制
度
で
あ
る
。
最
近
Ｏ
Ｂ
会
員
か
ら
、

「
子
育
て
が
一
段
落
し
た
か
ら
、
ま
た

山
に
行
こ
う
か
な
」
と
連
絡
を
い
た

だ
い
た
。
こ
う
し
て
、
か
つ
て
一
緒

に
山
に
行
っ
た
仲
間
と
繋
が
り
続
け
、

そ
し
て
ま
た
山
行
を
共
に
出
来
る
事

は
い
い
な
、
と
思
っ
て
い
る
。

運
営
は
、
月
２
回
の
例
会
で
の
集

めっこ山岳会創立 50 周年記念　2016 年 10 月

剣岳早月尾根　2021 年 11 月

め
っ
こ
山
岳
会

め
っ
こ
山
岳
会
石
川
県
勤
労
者
山
岳
連
盟

石
川
県
勤
労
者
山
岳
連
盟
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三
月
の
雪
山
で
印
象
に
残
る
の
は
、
大

菩
薩
峠
か
ら
雪
の
尾
根
を
歩
き
続
け
た
牛

ノ
寝
通
り
で
あ
っ
た
。

介
山
荘
に
泊
ま
っ
た
翌
朝
、
こ
こ
が

き
っ
か
け
で
結
ば
れ
た
登
山
者
の
結
婚
式

に
出
席
す
る
た
め
に
早
起
き
し
た
小
屋
の

オ
ー
ナ
ー
Ｍ
さ
ん
が
、「
早
起
き
は
三
文

の
得
」
と
い
っ
て
教
え
て
く
れ
た
モ
ル
ゲ

ン
ロ
ー
ト
の
稜
線
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
。
数
回
は
来
て
い
た
峠
だ
が
、
こ
の
朝

の
景
色
は
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
の

後
も
こ
ん
な
に
感
激
し
た
こ
と
は
な
い
気

が
す
る
（
右
写
真
）。

峠
か
ら
最
初
の
ピ
ー
ク
熊
沢
山
は
山
頂

標
識
が
わ
ず
か
に
頭
を
出
す
く
ら
い
の
深

雪
に
覆
わ
れ
て
い
た
（
中
写
真
）。
山
頂

か
ら
モ
ル
ゲ
ン
ロ
ー
ト
の
富
士
山
、
白
く

続
く
小
金
沢
連
嶺
が
望
め
た
。
石
丸
峠
に

下
る
と
、
牛
ノ
寝
通
り
が
白
い
ピ
ー
ク
を

連
ね
て
い
た
。、
休
憩
小
屋
か
ら
雪
稜
歩

き
が
始
ま
る
。

玉
蝶
山
・
榧
ノ
尾
山
と
雪
の
頂
き
を
越

え
て
ゆ
く
。
靴
跡
ひ
と
つ
も
な
い
雪
道
は
、

は
っ
き
り
と
区
別
で
き
、
気
分
の
い
い
歩

き
が
続
く
（
左
写
真
）。
石
丸
峠
か
ら
四

時
間
ほ
ど
で
小
菅
分
岐
、
い
い
一
日
だ
っ

た
。

vol.110

線の描き方　色の塗り方

間違えても消さない

線が切れる

線がこまかく切れる

　今回のテーマは１. 線の描き方　
２. 色の塗り方の二点です。
　線は「閉じる」と言って切れない
ことが大切です。どうしてもおっか
なびっくりで下書きをしたり、何本も
の線で描いたり、途中で切れてしまい
ます。植物にも言えますが、物体があ
るときは線をつなげます。次は色です
がどうしても全部塗ってしまいがちで
す。光るところを残し一度塗って、そ
の後に良く乾かしてからもう一回塗っ
て光を表現するといいです。

左・次郎丸嶽、右・太郎丸嶽

南
国
熊
本
。
海
に
囲
ま
れ
た
温
暖

な
地
、
天
草
諸
島
の
山
を
紹
介
し
た

い
。
上
天
草
は
ケ
ス
タ
地
形
で
、
東

海
岸
か
ら
せ
り
あ
が
っ
た
山
地
と
な

り
、
稜
線
は
観か

ん
か
い海
ア
ル
プ
ス
と
呼
ば

れ
九
州
自
然
歩
道
が
通
っ
て
い
る
。

紹
介
す
る
２
つ
の
山
は
そ
の
背
後
に

あ
り
、
標
高
４
０
０
ｍ
に
も
満
た
な

い
が
迫
力
の
あ
る
山
で
あ
る
。

熊
本
市
内
か
ら
約
１
時
間
３０
分
程
、

風
光
明
媚
な
天
草
パ
ー
ル
ラ
イ
ン
を

走
り
上
天
草
市
松
島
へ
、
そ
の
ま
ま

国
道
３
２
４
号
線
を
１０
分
程
で
今
泉

三
叉
路
へ
。
左
折
す
る
と
す
ぐ
今
泉

登
山
口
駐
車
場
だ
。
案
内
標
識
が
あ

り
、
１０
台
ほ
ど
駐
車
で
き
、
ト
イ
レ

も
近
く
に
あ
る
。

駐
車
場
か
ら
暫
く
は
集
落
の
民
家

の
中
を
歩
く
が
、
道
案
内
に
ト
ト
ロ

な
ど
手
作
り
の
置
物
が
あ
り
、
地
元

の
皆
さ
ん
の
温
か
さ
が
伝
わ
っ
て
く

る
。
集
落
の
奥
へ
上
り
つ
め
た
道
が

そ
の
ま
ま
登
山
道
と
な
る
。
整
備
さ

れ
て
お
り
、
迷
う
こ
と
は
な
い
。
尾

根
筋
の
雑
木
林
を
歩
く
。
滑
り
や
す

い
所
に
は
ロ
ー
プ
が
設
置
し
て
あ
る
。

遠
見
平
を
過
ぎ
て
太
郎
分
か
れ
へ
、

右
に
折
れ
て
太
郎
丸
嶽
を
往
復
す
る
。

稜
線
を
歩
き
雑
木
林
の
間
か
ら
最
初

に
見
え
る
の
は
偽
ピ
ー
ク
。
太
郎
丸

嶽
山
頂
に
近
づ
く
に
つ
れ
奇
岩
が
現

れ
、
岩
峰
の
頂
き
へ
着
く
。

こ
れ
か
ら
登
る
次
郎
丸
嶽
の
東
面

岩
壁
を
一
望
し
た
ら
、
太
郎
分
か
れ

ま
で
引
き
返
す
。
こ
こ
か
ら
は
急
勾

配
で
足
元
が
狭
い
の
で
注
意
し
て
登

る
。
山
頂
へ
つ
な
が
る
松
尾
尾
根
大

露
岩
が
現
れ
る
。
設
置
ロ
ー
プ
を
頼

り
に
楽
し
く
登
り
、
振
り
返
る
と
、

天
草
松
島
の
島
々
と
有
明
海
に
浮
か

ぶ
雲
仙
普
賢
岳
の
絶
景
が
広
が
る
。

次
郎
丸
嶽
山
頂
か
ら
も
３
６
０
度
の

展
望
だ
。
山
頂
近
く
に
岩
壁
か
ら
突

き
出
た
ラ
イ
オ
ン
岩
が
あ
る
。
度
胸

試
し
が
で
き
山
頂
か
ら
記
念
写
真
も

撮
れ
る
が
、
転
落
す
る
と
取
り
返
し

は
つ
か
な
い
。
標
高
３

９
７
ｍ
と
は
思
え
な
い

迫
力
満
点
の
山
だ
。
下

山
は
同
ル
ー
ト
を
引
き

返
す
。

登
山
口
の
あ
る
松
島

町
は
温
泉
観
光
地
。
観

て
、食
べ
て
、湯
も
良
い
。

次
じ

郎
ろ う ま る だ け

丸嶽・太
た

郎
ろ う ま る だ け

丸嶽 熊本県

藍より青い天草の海を一望
手軽に楽しめて手応えもある山
吉川義秋
八代勤労者山岳会／熊本

　参考タイム　   交通　   問い合わせ　   温泉　   地図時 交 問 温 地

時

交

問

温

地

今泉登山口駐車場＞ 45 分＞太郎分れ＞ 30 分＞太郎丸嶽＞ 20 分＞
太郎分れ＞ 25 分＞松尾尾根露岩下部＞ 5 分＞次郎丸嶽山頂＞ 25 分
＞太郎分れ＞ 35 分＞今泉登山口駐車場
車：熊本市内より 1 時間 30 分、九州自動車道松橋 IC より 1 時間で
今泉登山口駐車場
バス：今泉三叉路バス停（九州産業交通・本渡バスセンター　TEL 
0969-22-5234）
上天草市役所観光おもてなし課観光振興係　TEL 0964-26-5512
天草ビジターセンター　TEL 0969-56-3665
松島温泉　登山口から車で 10 分
1:25000　姫浦小鳥峠

次郎丸嶽
397m

松尾尾根露岩

遠見平
太郎分れ

太郎丸嶽
281m

今泉登山口
駐車場

今泉三叉路

国道324号191m
至 本渡市 至

松
島
町

← ←
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三
月
の
雪
山
で
印
象
に
残
る
の
は
、
大

菩
薩
峠
か
ら
雪
の
尾
根
を
歩
き
続
け
た
牛

ノ
寝
通
り
で
あ
っ
た
。

介
山
荘
に
泊
ま
っ
た
翌
朝
、
こ
こ
が

き
っ
か
け
で
結
ば
れ
た
登
山
者
の
結
婚
式

に
出
席
す
る
た
め
に
早
起
き
し
た
小
屋
の

オ
ー
ナ
ー
Ｍ
さ
ん
が
、「
早
起
き
は
三
文

の
得
」
と
い
っ
て
教
え
て
く
れ
た
モ
ル
ゲ

ン
ロ
ー
ト
の
稜
線
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
。
数
回
は
来
て
い
た
峠
だ
が
、
こ
の
朝

の
景
色
は
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
の

後
も
こ
ん
な
に
感
激
し
た
こ
と
は
な
い
気

が
す
る
（
右
写
真
）。

峠
か
ら
最
初
の
ピ
ー
ク
熊
沢
山
は
山
頂

標
識
が
わ
ず
か
に
頭
を
出
す
く
ら
い
の
深

雪
に
覆
わ
れ
て
い
た
（
中
写
真
）。
山
頂

か
ら
モ
ル
ゲ
ン
ロ
ー
ト
の
富
士
山
、
白
く

続
く
小
金
沢
連
嶺
が
望
め
た
。
石
丸
峠
に

下
る
と
、
牛
ノ
寝
通
り
が
白
い
ピ
ー
ク
を

連
ね
て
い
た
。、
休
憩
小
屋
か
ら
雪
稜
歩

き
が
始
ま
る
。

玉
蝶
山
・
榧
ノ
尾
山
と
雪
の
頂
き
を
越

え
て
ゆ
く
。
靴
跡
ひ
と
つ
も
な
い
雪
道
は
、

は
っ
き
り
と
区
別
で
き
、
気
分
の
い
い
歩

き
が
続
く
（
左
写
真
）。
石
丸
峠
か
ら
四

時
間
ほ
ど
で
小
菅
分
岐
、
い
い
一
日
だ
っ

た
。

vol.110

線の描き方　色の塗り方

間違えても消さない

線が切れる

線がこまかく切れる

　今回のテーマは１. 線の描き方　
２. 色の塗り方の二点です。

線は「閉じる」と言って切れない
ことが大切です。どうしてもおっか
なびっくりで下書きをしたり、何本も
の線で描いたり、途中で切れてしまい
ます。植物にも言えますが、物体があ
るときは線をつなげます。次は色です
がどうしても全部塗ってしまいがちで
す。光るところを残し一度塗って、そ
の後に良く乾かしてからもう一回塗っ
て光を表現するといいです。

左・次郎丸嶽、右・太郎丸嶽

南
国
熊
本
。
海
に
囲
ま
れ
た
温
暖

な
地
、
天
草
諸
島
の
山
を
紹
介
し
た

い
。
上
天
草
は
ケ
ス
タ
地
形
で
、
東

海
岸
か
ら
せ
り
あ
が
っ
た
山
地
と
な

り
、
稜
線
は
観か

ん
か
い海
ア
ル
プ
ス
と
呼
ば

れ
九
州
自
然
歩
道
が
通
っ
て
い
る
。

紹
介
す
る
２
つ
の
山
は
そ
の
背
後
に

あ
り
、
標
高
４
０
０
ｍ
に
も
満
た
な

い
が
迫
力
の
あ
る
山
で
あ
る
。

熊
本
市
内
か
ら
約
１
時
間
３０
分
程
、

風
光
明
媚
な
天
草
パ
ー
ル
ラ
イ
ン
を

走
り
上
天
草
市
松
島
へ
、
そ
の
ま
ま

国
道
３
２
４
号
線
を
１０
分
程
で
今
泉

三
叉
路
へ
。
左
折
す
る
と
す
ぐ
今
泉

登
山
口
駐
車
場
だ
。
案
内
標
識
が
あ

り
、
１０
台
ほ
ど
駐
車
で
き
、
ト
イ
レ

も
近
く
に
あ
る
。

駐
車
場
か
ら
暫
く
は
集
落
の
民
家

の
中
を
歩
く
が
、
道
案
内
に
ト
ト
ロ

な
ど
手
作
り
の
置
物
が
あ
り
、
地
元

の
皆
さ
ん
の
温
か
さ
が
伝
わ
っ
て
く

る
。
集
落
の
奥
へ
上
り
つ
め
た
道
が

そ
の
ま
ま
登
山
道
と
な
る
。
整
備
さ

れ
て
お
り
、
迷
う
こ
と
は
な
い
。
尾

根
筋
の
雑
木
林
を
歩
く
。
滑
り
や
す

い
所
に
は
ロ
ー
プ
が
設
置
し
て
あ
る
。

遠
見
平
を
過
ぎ
て
太
郎
分
か
れ
へ
、

右
に
折
れ
て
太
郎
丸
嶽
を
往
復
す
る
。

稜
線
を
歩
き
雑
木
林
の
間
か
ら
最
初

に
見
え
る
の
は
偽
ピ
ー
ク
。
太
郎
丸

嶽
山
頂
に
近
づ
く
に
つ
れ
奇
岩
が
現

れ
、
岩
峰
の
頂
き
へ
着
く
。

こ
れ
か
ら
登
る
次
郎
丸
嶽
の
東
面

岩
壁
を
一
望
し
た
ら
、
太
郎
分
か
れ

ま
で
引
き
返
す
。
こ
こ
か
ら
は
急
勾

配
で
足
元
が
狭
い
の
で
注
意
し
て
登

る
。
山
頂
へ
つ
な
が
る
松
尾
尾
根
大

露
岩
が
現
れ
る
。
設
置
ロ
ー
プ
を
頼

り
に
楽
し
く
登
り
、
振
り
返
る
と
、

天
草
松
島
の
島
々
と
有
明
海
に
浮
か

ぶ
雲
仙
普
賢
岳
の
絶
景
が
広
が
る
。

次
郎
丸
嶽
山
頂
か
ら
も
３
６
０
度
の

展
望
だ
。
山
頂
近
く
に
岩
壁
か
ら
突

き
出
た
ラ
イ
オ
ン
岩
が
あ
る
。
度
胸

試
し
が
で
き
山
頂
か
ら
記
念
写
真
も

撮
れ
る
が
、
転
落
す
る
と
取
り
返
し

は
つ
か
な
い
。
標
高
３

９
７
ｍ
と
は
思
え
な
い

迫
力
満
点
の
山
だ
。
下

山
は
同
ル
ー
ト
を
引
き

返
す
。

登
山
口
の
あ
る
松
島

町
は
温
泉
観
光
地
。
観

て
、食
べ
て
、湯
も
良
い
。

次
じ

郎
ろ う ま る だ け

丸嶽・太
た

郎
ろ う ま る だ け

丸嶽 熊本県

藍より青い天草の海を一望
手軽に楽しめて手応えもある山
吉川義秋
八代勤労者山岳会／熊本

　参考タイム　   交通　   問い合わせ　   温泉　   地図時 交 問 温 地

時

交

問

温

地

今泉登山口駐車場＞ 45 分＞太郎分れ＞ 30 分＞太郎丸嶽＞ 20 分＞
太郎分れ＞ 25 分＞松尾尾根露岩下部＞ 5 分＞次郎丸嶽山頂＞ 25 分
＞太郎分れ＞ 35 分＞今泉登山口駐車場
車：熊本市内より 1 時間 30 分、九州自動車道松橋 IC より 1 時間で
今泉登山口駐車場
バス：今泉三叉路バス停（九州産業交通・本渡バスセンター TEL
0969-22-5234）
上天草市役所観光おもてなし課観光振興係　TEL 0964-26-5512
天草ビジターセンター　TEL 0969-56-3665
松島温泉　登山口から車で 10 分
1:25000　姫浦小鳥峠

次郎丸嶽
397m

松尾尾根露岩

遠見平
太郎分れ

太郎丸嶽
281m

今泉登山口
駐車場

今泉三叉路

国道324号191m
至 本渡市 至

松
島
町

← ←
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篠塚優    カモシカスポーツ山の店・横浜店

１
年
前
の
２
月
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
原

因
で
不
調
が
続
い
て
い
た
右
肩
の
内
視
鏡

手
術
を
し
ま
し
た
。
日
帰
り
手
術
＆
部
分

麻
酔
で
ダ
メ
ー
ジ
は
最
小
限
で
し
た
が
、

勿
論
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
お
休
み
で
す
。
先

生
に
は
３
ヶ
月
位
で
登
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
よ
、
と
は
言
わ
れ
て
い
た
も
の
の
、

術
後
は
肩
よ
り
上
に
腕
が
上
が
ら
な
か
っ

た
り
、
寝
て
目
が
覚
め
る
と
痛
み
が
で
た

り
で
不
安
な
日
々
。
そ
ん
な
中
、
お
ず

お
ず
と
ハ
イ
キ
ン
グ
は
行
っ
て
い
い
で
す

か
？

と
聞
く
と
、
足
は
大
丈
夫
な
ん
だ

か
ら
平
気
で
す
よ
、
と
。
嬉
し
く
て
不
安

が
や
わ
ら
ぎ
ま
し
た
（
笑
）
許
可
さ
れ

た
と
は
い
え
、
不
意
の
転
倒
な
ど
怖
い
こ

と
も
多
か
っ
た
の
で
、
ま
ず
は
高
尾
山
や

丹
沢
の
半
日
ハ
イ
ク
か
ら
始
め
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
に
春
が
訪
れ
、
お
花
や
若
葉
を

愛
で
に
山
に
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

山
登
り
は
楽
し
み
方
が
沢
山
あ
っ
て
、

こ
の
時
期
、
私
の
心
は
そ
れ
に
す
ご
く
救

わ
れ
ま
し
た
。
長
い
人
生
、
体
の
不
調
や

日
常
の
色
々
で
望
む
よ
う
な
山
や
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
が
で
き
な
く
て
も
、
こ
う
し
て
こ

れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
素
敵
な
場
所
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
も
ま
た
幸
せ
な

こ
と
で
す
ね
。

第
3
回

バス停から車道を歩くとミツマタ群生地にたど
り着きます。規模は小さいながらも、こんなと
こにこんな場所が！　と感動したので高取山往
復してまた戻ってきちゃいました。

《コース》東谷戸入口バス停～ミツマタ桃源郷
（～高取山）

高
尾
の
桜
、
好
き
で
結
構
見
に
来
て
い

ま
す
。
そ
こ
か
し
こ
に
桜
た
ち
。
こ
の

写
真
の
桜
の
木
、
と
て
も
心
に
残
っ
た

の
で
、
是
非
探
し
て
ほ
し
い
で
す
。
ち

な
み
に
、
こ
の
日
、
タ
カ
オ
ス
ミ
レ
も

見
れ
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
咲
き
始
め
で
一
面
さ
つ
き

の
花
、と
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。で
も
、

満
開
に
な
っ
た
ら
、
海
の
景
色
と
さ
つ

き
、
い
い
な
ぁ
な
ん
て
想
像
し
て
ま
し

た
。
車
道
多
め
で
す
。

《
コ
ー
ス
》
鍛
冶
屋
バ
ス
停
～
幕
山
～
南

郷
山
～
さ
つ
き
の
里
～
JR
真
鶴
駅

石
楯
山
の
ツ
ツ
ジ
は
散
り
か
け
で
し
た

が
、
満
開
な
ら
ば
、
さ
ぞ
、
と
い
う
場
所
。

あ
ー
も
っ
と
早
く
く
る
ん
だ
っ
た
！
　

あ
の
電
車
か
ら
よ
く
見
え
る
山
肌
に
あ

る
ラ
ブ
レ
タ
ー
の
横
を
通
り
、
日
連
ア

ル
プ
ス
に
入
っ
た
ら
峰
山
と
い
う
展
望

の
広
が
る
素
敵
な
ピ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。

《
コ
ー
ス
》
JR
藤
野
駅
～
石
楯
山
～
峰
山

～
宝
山
～
藤
野
駅

丹
沢
の
シ
ロ
ヤ
シ
オ
は
檜
洞
丸
が
有
名

で
す
が
、
こ
ち
ら
は
静
か
に
楽
し
め
ま

す
。
出
だ
し
、
ヒ
ル
は
い
ま
す
（
泣
）

中
腹
は
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
て
、
が
っ

か
り
し
て
い
た
ら
、
最
後
の
最
後
で
満

開
の
木
々
に
出
逢
え
ま
し
た
◎
　

《
コ
ー
ス
》
三
叉
路
バ
ス
停
～
丹
沢
山

～
塔
ノ
岳
～
大
倉
バ
ス
停

3 月 15 日　ミツマタ桃源郷

5 月 2 日　石楯山

5 月 22 日　丹沢三峰

3 月 29 日　高尾山

5 月 15 日　星ケ山公園さつきの郷

春の隣
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１
年
前
の
２
月
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
原

因
で
不
調
が
続
い
て
い
た
右
肩
の
内
視
鏡

手
術
を
し
ま
し
た
。
日
帰
り
手
術
＆
部
分

麻
酔
で
ダ
メ
ー
ジ
は
最
小
限
で
し
た
が
、

勿
論
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
お
休
み
で
す
。
先

生
に
は
３
ヶ
月
位
で
登
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
よ
、
と
は
言
わ
れ
て
い
た
も
の
の
、

術
後
は
肩
よ
り
上
に
腕
が
上
が
ら
な
か
っ

た
り
、
寝
て
目
が
覚
め
る
と
痛
み
が
で
た

り
で
不
安
な
日
々
。
そ
ん
な
中
、
お
ず

お
ず
と
ハ
イ
キ
ン
グ
は
行
っ
て
い
い
で
す

か
？　

と
聞
く
と
、
足
は
大
丈
夫
な
ん
だ

か
ら
平
気
で
す
よ
、
と
。
嬉
し
く
て
不
安

が
や
わ
ら
ぎ
ま
し
た
（
笑
）　

許
可
さ
れ

た
と
は
い
え
、
不
意
の
転
倒
な
ど
怖
い
こ

と
も
多
か
っ
た
の
で
、
ま
ず
は
高
尾
山
や

丹
沢
の
半
日
ハ
イ
ク
か
ら
始
め
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
に
春
が
訪
れ
、
お
花
や
若
葉
を

愛
で
に
山
に
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

山
登
り
は
楽
し
み
方
が
沢
山
あ
っ
て
、

こ
の
時
期
、
私
の
心
は
そ
れ
に
す
ご
く
救

わ
れ
ま
し
た
。
長
い
人
生
、
体
の
不
調
や

日
常
の
色
々
で
望
む
よ
う
な
山
や
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
が
で
き
な
く
て
も
、
こ
う
し
て
こ

れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
素
敵
な
場
所
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
も
ま
た
幸
せ
な

こ
と
で
す
ね
。

第
3
回

バス停から車道を歩くとミツマタ群生地にたど
り着きます。規模は小さいながらも、こんなと
こにこんな場所が！　と感動したので高取山往
復してまた戻ってきちゃいました。

《コース》東谷戸入口バス停～ミツマタ桃源郷
（～高取山）

高
尾
の
桜
、
好
き
で
結
構
見
に
来
て
い

ま
す
。
そ
こ
か
し
こ
に
桜
た
ち
。
こ
の

写
真
の
桜
の
木
、
と
て
も
心
に
残
っ
た

の
で
、
是
非
探
し
て
ほ
し
い
で
す
。
ち

な
み
に
、
こ
の
日
、
タ
カ
オ
ス
ミ
レ
も

見
れ
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
咲
き
始
め
で
一
面
さ
つ
き

の
花
、と
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。で
も
、

満
開
に
な
っ
た
ら
、
海
の
景
色
と
さ
つ

き
、
い
い
な
ぁ
な
ん
て
想
像
し
て
ま
し

た
。
車
道
多
め
で
す
。

《
コ
ー
ス
》
鍛
冶
屋
バ
ス
停
～
幕
山
～
南

郷
山
～
さ
つ
き
の
里
～
JR
真
鶴
駅

石
楯
山
の
ツ
ツ
ジ
は
散
り
か
け
で
し
た

が
、
満
開
な
ら
ば
、
さ
ぞ
、
と
い
う
場
所
。

あ
ー
も
っ
と
早
く
く
る
ん
だ
っ
た
！
　

あ
の
電
車
か
ら
よ
く
見
え
る
山
肌
に
あ

る
ラ
ブ
レ
タ
ー
の
横
を
通
り
、
日
連
ア

ル
プ
ス
に
入
っ
た
ら
峰
山
と
い
う
展
望

の
広
が
る
素
敵
な
ピ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。

《
コ
ー
ス
》
JR
藤
野
駅
～
石
楯
山
～
峰
山

～
宝
山
～
藤
野
駅

丹
沢
の
シ
ロ
ヤ
シ
オ
は
檜
洞
丸
が
有
名

で
す
が
、
こ
ち
ら
は
静
か
に
楽
し
め
ま

す
。
出
だ
し
、
ヒ
ル
は
い
ま
す
（
泣
）

中
腹
は
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
て
、
が
っ

か
り
し
て
い
た
ら
、
最
後
の
最
後
で
満

開
の
木
々
に
出
逢
え
ま
し
た
◎
　

《
コ
ー
ス
》
三
叉
路
バ
ス
停
～
丹
沢
山

～
塔
ノ
岳
～
大
倉
バ
ス
停

3 月 15 日　ミツマタ桃源郷

5 月 2 日　石楯山

5 月 22 日　丹沢三峰

3 月 29 日　高尾山

5 月 15 日　星ケ山公園さつきの郷

春の隣
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年
3
月
23
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第
三
種
郵
便
物
承
認

2
0
2
2
年
2
月
15
日
発
行
（
毎
月
15
日
発
行
）

第
48
巻
第
3
号
（
通
巻
5
6
5
号
）

発
行 

日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
振
替
口
座 

0
0
1
2
0-

8-

1
0
8
1
6
3

口
座
名  

労
山
機
関
誌
委
員
会

定
価
3
1
0
円（
送
料
別
）

【
禁
無
断
転
載
】

記念誌と年表

労山の 60 年／年表
　  ─ 労山 60 年の歩みがわかる ─

労山の 60 年

A4 判・120P
一部 500 円（送料込）

年表
A4 判・74P
一部 200 円（送料込）

※両方セットで購入の場合、
1 セット 600 円（送料込）
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